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簡 易 鋼 矢 板

我 如、固唯一の 設備

謹 続 式 冷 閉 整 形

ローJ t- 棋による優香製呂

ガス-水道管箸の

地下埋没工事例反土i仁

河川工事の締切.干拓

及1j 護岸工事に最適

皆様の設計 と施工に東洋の床材

く〉 ソフトな感触

。優秀な耐久力

。美 しい 色 彩
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近 代 感 覚 り

先 端 を ゆ 〈 ノ

近 代 感 覚 ゆ た か な 、 建 築 の 美 し さと訓利 l の

と れ た 室 内 設 備 は 建 築 の 機 能 を 十 分 に '1'.かす

と と も に 快i よい 雰 閤 気 を か も し だ し ます 。

目立の エ ス カ レ ー タ は 、 斬 新 な デ ザ イ ン と

精 巧 な 機 能 を 備 え て お り 、 建 築 に 新 鮮 な 息 吹 I  )  

きを設 現 す る エ ス カ レ ー タ と し て 、 多 くのプI

而 か ら 御 好 評 を い た ぜ t 、ております 。

- ・ エ レ ベ ー タ

阪 神 百 貨 I苫 納 工 ス カ レ ー タ
- ・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・ ・ダ ム ウ ェ ー タ

m 自 主 裟 健 所
N- 0 4  

"， 

⑩ 
特 許

経費節減527万円♂

利益をｾも

平I1トMPボイラ

煙管式ボイラの革命児現るノ

女 高 性 能
.  

語 射 型

女 石炭・オイル・刀ス焚

女 1年間 (7200時間) の燃料節約額

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 戚 績

伝

2  
株式曾枇平川鉄工所

J 時 1ア'て

Ｕｾ 匹 、 Ｍ

m刀ス温度 lQ7

0

C

T x 30' ランカジヤボイラと

比較して

fa 

本剖 ・J : UJ 大 阪 r! J ' 大淀区大仁j J ! j 2の1 m話福 山@ 1 9 7 5 - 8

ｾｅＩ［ｲＧＺ 汚染 ｊＹｲ JHJ;C伺>' 1' ，.と区八市: 州6の7 ; ; ; 話⑧ 5883 ・7787- 8

九州/ 11依 所 悩i 同 以 小 ftil i 富野545 ;11 ; r . r ; 小倉⑤ 13 6 2
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f主fmj • ，'，生白色 ・イ言用 を 543 る

安 全 度 の 高 い
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ア ム ス ラ ー 油 圧 式 償 型 引 張 試 験 機

( 日本海事協会検定No，3788)

製 品 は 本 機 に よ って試験す

ii fll 用 命 は 全 固 有 名 土 木 機 械 工 具
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経 団協 ，60':払 70協
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の街生陶器ヒ付属金具

L - 9 2  ( こイ吃る

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

OP A L  

ビル ・アパート はもとより マjl ;( 住宅 ・

にも御採rn頂けるよう寸法や fj 目指の点では従来品もよく

ミコ切否お" 4 御愛 ITJ 恥 、 て い た 製 品 L - 9 2 を基準と して考慮いた しま した 。

東 洋 陶 器 株 式 会 社

本 社

小 合市篠崎II/T4 5 8  大阪営業所 大阪市東区伏見町 5 の 3 T E L ぬ 4518- 9

T E .L ⑤ 2481- 5  各地営業所 東京 ・名古屋 ・小 倉 ・広島 ・高松 ・札幌

; .‘ E  

，.. ・
.‘ ・-， .:・''5

;・，_，・ 百

茅ケ崎工場

神奈川県茅ケ崎市

T  E  L  210 5 - 8  

定 価

陶 器 ( 1級 ) L  220 ￥ 2，900 

金 具 ( CToyOt oH  f jl )  

立 本 代 T 2  0 5  Y  

@ ￥ 600 ( 2  {問) ￥ 1，200

止 ノ'1，I¥; T 4 A Y

@干 670 ( 2  {I !I ) ￥ 1，340 

排本金具 T 6P  ￥ 1，210  

パ y フJ 、ンガ

1I1f . t木ヰ グT L  2200 ￥ 200 

計 ￥ 6，850

参 考 定 価

陶 器( 主主級) し2包O ￥2，320

金 具 しグ グ え 印)

立 水 伐 K 2  0  5  Y  

@￥ 510  ( 2  {問) ￥ 1，020

止 水 位 K 4 A Y

@￥ 570 ( 2 @) ￥ 1，140  

排水金具 K 6 P C ￥ 1，030  

， ，....'!_，‘ 司

特殊加工がしてありま すか ら，どんな糊でも ‘ ｾＮ［Ｇ・Ｎ・Ｎ 東京地下鉄・東急， 新車に使用されています。

l叉素人でも容易叫れます。 ふ:・:・i 31;522主主主加工会22Tt 五回;

インク， 油，手指等の汚れも石鹸水で きれい 他の床材より優れている事が認められたから

です。

にとれて水拭が可能です。( 特許出願中) 標準寸法幅B尺 × 長30磁 × 厚2.5粍( 1巻15坪)

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

東京都葛飾区本回四ツ木町54 電話葛飾 ( 69) 1946- 9  

( 全国有名内装工事活 lζ 御照会下さい)⑬ ( カタログ贈呈)
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昭 和 3 3 年 9 月

若い会 員の 集 い

民間共同住宅見学

一(建物概要) -

TT 伊 藤 忠 商 事 川 西 宮 荘

設 ｾｲ＠ Ｈ株Ｉ大阪建築Ｇｬｊｾ詰所
(1百中淫I 1D

勉 工 栄 有l建設K K

所 在 地 丙 富 市 両 度 町 1

精進 ・規 際 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 進 4 階建

1棟24戸 1戸当面積 18. 82坪

1戸当専用面積

建 築 商 務 1 階 109.78坪

2 階 110.96坪

3 階 11O. Q6坪

4 階 110. 96鐸

風情 8.89坪

延 面 積 451. 55坪

工 期 昭 和32年8月一33年3月

17. 01坪

炉 竹 中 工 務 庖 西 宮 北 口 家 族 寮

設 計 ( 株) 竹中工務庖( 岩本間行)

縮 工( 綜) 竹中工弱庖

所 在 地 丙 富 市 両 度 町

情造 ・規 償 鉄 筋 コ ン ヲ リ ー 卜造 ・地下 1階

地上 4 附

建 築 面 積 迎 坪 1∞ 坪 延 坪 約 4ω 界

静 倉敷 レイヨン西宮第 3ア パ ート

設 計 盆 敷 レ イ ヨ ン K K営繕部

{ 総村腹三)

抱 工 K K竹中工郡広

所 在 地 両 官ilT両1Jl:町 1- 27

建物延面積 ω 7.79坪

構 造 規 続 鉄 筋 コ ン タ リ ー ト， ラーメン精

立i . コンクリート打破し 5 附u !

1 階 l土ピローティ構造

九 州 支 部 長 新 任

本会九州支部では支部長が欠員 lt でありましたが，このたび下必のと

おり新任されました。ここに会告 l下し上げます。

九州支部長 小 栗 治 平 君 ( 福 岡 県 建 築 部 長 )

各 種 説 明 会 の 開 催 に つ い て

本会では従来から Ｎ ｾ築材料， 機械工呉， 工法などについての説明

会，講演会などを随時開催して， ζ れらに関する智識の普及，利用の促

進lζ 努めて参りましたが，今後さらに乙れについての活動を活発K する

ため， ζ のたび「各種説明会の開催lこ関する内規」を定めました。説明

会，講演会などの開催を希望される向は，詳細を本会事務局に御照会下

さい。

社団法人 日本建築協会

昭 和 3 3 年 第 2 回 若 い 会 員 の 集 い

しばらく中休みの状態となっていました H 若い会員の集いM を 9 月か

ら再開いたします。今回からは去年の方法とはやや趣向を変え，会員相

互の親睦と交流とをはかることを第 1 の目的として，出来るだけグァラ

ィティ K 富む企闘で進めるつもりです。

とりあえず 9 月 L第 2 回〕は若い会員層の身近かな問題として，民間

共同住宅の見学と批評a の会を催します。何卒多数ご出席下さるよう願い

_，___._ 

;:;:'9 。

oic 

1 . と き 9月18日( 木) 午後 2時( 集合) - 5時( 解散〉

1  .  と こ ろ 阪急電車西宮北口南出口前

1. 見学建物 ( 見学順) 伊藤忠商事西宮荘→竹中工務庖家族双→

倉敷レイヨン西宮第 3 アパート

1  .  申 込 15日までにお申込み下さい。但し定員 ( 50名) ，ζ 達し

た時は〆切ります。



読 売 テ レ ビ 放 送 株 式 会 社 見 学 会

1. と き 9月17日( 水) 午後 2 1時( 集合) - 4時( 解散)

1  .  と こ ろ 読売テレビ正面玄関前( 市電河内町電停南入るすぐ)

1  .  申 込 15 日までに申込みの乙と，定員( 100 名) に達した際は

〆切ります。同業れは"1込みお断りします。

1.  建物概要

設計 ・監理 ・施工清/ J < 建設株式会社

所 在 地 大 阪 市 北 区 京 井 町 2 - 1 6

工 期 昭 和33年 2 月27口11工ー 7 月31日竣反j

構造 ・規模 鉄筋コンクリート造，地下 11騎地上 3 階

建 築 面 積 建 坪 5-1，2. 3坪 延 坪 1，428.7坪

敷 地 面 積 8∞坪

有 楽 ビ ル デ ィ ン グ 見 学 会

1  . と き 9月19日( 金) 午後 2時( 集合) - 4 時( 解散)

1.  と こ ろ 有楽ピ J レディ: ノグ 81糖大食堂

ー 〆切 17日 炉 定員 100 名

1. 建 築 概 要

設計 ・監 理 三 菱 地 所 K K

施 工 大 成 建 設K K

位 置 大 阪 市 東 区 内 本 町 4 丁目

工 期 着 工 昭 利32年 3 月 1 日

竣 功 昭 和33年 6 月30日

敷 地 面 私t 394.51坪

建 築 面 積 338. 38坪 延 面 積 3，414. 59坪

構造 ・規 模 鉄 骨 ・鉄筋コンクリート造。地下 2 階，地上 8 階

建 物 の 用 途 銀 行，貸事務所

武 田 薬 品 工 業 株 式 会 社 研 究 所 見 学 会

1  . と き 9月24日( 水) 午後 2時( 集合) - 4 時( 解散)

1  .  と こ ろ 武田薬品工業株式会社正門前

( 阪急電車 ・十三駅下車 5 分阪急神戸線ぞひ〉

1.  申 込 20日までに申込みの乙と。( 定員 100 名) 同業者は申込

みお断りします。

1  . 建 築 概 要

設計 ・監理双屋社竹腰建築事務所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

所 在 地 大 阪市東淀川区十三四之110. 4 - 5 1武田薬品工業大阪工

場内

建 築 面 積 648.5坪 延建築面積 3，653.7坪

構 造鉄筋コンクリート造地下 l 階，地上 6 1佐 塔 屋 2 階

高 さ 121準地鍛よりl Pl 高 76.5尺 塔屋 100尺

広告塔 156.8尺

階 高 地 階 16. 5尺 1 - 6 1経 12. 0尺

会 告 2

積売テレビ放送制

見学会

大阪府建築士会と共骨量

有楽ピルディング

見学会

大阪府i I ! 築士会と共催

武田薬品工業制

研究所見学会

.. 
， 

‘  ..， 

ヤ
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昭和33年 第 1回 古 建築 見 学 会
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見 るの 古 建 築 を醍 醐 ・ 日 野醍醐寺と日野j去界寺

見 学 会

1. と き 9JJ 28u CU) 午前101昨( 集合) - 5 時( 解散)

1 . 集 合 所 醍糊寺門前( 災介| 時間厳守の乙と)

参考: 醍醐寺へは京都京阪三ゑ駅前より，醍醐 ・六地蔵行のパス (市

パス ・京阪パス j に乗車，醍醐寺門前に て下車。あるいは京阪

宇治線六地蔵駅下車，山科行( 京阪三条経由) のパス lζ 乗車が

便利です 。 大阪からは，京阪電車で 中 ｾ ［ Ａｩ μＱ 駅で乗換え前 記の行

程によって下さい。交通 ｴｾ は大阪天満よ り往復約 ＲＵＰ 円です 。

込 20口までに会費( 150 円 ・拝観料その他〉を添えてお申

込みの ζ と。

1 . 昼 食 は各自持委主のこと 。

1. 現地解説者 杉山信三氏( ぶ良文化財研究所)

醍醐寺は元皮元年 ( 877 ) どろ聖宝上人関創の密教寺院で笠取山上の

上伽藍と向山鐙の下伽藍からなり，上下あわせて建築 ・彫刻 ・絵画に多

くの優品が所有され，そして四季を通 じて風光にめぐ まれた由緒の深い

寺院であ る。下伽藍の国宝五重培は天磨 6 年 ( 952 ) に落慶供養された

もので平安時代塔婆の代表例で形態の美をも って知 られる ( 金高 119. 4

尺) 。来年10月の完成を目ざし現在修理組立中の現場をたずね古建築修

理の状況を見学の予定。その他，金堂 ( もと紀州湯浅1(. 12世紀後半に造

立され， 慶長 5 " 下( 16∞) 当寺lζ 移建，国宝) ， 清滝宮本殿( 室町時

代，重文 j そして三宝院の唐門( 国宝) ，表':;!}I沈( 国宝) ，純浄観( 童

文) ， ｴｾ 殿Ｈ丞文Ｉ - ーいずれも成長 3 年 ( 1598) 秀吉の醍醐の花見に

関述して 造立され桃山Ａ時代 ｾｉ 坑造住宅の優 ｾｊ Ｍｉ ｪＺ降 野函 や庭 園とな ら

んで有名である。 また上伽藍には清滝芭・拝殿( 室町時代，国宝) ，薬師

堂 ( 平安時代，重子) ，如意輪堂( 桃山時代，童文) ，そして開山堂( 桃

山時代，霊文) の諸建築がある 。

日野法界寺 はｾ醐の南 ， 近傍に所在し，平安時代の 中頃，日野資 業の

創立と伝え，現在薬師堂 L室町時代，丞文) と阿弥陀堂( 国宝) がの乙

されてあり，なかでも後者は方五間の堂で軽快な方形屋綴を冠した外観

の美しさを誇り，その造立' . - r . 日寺に問題をの乙しているが，宇治平等院鳳

瓜堂とならんで阿弥陀堂怨築の代表作といわれる 。

紅葉の時期にはまだ早いが俣醐や U 野の里lζ 平安よ り桃山 にいたる名

建築を訪ね秋色を楽しもうというわけである 。

(醍醐寺と法界寺見学会j

-・‘

.ー，
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坂静雄氏は本frベルリン市におけ る国際 プレストレス卜 コンクリ ー ト

協会第 3 回大会{こ出席ー 5 月29 1 J に帰国されましたので下記のとおり講

演会を開催いたします。何卒多数ど出席下さ L 、。

;貰講術

品.1.，

マー
" " "  . b.  ，"、 τE玄

学 術 講

記

9)-J 13u  ( 土) 午後 21時よ り

大阪建設会館 6 1; 皆会場( 天神橋南諸大阪郵政局向側)

ドイツの建物

京者日大学工学部教授工博坂 静雄氏

日本建築学会近後支部ー大阪府建築士会

時

所

題

師

催

日

場

演

鵠

共



第 2 回 建 材 工 場 見 学

サ ン ロ イ ド ・ サ ン メ タ ル 工 場 を 見 る 会

「筒中セルロイド株式会社柏原工場見学会)

1 . と き 9月20日( 土)

1. 集 合 所 ① 本会前( 集合〉午後 l 時30分

① 上六近鉄北側 公 園 午 後 111寺ω分

1. 行 程 本会前午後 11侍30分I! ' .発→筒中 セJ レロイド柏原工場( 見

学〕 →大阪駅西 口 5 時頃解散。

全行程は，筒中セ ノレロイド K . K .御提供の1 . 1 切パス を利

用いたします。

1. 申 込 15 日までに申込の乙と ，但し予定人員 (40名j に達 した

H寺は〆切ります。

- 同業者の方はお q1込みをお断りします。

筒 中 セ ル ロ イ ド KK について… … 同社は大 lE 6 年筒中 セルロイ ド

工業所として創立され，輸出向セルロイド玩只の加工販売を経営し，大

ￆ Ｑ Ｒｾ 新製 セ ルロイド生地の製造に移行し，さらに昭和 Ｒ Ｗ 年斯界 ｬζ 先ん

じて硬質庖化 ビニー ル板 L商品名サンロイド) の製造を開始し，最近サ

ンメタ J レA ( 硬質縫化ピニーノレ絞とアルミニウム板とを強力に接着した

合板) を発光し， 斯界の好評を博している。同社の本社，工場， 営業

所， 11¥張所は下記のj湿りである。

本 社 大阪Ｑｉ￯ＡＮｬＡ区南久太郎 ｾｲ 2 の 7

点京出狼所 点京初台J l ! k { 減収直面沼儒 2 の4

今虫営業所 大阪司i J ，1 ! 成区大今里南之 roJ l の 53

工 場 大奴府中川内 i描伯似町大乎Ji 山438

第 3 回 建 材 工 場 見 学

パイプレーションローラその他の工場を見る会

( ダイハツ工業株式会社本社工場見学会)

1 . と き 9月27日( 土) 午後 2時集合

1.  集 合 所 ダイハツ工業( 株) ，- 1; : 社工場J [ 門 lii i ( 案内図参照〉

( 大阪市大淀区大イ士東 2 - 3 )

1. 申 込 ＲＰ 口までに申込みの乙と。同 ｾＱＧ￭Ｎ はけ ｬ 込みお断りし ます

ダ イ ハ ツ 工 業 株 式 会 社 本 社 工場 に つ い て …・ ・ダイ ハツ工業妹式

会社は，内燃機関の製作を目的として発足してより本年で511，下を経まし

た。古い伝統と新しい技術をま守る会社であります。今回見学する本社工

場では，ディー ゼル機関 ・N H N ドアーチェック ・ノミイプレ ーション ロ

ーラ等を製造しています。

ディーゼル機関: I塗用 ・自( 1mの 2 利究員に別れ，H 性能の卓絶1/ //1iffi絡の低

1:1(( ' をモ ットーに間内はもちろん海外にも愉/ 1 ，している。

" N  H  N" ドアーチ ェッ。ク : この製品は広く識られ，会開ドアーチ ェッ

クの半数以上を生産している。

パイプレーションローラ: 当社のディーゼル機関を原動機としたロ ード

コーラ で従来のローラのように r:l ill にたよらず，振動ノコによっ て土の

矯め固めを行い，小j 彰終盤でしかもそのみが深部に及び，良好な締め

箇め効果がある。

本 社 大 阪 市 大 淀 区 大 仁 ij! 2 丁目 3 福 岡 i:t 来 所 福 岡 市 馬 場 新 町 7 4

大阪事業部大阪市大淀区大仁 ｾＡＲ 丁目 Ｓ 札観 Ｑ Ｑ｜狼所札観市南七条西 Ｓ 丁目 Ｗ

東京事務所東京都中! t . . 区日本嶋本町2丁目 7 利市周l I ' i ! ! l 所名市尾市中区大池町 2 了間 33

. 6.  

z.  告 4

サンロイド・サンメタル工場

見学会

，" ，イプレーションローラ

工場見学会

グイハツヱ，l ! 練式会主t本社工犠案内図

... 

a‘  

の
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. 6.  

:z:< 告 5

伸銅品・ 建築用真鍬型材工場見学会

三宝伸銅は…・・ 当社は閉和 10 ff 設なさ

れ. 1111銅品( 主 として銅. ｲｾ 鎗の枠 Ｑ Ｎ 阪Ｉの製

造をもって開始し，昭和12年以降逐年市j 7J の瑚

大と共K t首資，設備の拡充を行った。

終 車蛾きら ｉｾ 銅及銅合金の板 ， 条管， 鰍，

線，円板等全1111銅品の生産設備を新設し，内: 百

は勿論国外輸出にも相当情の実配lを挙げ，今円

では国内伸銅業者約 2∞社中常に段高般の輪山

" 制を挙げている。他に建築mr{ 鈴製材( ノン

スリップ ，メ ｾ ， コーナーピードカーテンレﾭ

J レ) 55管，脚立，卵子， 椅チ， テープノレの製

造販売を行っている。

当社の本社，工場，営業所は下氾のlili りであ

る。

本 制 工 場 堺 市 中 生 島 町 4 の 3 7

東京出張所東京邸中央区円本椀矛峨町 2 のS

大阪販売応大阪 市 南 区 間 尽 町 1 0  

今唱阪'11.: 応大阪dil !l成区太今唱南之町2の171

第 4 回 建 材 工 場 見 学

伸 銅 品 及 建 築 用 真 諭 型 材 工 場 を 見 る 会

( 三宝伸銅工業側堺本社工場見学会〕

1  . と き 10月11 n  

1  .  集合場所 本会iii J ( 集合j 午後 1 11寺

1. 行 程 本会 lji l午後 1 時111発→三宝伸銅明工場

見' 予ー〉大阪駅西口 5 n寺頃解散。

全行程は三宝{rt 銅 K . K .御提供の1 ' t 切パスを利用いたし

ます。

1.  申 込 9 凡米 1-1までに rjl 込みのこと 。相 し予定人員 (60名〕に

達した時は〆切ります。

同業朽の方はお ｲｾ 込みをお断りします 。

第 5回鉄筋コン クリー 卜 技 能 議 座 l  第 5 回 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 技 能 講 座

1.  対 象 鉄筋コンクリート工事に携る技能者( 現場係員、工長.

2 級ill 築士受験者の程度)

2. 会 期 一一 (講 義) 一一

10月 6. 7.  9.  10.  13.  14  ( 凸円問〕午後 6 時- 8 時

(  211寺院自)

一一ー (実 習) 一一一

10JJ20n- 10月22日の 3 円悶午後 2 時 - 4 時 於 大 阪 生

コンクリート K . K . 倒工湯

3.  会 場 Ｈ講義Ｉ大阪建設会 ｦｬ￭ｩ Ｖ 階集会ｾＨ東 ｻ 叉京 橋 Ｓ 丁目天 神

橋々詰)

4  申 込 9  ) J 25 口迄[ こ受議料( 会員日∞阿， 会員外850円，イn しテ

キスト代を合む) を添えて本会事務局へ lド込の乙と 。

(定員 LOO名j

5.  講義の日 程 ・科目 ・講師

円 ＱＧｾ＠ 科 目

10月 6 日( 月) 材料( 水と混和剤を含む)

10月 7 日( 火〕 試 験 法

10月 9 日( 木〉 i周 メι 入z  

10月10日( 金) 工 ｩｾ＠

10月13 日( 月) 工 法

10月 l4，日( 火〕 特 殊 工 法

ｾ＠ 飾

大阪市立郡白工高 教 諭 益 尾 辰 雄 氏

大阪大学教授工 問 奥 島 正 一 氏

抹式会社 大 林 組 谷 口 尚 武 氏

株 式 会 社 大 林 組 寺 沢 一 夫 氏

前水建設K K大阪支庖 金子 農民

株式会社竹中工務応笠原正幸氏



第 2 回 現 場 管 理 実 務 講 習 会

本会では昨年 9 月- 1 1月の長期に亘って，学校を卒えて始めて建築の

職場についた若い技術者を対象とした摂記諮習会の第 1 回を開催いたし

ましたところ，たいへん賛辞をいただきました。本年は昨年の経験を基

として下記要項により ，10月， 11月の 2 カ月 IC亘って開催いたします。

何卒会員各位の御協力をお願い致します。

現 場 管 理 実 務 講 習 会 要 項

1. 目 的 学校を卒業し新κ 採用された技術者を対象と して学校教育

における一般知識の不足を補い，現場実務において直ちに役立つ実際

的知識を，各方面lζ おけるそれぞれのエキスパート による 一連の系統

的諮習によっ て会得せしめ，従来の長期を要した経験的知識の留得期

閣を短縮し，かつ確実に把握せしめる乙とによって，より有用な技術

者を養成しようとするものである。

2. 対 象 本年 4 月高校を卒業し採用されたもの，すなわち 6 カ月の

実務経験者を主たる対象とする。

3.  会 期 昭和33年10月 2 日- 11月29日毎週( 火曜 ・木曜 ・土昭) 九日

毎円 ・2 時間( 午前 9 時一11時) 延25 日間 (50時間)

4.  会 場 大阪建設会館 6 階集会場( 大阪市東区京橋 3 丁目)

5.  申 込 9 月25日まで IC申込舎に受講料( ￥ 1，ωo円) を添えて木

会事務局( 大阪市東区北浜 3 - 3 7 ・但し市電北浜 2 ・3 丁目電停中間

北側) へ申込のとと。尚会場の係合lζ より定員( 120 名) IC達した際

は〆切ります。

6.  月日・科目・ 携飾

月
日 科

目

10月 2 日
建払築工事の着務工か ら合竣功迄の業務誌論( 契約，支

などの事 手 続 を む )

10月 4 日・10月 7 日 現場に関する諸法規とその手続

10月 9 日・10月11日 建築労務者の管理

10月14日・10月16日 現場における危険防止，災害予防とその措置

10月18日・10月21臼 仮設物と仮設材料の管理

10月25日・10月28日 機械器具，工具類の管理

10月30 日・11月 1 日 材料の検収とその管理

11月 4 日・11月 6 日 土工事，基礎工事，排水工事の施工と管理

11月 8 日・11月11 日

鉄筋コンクリート工事，鉄骨工事，防水工事の胞

工と管理

11月13日・11月15日

木工事，屋根工事，金属工事，雑工事の胞工と管

理

11月18日・11月20日 石工事， タイノレ工事の施工と管理

11月22日・11月25日 左官工事，塗装工事の施工と管忽

11月27日・11月29日 設備工事の施工と管理

7.  現場見学 ( 新歌舞伎座，' 7ン モスアパート)

附和33年 9 月 教 育 委 員 会 委 員 長 奥 島 正

向現場管理 実 務 講 習 会 主 査 岩 下 久 裁

会 告 6

第 2回現場管理実務

講習会

E時

大 阪 市 調 度 課 田

師 ( 敏祢略)

中

一

良日

工(株) 大fb 林組部 注凶 野 繁 雄

実dLE&22 野
村 増 治

労( 練) 務竹中課工務長庖 t北i  
東 一 郎

監(株) 松査村組役 時m 岡 まま 次

阪{繰工)竹作所申横工Z械E庖線大長 姉川 瀬 泰 雄

事( 株) 業鴻所池主任組 性'凹 山 裕

取( 株) 森締

星波 辺 秀 きF

清工水事建費主量 ( 株任) ノ陶也 頭 寿 良H

鹿建島築建設部( 株長) 阜口 下 久 哉

工( 株) 務藤木部工! ' i l 長庖 ι  〈

野 塗 作

技(株) 術銭部高 組長 中】

尾 健

一

建( 株) 築大部林次組長 主門主 橋 誠 S長

，胸

P、



，. 

p・、

宮 山 城

... 

施 工

株 式 会 社 大 林 組

5  



広 島 城

監 理 広 島 市 建 段 局 営 繕 課

" 市 長 松 川 ') ， 

slll J - 監 村 松 本 dc ) 、

似 111 ('， -

， ｾ［川市

設 計 石 本 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 藤 田 組 広 島 支 庖

J ニ ff: 担i ，j . : 宇 雌

f長 雌 1 人

二 輪 f{ .  

r

t

{  I尚 武 夕 、



f・』

和 歌 山 城

施 工

株式会社 奥 村 年且



名 古 屋 城

施 工 株式会社 間 車且

名 古 屋 支 庖

名 銃 城 出 張 所

判 長 神 部 満 之 助

取 締 役 小 谷 金 馬

支 h1i 良

市務 Jj'(締 i't

/I¥'JnI9il9i良 三 枝 知 良

山'ml9r 次長 伊 賀 上 五 郎

勺



-圃・・・

住 宅 美 素 工 事 の 創 始 者

、h

， 

0 ビ ル デ イ ン グ の 洗 浄 工 事

。 建 物 外 塗 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事

。 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

。 建 物 外 壁 シ リ コ ー ン 防 水 工 事

。 月 極 め 清 掃 工 事

。 木 造 建 築 洗 浄 美 素 仕 上 工 事

戸庁業工棄美
株 式 会 社

電 話@4938 ・5888 ・⑪8050大阪市東区瓦町二丁目 ( 三和ピル)

且

「

@J  

様式書1ft ］Ｑ シＢ，ｾ＿・ ｉｦｅｒ
尼 崎 市 久 々 知字 コエ 23 電 話 大 阪 附2959. 9748

東 京 札 税 板 間 名 古 屋 長 崎 四 日 r!'i ，支持E

本 社

営 業 所
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ナイロンヌ

東 レ ナ イ ロ ン 級車主 ・鍛通は 10096スパン

ナイロン糸を使用したもので・ 摩擦に強く

・弾力性に富み ・吸盛性が少なく

・虫の害を全く 受けません
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東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

，.， 

， 

4  

‘  

一

lg組三拝Jトライド|

耐火・断熱・軽量骨材一

( ノf ー ラ イ ト を 使 用 し た 国 連 ピ ル 〉

三 ノ 〈ー ラ. イトセメ ン トモ J レタ J レ

三 吉岡合 そ の 他 ・パ ー ラ イ ト プ ラ

三 ス タ の酉E合 説 明 智 贈 呈

ノぐー ラ イト は 真 珠 岩 を 乞' 速 に 加 熱、 JJ !i J

JJ 民 せ し め た も の で主 成 分 は 叫 俄 で あ り

小 さなお ｾ 状 の ガ ラ スＧｦ ｴ の 巣 の 集り で

形 成 さ れ て1: ' ，り ま す 。

ノぐー ラ イト は非・ ｾ ｩ ｾ［ に Ｇ 降〈耐火 山 句 で あ る

の で プ ラ ス タ ー に 浪 じ 聞 『火 、 断 熱rnE，主

tt J 二に 又 、 コ ン ク リ ー ! と して は 砂 の

イ七りに {史っ て 附? 手具、竜王1. 1: コ ンク リー ト

と し て 他 JTI ;さ れ ま す 。

*き f生

牽圭い 七メ ン トモ ル タ ル の M 以 F o'，;! t，rw  .0'1- 0  .20、 砂 の lTU正の> i も-y，o)

耐 火 性 が 大 で あ る セメ ン トモルタルの 4 ｦ ［ 百の 効力 がある ｻ 燃 融ｾｾｊＮ直 Ｑ Ｐ Ｐ Ｐ ・ ｃ 以 ｊ Ｍ Ｎ Ｉ

断 熱 効 果 が 大 ヤ あ る 七メ ン 1 モ ル タ ルの 2 Ｈ ，円以 上 Ｈ Ｈ ｉ ［＿ Ｍ，｜Ｈ 系 ｦｾ λ ］ Ｐ Ｎ ＰＳ Ｍ Ｐ Ｎ ＰＵ ｫ 田 Ｑ Ｏ mh・C l

砲 事』予 防 に な る 'i{-; ん ど [(1裂 が I'JI.t.J. い

選 育 吸 音 効 果 が 大 七 メ ン トモ ル タ ル の 2 倍 以 上

施 工 が 容 易 で あ る 他 の 較ＺｌＱＺ Ｇｉ ｾ 材に 比し純 ｔＮがＡ伐 材 で あ る

化 学 成 分 5 ;0 ，= 75. 5、 A h O，= 15.  3、 F e，0 ，= O.9 C aO= O. 12、K， 0 =  4  N  山 0 = 3 .5

有 機 不純 物t軍事E分 な < .  ｊ 占 ｊＡｬＱｦｾ Ｚイ ｦ す る も変 Ｇ ｪ Ｇ ｩ し江い

戸 時 ・r'

用 途 の 一 例

(1 )  ｪ 舵 ｩ ｩ ｴ コンク リ ー ト Ｑｭ 叩 Ｇｉ ｾ ｊＧ i材

(2 )  7，: 1"¥材 料 ( 七メ ン ト・プラスタ ー '11 材 )

(3)  ｦ ｾ ｬｽ ［ａ 削 Ｗ 書 ｊ け オ

(4 )  illl ｾド Ｉｔｉ

(5 )  iJ ，者 i必 JJ J' キオ

唱』
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ｅ 詰ヨｉｲｲ ｾ _ _  昌国匡ヨ圃

以 jti i;  ji 長 尾 崎 久 助

ＱＱ 本の城郭ｾ築について私はとくに勉泊したことはない 。 しかし ， 城のＰＡ築が ￬￬ 災ｼ司 ＱＱ 引に

に ＱＱ 本 ｊ ＱＡＱ ｾ Ｑ の先述をした 点 、で主 主 築ｾ ＮＡＮ 上必るに 足 るべさものとしてよいであろうし ， また今

11  !I 本の l一安な観光文化財である点にも夜、は興味を持っている 。

11 本の城に附随発達 した城下・l' りについては都 けi ?; -j- i匝|的に興味 ある比 ) J もある ようだ。 11

本の 城 に ｌ ｉ Ｇ 凶の 城 ､ｪ の影予，ｾｾｾがあるかないか ， 平城 京やエrJi. ［ｴＨ は ｾＡｬｦ ，、 ､ ［￭ ｩ￬ ｊ Ｎ ｬＮ ｦ Ｑ Ａｪｉｊ をあ ｾ したものだ

が，百二 j氏の T lr' ，城や請、 J;!i 城 をtJl として ii 災II ，j 11併にに大発達をしたとし、われ る 11 本の近刊の城

はrl" I<j のとは軌 を具にして居る n ライ; / 7"J に治 う丘唆の 'I'H反にいくつかの，1了城 が比られる

が， これも感じが違う 。 千鳥｛波 ｊ ｟ｩｦｾに Ｑ ， ｬｦ Ｈ 政 ｊ ｟ｩｦｾをうどえた屋械を戴く ｩｦ ￬ｊ ［Ｈｩ ，' ，望のノ〈γ 閣の桜 1il な

安は ｊ ＱＡ Ｔ 、＿のものであると，也ぅ 。Ｉ ＨＧ， Ｉ二ｼ 各 ｬ 以外の 建 物が ほ もよく伐存して い る品Ｚｾ路 城 からＺｴＡ ｊ 倣

するにぷ，:J'I品l とそれにA る隙々な建築物，桃築物のILii 令s . はすばらしか ったであろう o ｉｾＺｩ＠

路の1 ' ，鴬城， ｉＢＨｾ＠ ，1，の烏城咋美しい r，liij のついているのは，城がii攻のためのものであるとと

もに政 庁， 白 Ｇ 版であ っ て ， 合 ｦｕ Ｚ ， の ｉ ＡＦＮ 勢を ＱＢ 守王 ｬ え したｾ Ｑ Ｚ Ｉ 挺なものであ っ た Ｇ ｾｩｉ Ｚｫ でもあろう 。

ｩＱ 、降守その他の仏苛の ｩＯ ムメト リ ーにＩ ， ｾ ，闘 をI;i ;: く美はすでに l¥JU::iIJt fこた|斗lIi さ れ て い る

が ， 私には ｩ ｬ Ｇ ［ ＧＯ Ｎｫ ｾ ｩ や 位 向 ｬｦ 山 ・ のような向 ｲＡＮｾ に 刷Ａ け込ん だ 美の Ｉ ｊ がより ＱＱ 本的に 思われ る 。 こ

の. ' ¥で城 郭建築はもっと白パ詳111l iされて然るべさではないか。会主総消る 山引に天' 在閣を仰

ぐときは市凶 1:，4¥[; とか去t0! ，目、先日 とかを目、うより 先づ H木的のすがすがしさ ，111'1々 しさの快

い気持を l沫う p 明治維新判ｼ時は Ｒ ＸＰ 余の城にｾ物がタえ っ ていたと の ことだがさぞ壮観であ

っ たろうと 似 阪される わ ｊ ＩｩＮ イ正 は ＮＧＩ￼ ［ｧを ｾＢ ｲ えるに過ぎぬとは誠に残念Ｚである 。 戦後松 Ｗ I力点，

松山城'方修班が }Jえったし， また刻:i 路，1，"1¥屋の各1，城はそれぞれ数位円をかけて不燃建築

として彼興 1:1" で誠によろこばしいことである 。

Ｑ ， ￯ ｬ ￯ｊＳＱ 城 とし、う と ， ｜ ＱＱ Ｂ しも糾［ｴＺ Ａ ｩ｜Ｑ ￲ 、の Ｑｾ Ｇｬｩ 羽織に長烏帽子 ， ｪ ｔ 針 ｋｦ ￅｬのいでたちの ｽ ｊｉｉ 日約 川 ｉ 二の築

城桁|ヌ|を.i1J !.l するけれども ， 、可初築城 ?1J llj の竹下水行は小幼ji 必州であ った。 しかるに家肢

から名 古 屋 城 の ￎｾ 役を 強 し 、 ら れ てし、 た消 大名の ＱＱ Ｑ 家 に 対する苦以から来るいらだたしさ

や，府市J . hl 州に宰領される不fl 日Iてすが原! 大1して ，途 11" でj，hl ) 十|は龍5もされた とかのように J i物

で読んだ ことがある 。 その結柿 の.b:H大さと金 ff>>;i との 放を以て名古hiJ. 城は城 の代表のように

忠われているけれども ， その j影は生l皮で州路城 の催 維に及ばぬと私は見る 。 もし位向IE官の

ように - l;J J を泌州に任せられて 級一じしたの だ ったら達った形態のものができ たのではなか

ろうか等興味深し、怨 倣をすることができる 。城 にまつわ るJ府内は いろいろある 。主主築に| 却

する花、められた， ｊｾ 柄を見出したらなかなか面 ｪＨ ， かろう 。

ｪ 削 Ｇｊ してゆくものは不燃 建築 として 復 興させて これ 以 七城 祁 姐築 の減るのを ｉｾ ｉｊ ｊ とした

い ♂ なおｾ築的にもう 少 し高く汗 似 ｬ ｩ すべく ， また研究すべき点も伐されておりはせぬか 。

城 邦 ｾ 築に京人の建築家が 何 人 Ｚｲ［［ Ｎ Ｇ ［ Ｚ物を読む余怖も ｾＡ｜ｲ ， t 、ま L に単iなる忠十l を l誌 す 次 第 で あ

る。

Ĉi U'i' iJ 本法築協会会長)

_，. 

"  

ぺ
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地蔵門i l I : 附近の石垣

本 城

字土櫓 (北 面 ・昭和 3 2年政修)

熊本域は加藤m正公の! ; l } 城として慶長の初めに ilfi 後7 ｦｬ ーを Ｇｪｾ して 築 かれた。 訓 Ｑ Ｑｭ

の年1 } につい ては従来諸泌があり ，一般には段長6f lo説が (J ぜられていたが，筆者

等は以前ーのK} ' 1' t I : から「腿良 4 年 8 月古 flJ の$ 1 ' ，のある軒瓦をー倒発銅した ζ

とがある。

熊本岐は天下の二名城の ーっと 祢きれ ているが， ζ れはi ，' J iE公が規事の攻防

戦， とくに制鮮の副 1I1峨での 体験や築減の絞験を光分に生かしたためであろう 。

純'ill l t 茶臼 111のfI 完投 のl壬般を縦制に利附 して木九， 二の丸， 三の丸その他の聞邪

を 粉明 Ｑ 式に 例 え ， 科目 ｈ 明 ｈｕ にｾ涼 ， 水細またはＱＧ Ｑ 然 の ＱＱＱ Ｇ＾Ｇ 紛らし ， そして 川四 Ｒ 虫

13町といわれる ζ の広大な地域には幾多の仰や以内がm 匹された。 その後期li J1J 1時

代の11mb あって. Iy] 治初年には 7摘のーの犬守と 5階のこの天守( 複合式天守

| 制) や字上憎を VJめとし，梢 49. I('l門18. 峨門 29という 数多くのl l ! 物が必てられ

ていた。 ( .'i 図. η 災現rn しかし ζ れらのｾくは明治 Ｑ Ｐ 年の凶南の役でうたわ

れ，今はその全説を見る ζ とができはいが， それでも 字上納 を初め 13刊のru造物

(ifi 短文化財) を伐している。

現存する 字上例( 写真) は三の天守と b 呼ばれ. 3州 5 階ruであるが，ーの天守

やニの天守， あるいは他の織の天守閣に〈らべ ていささか児っ た構造様式をもっ

ている 。 例えばI註もよく目につく 屋占自には反り 4超り 6ない 。 いかに品乙の地の

人々の気貨をよく表現しているようである。

熊本峨の兄助1士Mといって 4 石厄であろう。 もらろん紺 ｭｾ b  IfJ.抜であるが，石

阻の殴包l' かつ餓峻は引 くからうたわれて主たと乙ろで， とく le武者返しを色つ勾

ml lll l線( 写真) のグイブミツヲな優美さは他に i七矧がない。 I!Jに ζ の勾配Illl 線 は

「土の凝 引ｬＱｊ ｏｏ 物線 」から ｬｬｩ もれる ｾ磁石底 の 勾 配 ｉｬ￼ 線と全く 一 致する ζ とを筆

者は確認した。 ( 邸児/;h大学 培 一郎)

13 
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小 倉 城 天 守

小企域天守のj ) 11l 誌に関し ては Ilj J らかに心した色のがないが. X I' I  

￬ｬｴ 山城の 築峨 Ｑ ＱＺ当り大工が小合へ来て天守をＱｦｴして釦 ｩ っている ｉｾ か

ら見て，細川忠興の時代11: 先 ｉｾ していたととは確実で ， 従って完成

は俊民 十二年 (1ω 7) 頃と思われる。しかし乙の天守は 搭末の天保

八年 正Ｉｾ凶日 Ｑ ＱＺ焼失して Ｎ 11] 肘l される乙とがはかった。従って写災

など伐っていないが，延亨 二J 年五下1(1より小fl 城巡見の上伎 が来fニ11与

に. 1' め域明l とその建物に ついて淵代し ておいて. al!¥ll 1 : 問符する

資料と しに.11.3U があり ，また IU務 E小笠原家に ある絵巻物や大 1: 筋

に成っていた断言J l I師図などがあって，天守の外観 Ii /f長旅がつく。と

乙ろがこの天守は 俗にIf4宜iiti といわれたほどかなり笈った形式毛イJ

していたようで，各陣寺は漸減 しているがl盈l二附だけはその下の附 よ

り駁しているという変った形式であった。しかし治資料から 考える

と舷風が全くないという大きは特色があったが，資料のままに位以

的に考えた立面図は，あまりにも 簡単で「お械」らしくないとの ζ

とであったし ， また私 自身 が見て ｢ 桁別 よい Ｉｲｾ とも忠われない。そ

ζ で資料的に忠夫: " ｢ のとするか Ｎ ｭ 自家と していい ｊｾ と思う色の

を巡るかのニつの立場の岐路に立つ ζ とにはった 。し かし資料に忠

夫といって色号点があって完全に復l瓜するのでははく ，設計が多

分に人る以 上11 . 五 I ' W百』かとい、える。 b ともと ζ の刊の天守を

た てる ι とは 観光が ｉｾ 的である ので ，観光価 値の少ない Ｖ のを 起 て

るζ とはむ昧がはいのである 。そ乙で以後に到達したのが姉図の設

計図で，己れは雨量i j1t c l 、われろ特色ゃれ階の平1" ，の大きさ等は資

料を ' H、し，舵風を i画r也に配 して外搬を穀えた のでゐる。しかし 全

体の隊式や制l部の手法等は段段II IJUl lj' j の特色を 11 ¥すように勉めた 。

以上階はmのs;t ￨ｴ 、われているので ， 純ゃ戸 袋 ｾ［を， ｾｕｦｪ 妻 橋に 虹 Ｑ 返し

て. ' .U< f1 七げることとした 。破風の家奴 首も l時代を長わしたつも

りである 。

( ! l . l ! ; ( に京大学教E安 藤 岡 通 夫)

， 

守
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高ｾｬｉ￯は ， Ｇｩ Ｎ米 山陰山陽 の 問 の要 衝に 当り ， 1U1iL1:. 5 万石の成下町として栄え，維新前は

船山 と弥した。日J の北焔に l ' f - ぇ立つ臥'ド111上に総山峨JtLがある。山は高架川の左J!! に泊り

阪両 ＴＸＰ 米」じより大限山，天下 ｬＧ 丸，小伝山，前 ＱＱＱ と Ｔ 怖を巡らね急般にして断 ｩｬｬｾ＼ ，全

111m!益fニる / I 然林K 1I ' 1われた妥当; の地である。

当 域 の 創始は ＱＱＱ く，私庭 三 ｊｬ ｾｭｬ ｩＱ承久ｬ［ ｌ の 以 ｊ に より ， Wi l-!:Jイj 淡郷の池田1聡に納ぜ られ，

&[l t; 2  &1ユ(1240) 居域を大総山に策く に始ま ると 伝えられている。

現 ＨＱ ・ 峨事ｾは小紋山と ｩｬ 日山に あり ， 天 ｾｉＧ 九， 大俗山にある域 ｢ ｛ｬ ｴ ｾｈ ｨＱ以前 のものであ

る。小松山 の域卯は際高420米より 380，*1二例え，大小の! 日1愉階段状に主II っている。般山減

御峨 ｅ 憾 ｉ ｾ ，ＡｃＺ ｋ よ れば天草 ｬ 仔Ｎ問Ｈｬ ＶＸ Ｑ ＦＱＧｾ ＱＶＸＳ ［ Ｑ Ｎ ＧＩ 水谷氏 Ｚ Ｒｦ ｾ 左京完勝 以の 築 く 所 で 温情

を見ても域明l全体は同時に築造 された色のと 泌められる。維新後隣域 とはり ，所管色転々

とI.tり， 今山林省所管の図のである 。そのI:U，門，憎，桝等は荒廃に委ね られ何事Ij に従っ

て順次l血払われ，刻化問かに天守，ニill 附&. ぴ一 部分の上射を践すのみである。

J ぷYは本丸上位K 2階 2 mの本 瓦 日 で， 1師寺11桁 行 511日， 然11日311¥1， )，' dUH 11川jjfl り入

側を，INI 師に/ : ' 1破風のHl 窓を， mi 国11: 51:U， 1. 51町の台所の1m， ｾｴｬ￺￭ に ｉｪ ｬ 2  wi ＳＱＺ 日 に ＲｉＺｾ

の談以の問を投け ，凶商は11' 下 しの廊下で天"' ) ' i J l人口 としている。 2 階は 51!自に 3 I1日，北

Jj に 1 11日返 り翻I!j 泊巡りとする。

天守のW/>¥点は II ITti にあるため日般の涯は く，師I{ "jl こも { 正平感に見え ，)巳'，j・とし ての概

念 を全く 舵るb ので，伊l少い純111峨の天1 形式によ った bのであろう . )ミ ' : rm形式の辿m

111特別はるものとし てIt 同きれ る色のであろ 。

'.'1¥1判11 21軒. 2  '，n桐，入 り民Zi ，本比 il で I 時号制ii i 4  1:11. ｾ Ｑ ＱＱ ＱＳＱＱ Ｑ ＱＮ＠ 2附相i ii 川:11，

ＧＱｾ ＱＺ Ｑｉ ＲＱ 月 ｬ である。天守 台北方に ｾ Ｑｉ Ｑ ｴＮよれ徽 の ＭＧ ＭＮＱ こ Ｈ iW. . 築い て主.sつf 各部情疋i誌は と1， 11

ｬ ［ｦ天 可陪ｾしいが 木由 ｈ 細く簡単 位色のである。

( 文化財保護委員会建造物l l ! 高 指 政 雄)

天 守 と 二 重 櫓 ( 左)

M

ム
口

同 梁 城 ( 松 111 城〉

15 



!五 島 争点

.， 

ｾ＠

復元全景 (南西面)

広 島 減 瓦 ( 創建当時のもの) 広 島 線 瓦 ( 復元用 の新しい瓦)
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広 島 域 再 建 「基 礎 と 瓦」

1 . は じ め に

広白域 jfj U! についての 苦心談を との注文を 受けたが. mi1! のJ fj がU¥てから姥てまでが一年. h! ら ず

で，J 十両から 設計は位夜放行。 主要文化財保護委n会の:l ' fIl J を短JUW日に IGに ζ と色 ， CJUI 6ヶ} j 1: t 、

う知JUl n b，まにfl ! ; 投' I ' i のTi. いこと等 b レコードであっただろう 。いづれにして色政初から I註後まで

， ＧＯｦ 労 の 辿続 であっ た 。 それらの巾から ｾｦｩ 監と瓦について少し述べてみよう 。

2.  i11 建

広 ｉ［ｾ 岐 ｉｴ 天正 ｭ ｩＧ ＨＱ ＵＸ Ｗ ＧＱ Ｐ Ｉ 右 手ｾ 車 Ｑ Ｑ 元 の 代によ問 ｊｉｉ 三 ｦ Ｇｬ 州に大観燃 え ｅ 第域を始 め ， 米 ｉｉＺ ｊ Ｙ Ｑ ＱＧ 完成し

た 。 ｛ ｾ 向 ｉ ｌｕｉ 峨 Ｙ ＱＱ にして防災に ｩｬｬ われた後，首 ， ｩｉ ［ｗＺ ， 浅野氏 の 同域 として 域下町 が 経は され ， 今Ｂ

の ｪ ぶ Ｑ［ｾＱｴ 肢 の Ｉ ｾ と伝ったのである。 ｊ ぶ山城は制犯叶 ＱＱ 寺 よりま 提 Ｑｦｴ か 修締され ている が ， 7' f ) . f 剛仙の盗を

か そのまま ｉ｛ｪ 有 Ｑ ＲＰ 年 Ｘ ｊＭ Ｑ Ｖ 日 ｊｉｾｬｬ 爆仰 の一 閃 に よ って 倒 ｨ 揮すろ まで ， rJ; j>:fil 占の山城 として | 叫ヌに抑λ: さ

れてい た。 禿占をし て乾 滋させた峨取の隙1:1 ， 今色 'Iilii のi自併 と， ζ れを ｕｍ むｾ とによって 阻 ｬ ばれ

るq

3 . 基 礎

1
1Iα の」宝刀でfii lJJ にぶつかるのが法磁のlil l l!ll である。 杭打試験， ｾ在日 ｩ ［ 試験と 一 応段取りはして災胞

にとりカ哨、ったが ， いくら刷っ て Ｔ 人 ｾｩｩ 大 の 梨 ｬ ￮ ばかり で 試験は耳、 ｵｊ 能 であった。よって ＮｒＮ ｴｨ 築行

の. k . 端上り数ケ1折ロータリーポウリノグを i深さ 13 m迄品川下け' 内部の湖特を してみた。助lに而 した

21日1:1深 さ13 m軸11り下げて色全部人副大の! J I . ! . [ j である。また 1¥'央部は 8.5m ，小. R. t のあったニ1M

は 9.5 mまでt 部同大の梨石で充喫 しであり ， その下は砂i己点砂上を混入しによであった。またイ 1

壮iの似人 も，糊代してみ仁。 以上 の結果グ ラウ ド仁世、によって!JI.!.f:iを 11i1め，その k にj 占慌を 11mにする 乙

とにした 。j此初昭事uのモルアルを注入し てIIi1め， 後軟い モノレタ ｊ レ を 注入 して Ｑ ＧＷき Ｔ ＱＱＱ の ｉｾ ｉ を ｦＧ ｆ って

イil.Liにl . i ! 物のE 討がかからないようにした 。 今かえりみて経f仰向でよかったと思う。

4 . 瓦 と 鋭

ｉｬ［ｉ［ｾ 械はＡ以 ｴ 曜 の 爆風により北に 倒 岐 し ，瓦は殆 んど 耳目 の Ｇ ＱＧ Ｑ こ 埋没または飛倣した ので ， Li を傑す の

が.kt: 1村勝であった。 府l川できる新制は殆んど利川 して 探 した紡! +l ，! . I l った瓦I HI i 級々事でいずれが

釦 ｉ ｬＮｩＡ 、 当時 の色のかわから伝 い 。Ｈ文 献によると Ｑ 数度鹿島」を大量量約 し たｾｴｊ ｕ が ある。Ｉ .( 111位当時と思

われろ Li の: 1 . ( 物大写良を数牧鉛って TIN2文化財保滋安n会ヘ送り， その '1'か ら品晴元: して.l't う'11にし

た。委u会で11 協議の結束，京昂iに桃山H寺代初JUI の主rr物があるから( 文献にはっきりした) そのLi を

ｦｬ ｩ ，�Ｚ にとってＡム山域に探Ａ日するよう決定したか，われわれとし て は府内止、 ｉ［ｾ にで色ろ峨であろから ，

郷 ， ｴｊｬ ［ｉ［ｾ から 官 ｉｊ ｩ｝叶 ｈ 寺 の ｢ のを 挺び ＱＱＱ して郷 上 色 』 ιｴ かは色のにしたかった 。 紡川竹 ｊｈ宜 ￯ ｾ Ｇ・に米 Ｑ ぶを願

ぃ，ゴ; 物' eQて御前碍引き f' Fったのが ' FJ. nの瓦( 山市. 巴) であろ。

般It 新聞で探し. 通知1を受けて見に行ったが .e の始んどがl判の触でl時代の巡ったものばかりであっ

ス ν' f ! . :.J.t;，:.，;

Ｑ ニ 。 耐山域 の ｊｬ￭Ｑ鉄御 ＱＢＱ の 敏が桃山 ｬｉ ｾｩ 代 上 ｊｕｉ の ｢ のだというので そ の 佼 をとり 入れろ，｝Ｑに なりＧ号 ＩＧ Ｑ を科

JJI 師から損って現寸図にかかったが，ワ) ' {は でき 上った姿で説、J 凶に 1:1参考にならはい 。細部を必IVJ

に:1.(品l して現 J 図を作った。きて乙の大切伝鍛，威勢がよくてこそ般のねうちがあろので削有l しく l限

っていろょう必 援では i判る。 ζ れははろベ< $ ( ( 性のIt げしい人に j 尚、 さねば とt 、うわけで人f聞を

し Ｎ でき上ったのが 下図 のような志のである。尚さは Ｕ 代。Ｈｉ ｾ ｉ［ｾ ，ｉ￮ ｬＮｩＡ［投 ｷＺ｜ 絡部長 松田 実 Ｉ

広島城しゃち ( 段計図)

右の 目盛は尺度

広島域橋御門復原断面図

広 島 城 橋 御 門 復 原 に つ い て

Jl :I;b域天守| 制再犯に当り ，名分野から学術的探究が行

われ，初 JUI 峨明iの研究に新しい発展がみ られました。 域

邪が戦断的l . i !策のilJ 物であって 色その真1槌に流れている

J.! の傑究は今後もますます展開していく ζ とと思いま

す。，1l! U による と焔御門は天':)' 1剖，多門. 太立主楠，外刷

榊 ｾと同様に 初 ｊｕｉ 鳩現 ｬｩ ＮＡｴ築 であります 。 以 下 払 速 の調査

した:1ミdllJ 図11: 従い 簡単に述べます。

1)  下l同: 寝間 2.511IJ ，!iii住 lill 2.1 11¥l， 脳性 1Ii 日， lth柱

0.51却で計5.11mの平而，階i Qi は地縦断より 2.1 1剖，主

将' 1. 1X2.0尺 flJ ，djili 段 1- 1. 2尺 i'J ，位は賃料; めで

自然石の上1 Cfl! つ。然 1. 4X2.0- 1. 3 尺灼丹i 肘木付，

ii 厄高 1. 51ill の"' ，に布る。

2)  上凶 : 栄l均3.51ill x桁 行5. 11:Uの平面を 4 ち住8 - 尺

f'J ，大1l 1. 3 x  1. 0尺，Ifl A' l. ox 3.5甘，床1. 2寸i早Iil:

絞張，窓台長押 11竿紙天井， ｾｾｊＺｬ ｬｦ 上切付 ， 床商より軒

桁 上端まで ＱＮ Ｕ Ｑｾｊ ， 天 科 Ｑ 荘は ｭ 日 ＰＮ ＳＱＺ 日ぷ側 ＰＮＷ Ｑ 則 の持

:111舟足i となってい る。

3) 小 屋 官1小 屋 結木使川 三 Y 街地慢(6.7.9寸勾配)

の， ｪ ｬ Ｓｊｴし勾 配 ＷＮＲ 寸。車 ｆ 裂は ｾｊ 竹和 釘打 綜欄締結 び 政

]酵機喰塗仕上 とす。

4)  昆k日 本L Uト入付属巡，1'，'.;'舷風 で梅鉢懸魚六議付

う0 1飾サス束使川 し，腕に 3 尺日の敏一対を 白 < 0  JJj 

f' J . 瓦は制と 繍Il l l し悦隊とがある。 軒先 Itlt 三 ツ巴左巻

丸瓦，!>i l飾川丸瓦はれ巻を侠JI! し喫1 0.ごたみとする 。

5)  外装総事 ｆｾ［ｩ Ｓ ＮＶ Ｑ Ｑｕ ， 1lI!両5.11ill 。本部的態塗，上回

の!盟漆喰 fJ 上，窓iよ炎上似戸付， 民事jI および窓台の外

側に六 ｴｦｾ 飾 ｾＮ ｐ 打 ， .k1l の ぬ隠は滋 l配付， 下刷表側

fUiii とも鋲rr 鉄 1I {5U. 1J i i に入八双鮪i (t>. H H で入念な 武

法をし ている 。 ζ の柿制I f 吋の兵部 IClti 統して事門があ

る，IN側には 武者走りを絞て事1"1があろ 。いずれ も同

じ手法であろし判占的色彩をもった 住宅風な残物で城

部品vmlの隙担| をm1i している 。 しかしI i : ( 録後 乙れらの

ｩＱＡ物を見る耳 Ｑ が でき伝いのが 校念である 。 ｉ ｾ お Ｖ Ｎ Ｕ 尺

を 11' i1とし て計算する と::k( iJl IJ 図の寸法 とほと λ ど適合

するので，図I(ij に1:l 1.'I I! IH.I.( '-'11，を，lt J 人しま した。

( 瓜I;bT. l ' i 高校 橋 本 秀 夫)
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側 面 と 石 題

松 江 披 復 元 図

天 守 の 石 逗 { 年芳駁)

ゴボウ

鬼 瓦

松 江 b点

経 江 減 し ゃ ち

水郷怯 ｦ 仁市の丙 ｾｴｦｬｬｭｬｬｬ 上に ￟ つ般 ｮ 峨は千 ，Ｈ ｩ 成とも称し ， 関ケ

Jjitfl で戦功のあった綱尼<<りIJ ， ｾｂｴｩ が ， 111ヨJ 隠岐の領 1: として腿良12

jl 二( 1ω 7) から築峨し 5 ヶ年をi ' l して完成した名域であって ，全国

現 f?: 天守12の内の』ι 桃山初期平山域の lt 長的な色 のである。 再l尾

氏 ＳＱ ｴ の 後京阪忠商が入府し ， 絞い て ｦｩ｜ 平 ｉｉｉ 政が ｊ 、 ｉ ぜられ ＱＰＱ ｾＱ 乙及

んに。明治 8年天守を除き悉く撤去せられ，I司10年国: J < に間定，全

251手if( 要文化財と改称せられたが，制.f'Jj が糾 しかったので全作 6 月

解体修用のてを記し ＳＰ 年 Ｔ 月竣 ｅ し 両日を 一新今 日 ｉｾ 及 んで いろ。

怯f[ 域天守は舛部 5 府内部 6 屈で高き 100尺，U! t平117跨 ilf 550珂ー

で，その外観は鼠恨の交錯とその破風の力強きとで威厳と史観を 備

えしか品 幾多 の特 徴 を有している。閥均百ｾ -ql権式のもので外郎は

姫路域ゃ彦似峨の如く慾飽( 円壁) で与しその大部分が尽くて厚

い下見仮 (t l'ht 付) で暗色lこ塗られ京厚な威容を 備えている。 :1.Jt.

! f ! をはず石国は与9 ' i 積と祢する野 l師石等の大きい万を内に小きな商

を �｟ に ｉｈ して磁 ｨ ， 一 見組制 ｴ に見 えるが 頑 丈 で＿ｾ 川本 位な ｦ ， ｾＯｊであ

，) ，勾配 も中腹がr'l んで陪らず力強い l坦線で ，'iい形式がみられる 。

E在阪の隅々にある鬼瓦は I(J ( つの) は始んど伝く ，科一枚侮担!J診

で珍j ' ，f 信長怖をもっており ，棋の鍛は木骨銅依股りで';'J って左 が雌

で鍛11泣く ，f j が盟主で何れも雄j11( であり向き1 i 6尺8'J. n本現 f{ の

bのでは段大である。

また締法材と しての多く の性が各二例づっ交克に通しであり ，辺

氏と入念'.. 仕口によって転びを J I:めており ，内部ifTl日の住は数本の

ねを併鉄巻と Ii l : によって合せI ' t . ( 寄せ住} とし阻めている。

尚I附か ら4階迄の階段は桐材で触感のよいのは勿諭であるが， 乙

れ11愈々天守を此にしようとする とき. 師寺段を引主 Icけ' て下とのi'J!

絡を断つのに桐のかるさ が役立つと b百われ，:X_ 而防火世話匝l! の為

に色 有効で他に頬例がはい 。今一つ一般m誌に見 られ1" い工法は笠

小鍔がＱＧ ｲ の Ｑ ＱＺ りＱｌ ＲｾＳ｟Ｕ c m の雑木を使J l Iし， その上険は仁佐漆喰

仕上げと している乙とである 。

以上簡単位解説とはったが，松n峨は" 戦本位の峨とし てJ民色が

あ る 。 ( 日 本 建築協会中同支部役t J . 飯縁源吉 ・古林義教)



松 111 以

。

f J Y  

現 ＨＱ Ｇ 銭ＭｾＭｻの見 取 図で明治 ｉｉ Ａｪ 代 に

1午吹 きれにちのとされーいる。

" ゃll，; I 冗 万 li の 域 下 か I ( r 規

ミ・"

で 干 ｦ ＿ Ｇ，ｉ ｊ ｾＱ 郷 Ｑｩ ｜ ＱＱＱ Ｑ， Ｎ 百 ｬ 叫 ｉＧｻｉ の Ｑ ＧＱ Ｑ ［Ｚｴ ， ｉ Ｑ とんど此 ｾＧｦｬ 二等しい叫［ 州 の郷で ， 五 ｉ ｴ Ｇ，Ｇ ｩ ｏＩＯ�Ｇｾ 、 ｊ ｾ りを見るばかりであ

った。

ν  ｾ＠ ・令 .  

日量ケ吊のヒ本町 でイI 名句却l雌J e!日之助 必IYj は抜jll の功によって ，近舟11i ¥l li l (，['，，1-: ) 六万-Ii より 助! こ| 万引に

昇 進 し ， 怯 ｉｉｉ に 築 ｢ｒ の ｉｫＮ むを定的 拡 Ｑ Ｈ Ｑ に ｅ 件 Ｂ ｊ を 乞 うたのであつに。 ｾｾ， ｩｲ Ｇｬ ＧｴＧ， ｾＱＱ 足 立ＱｦＨｻ ［Ｑ ， 今でいえば 主主投部 長足立

ｉＭ｜ ｉ ｛Ｎ ｉｩ ｜ ＱＱＱ 峨 新 築仁 ＭＧ ｊ ｩＮ ｬ ｬ Ｍ ｰｨｩ を命じた ｬ ｵｴ である。足 立 ｲｴ ｬ 士 峨ｬＧ の 命 を受けて ， 先 ず イ ｜ Ｇ ｾ ｛ｩｊ の ｩ 盟主主 にとりかかり 候柿地 と

して ，勝111 (味削111) . A III . 御事与 111，の ケ 所 を巡ひＧその ｲＮＮ ｰＺ と ｊｾ に 応 Ｇｈ に 上 ＱＱ Ｇ したのである。当 時幕 府 ｬ 士

外係大名の築岐については 関心を持ら ，反政 をひろがえすことを似れて . 釘 候補 I:tr.¥'! ね採川 しはかっ たので.

;:!. II Jj はわずと 第一般州地の天 III . . . m- 候納に. 1，): &  4f しい紛 111 をm --に11¥す等. 今1， 1'[ bJ てIJt の策をろうすろこ

と11. 変 1) IJ か「たようであろ。 * せ ろかは釘て候補の勝111に. r1' '' Jが F り. )1.' ，なれ ば先づ，勝111. 味州の つの

す ｊ をーつに ｮ を ｲｬＡ 江 て ， 本 ｊｌ の 政地 を ［［Ｇｩ ｉ ｊｾ して Ｎ [ _[ _に l型民じ{I" U J I-}，: I I起 l したのであろ。

ノ ド ａ し に は天 ＧＺ ｉＧ ｉ ｾｊ ， IJ4仰lのほぃ I9i に の九. ににその 111/iil にーの九を設け，i!i :1日， 峨 L の(1' 'i:5を巡っ t.: ，lltであろ。

先 づ ｲＮ Ｇ ｉＱｊＱ ｉ ｊｾ としては百 | コ米の111/iil .t りilli ll!l lt 閑鮒であろので. ￐ＧＨ 地造 ｉ ｊｾ の ｮｾｩ 行 ｉＺｉＮｊ の イ ｪ ノ ド ヶ 所 へ Ｉｊ ＧＨ ｩ を ｪＱｦ

りζ れが完成後 1， Il iJ cに伐 された大1; 11'-， ) 1戸とはった。

1' .' 11111 Ｈｩ Ｎｪ［ｦ ＱＱ ｩＡＺ 米ろだけ 松山峨 や ＯｍＩ ｊ 域 Ｈ ｩｬｬ 後Ｉ の ＨＱ Ｚ Ａｴｉｬ 品を 使川 し ，泌 込 烈 ｲ ｩ ｾ ［ は ｴＰＮ前 の「オクｾＭ J  (ff(¥ 1;:) 

を始時滞 を挙げての勤労 恥11 の'JJ1J を府l川 した乙とは戦時中のことを思い IJi させろ。

削 辺慣について It . ｴｚａｊｖ Ｑ Ｍ に ＧＩＱ かせる等仕か川仙 Ｇｕｾ の 部 ｆ の伎術 的 能 力 は当 時 としては大した ｢

のであっ た。

... 



松 止l 主主

天守| 制 It 江間であったがー梨の符の卯，' [ 仁'fl を急いだため，後に 11 : 下を起

し. 'fl 永 | 九年 lこ 間に改築 きれている 。.11:I t 中心部11 ヒ1:¥1の通し性で尺二

1'1の「ケヤキ」材を )11ぃ. 主任削う f I:J -.けであったが犬IVI Jl 4l1・11'1-1元 11 の終川

のため焼失して，文政 年より I-- Ji. lf を要して従111の1T.t は内部の仕上げは

鈎問1I りII:J け.と IJ り，域としてはスマートはものでゐろ 。

築城の附限I C' Ji として ，足立mJ 呂は域下回r"-'mt れていたイ i手川の附段て'Ji

を始 めとして ，外J1 lmJi! JII を改修 して三下回pj ; の良 111 "-' 1'1'り ，更に敵のJ -}哲

也 地点 と予且1される刷f[ 海!ii よりの追 を迂阿させ今 日ヒ1111 りの名所とべってい

る。京! 日111hl こ足' i L Hに命じて耳目tl まで柏送瞬? として jlliplJ のJt 耐をも I ( きし

めたが . Dl l 占1l 111 1C転出j と伝り完成しなかった 乙とは l減に妓念であろ 。峨 t

は ｾｦｪｴ ｬ ，忠 知が後任 として未了 Ｚｬ ｊ￯ を引総ＪＢ Ｎ 政後は久総 Ｑ ＨＱ が峨セ と伝り明治問

i 三年総IJ ldi に権問され今H は佳山域山公[ 却として . 近 ll'- rロープウエー 」

まで設備せ られ，観光怯山 の至宝として氾後i!A)j l _と J じに匂くてははら f J い金

づるである。

総 111峨は昭和 HI .'. '.m司京に指定されたが. 天 ':j ・l制の外I士戦災政火等によ

って大 部分 が焼失した。父戦 時中 の＼ＱＧＮ ｬｊＡｬ ｉ ｾ よって 太守 ｬ 矧 ｢ 焔 ｫ したが叩Ａ与の

ｦｴ ｩ Ｇｾｬ 付閃 氏が七十才の高齢にめげず決死 の ｩｴＧ Ｑ 火によ って今 ＱＱ {E る己とは .Jtl i

元では忘れられてい るのは迫感である 。

同宝となった残存主n物

天司 l制 ニ，三ノ 門南納，乾K' I . 野原桝. 11:/;1JI"1. 二，三ノ 門，

紫竹内，悶門，砲門続l(lI. 戸無門. It 切門内JlfI.. ー，ニ，三ノ門

ｾＡ塀Ｎ筋鉄門Ｎ京税，集竹門司ＡｬＹＧｉＮ紫竹門丙桝，乾門丙塀，

以 上

Ｈ大阪郵 政 局 ｾ築部 良 河東義方 Ｉ

五
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|丙J

川知l織 は 行 肢 を に し て . I-. V，平併を ー守J

に眺められろ' 1:1師iの地である 。

部トUIII 内 ＡｾＱＮ＠ . 関口 5 1i' (1ω 0
1
1
0
)  t. Vc一

閃を官i して ， ミ甲 6; 1'の fι i，¥i 戸岐に入成 し

た。i，¥i 戸峨 I土地域せまく税燃も少さいので，

現白の所に高 官 ｬ 域 の 終 ＧｩＺｾ が始った のである。

!割足 6 "1二9 f J， 一1ーを，8J し . 8 W 8 月 本丸， ニ

之J u点 り，- 19は これに 移った 。腿長の よ '1

に 之JL 害すべて完 成 した。 初出峨名を illj 内

111 と? " ずけ たが ，版々洪水があって域，I i を泌

し. I(! 民はi" lI司の 弥を忌むpに雫り . 15
1
1' 2  ft 

止，ｾｾの ＱＱι 文 ι 子を改めさせ Ｎ ;r:ifl ，lll l と称せり

後に脈 して高知1山 とはり ，遂に商匁l峨 と呼 ぶ

憾にべった。時16賀l峨 bll 与に天変地 問のため破

I!If品 'J} を笈り ， 納場改. i u: を 受 け た の で あ ろ

が，策峨後l J 7l 1ょを綬 fこV Ci: W I' (1727)  2rl  

峨附の町より 11¥火し . } 、; 火と fより 遂 に両知l域

bすべてを !x:世iにj ，，1したのである。

ワ保 1'11ド3f l fJ i築ILYI' III され . 6) ' 1/1 仁し

に 。 Ｇｩｾ 脈 Ｓ Ｑ ＱＧ ( 1753W)  ] ] }- I にすべて完 成 し

た。 111内家 16ft 270 余;1・の/ f I Hであった高知l

域 bIUI 斤16;1・峨を慌し ， その殿宇附陸 b悦さ

れ，怖かに天' ，' 1' . ↑書官&i 館( 本) L ，r : 殿) .  ｾＮＨ｜ 鉄

1"1. 何 事問. ｉｾＡ＠ ｾ 昼間Ｎ 話 ＱＧＹ Ｎ 廊下門 ｊ ｩＡＮ び 泊下

ド'1，矢 i貰Ir目的躍を践すのみとたった。

天1・It 4  ;:i .  6附. 人 l手同造. A- : 瓦 11.

1. 2附は桁 行 8 1111. !:s I:II 6  1.'11.  3，4師寺11桁 ii

41.'¥1. ｾ 震 Ｑｭ 41mに俄風 の1:¥1を凶 J j に取り . 5. 6  

附 ＱＱ 桁 行集ｉｦｉ ｊｊｾ に Ｓ Ｑ ｦＱｊＮ 6 1析は附 Jj に勾欄を

姻らす. JLll-:l r可に'11様を のせた mlajJ 式 1:1相1

WI の0; を小すものであろ 。M' I{再正II のちのと

して{ 士 山f資料を践 した色のであろ。

↑虫従 ＺｾｦｴｩＡ {士，u世， 止、i則から /s. り. 納 戸般 の

ｬ 怖を 附 けている。 ，ＱＺ股は Ｎ ｉ ｾ 院足 Ａ ｴ りで Ｎ J: 段

の11¥1に， Ir. 院，似f?構 えを unぇ. P:I 悶は ' fiWせ

式 ｴ ￬ｨｾ えであろ 。 本丸御 殿としては時 代 が新

しいのであるが数少い泊 例 として nif (lふ ろも

のであろ。

追うr.門 11 31111. 1戸 filijm附Kq門で. 2  ｾ守 は

tli 行 1211¥1， '1，1111 4 1111. 人 1・J:! 益法. ノド1'[ げであ

る。 ，':1.: え:i' i<. l l とし て I! l'i 風 をよくてf る bの

で，''1凸ドのmえ It . ず'，m憎 たるを失わ伝 L、。

｣ 主 化 Ａｬ ｈｾ ， ｾＲ 委 μ 会 主ｾ造物 ｬ 出Ａ 高崎政雄)

上 天 守 懐徳館

下 追 手 門 天 守
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女臣 路 城 (白 鷹羽y!(;)

その1'， b  "1' 1鷺H とゆかし与名峨I t 附州平野の小高き 万一

ICJ 宣々としてにつ航路峨。j j [ 大で 'J J i' Hf'lは大阪，名i 'i 屈

の域が ，俊 民正 ｚ の 附 と太平抑制 ＧｦＧ の戦火 ｉｾ 焼失した後に

色その優確で 主性的な獲を今に留めて来た 3I11の衆担'1."

1I l めて，1: まれた彼 !;:t， 三百年の風I，fj と11' )' 1の'1'には ，幾

度か回れむんとし，幾度か支えられてやっとオ 7 ν スに

たどりついた。そのか ｉ ｾ そき骨柄に Ｑ ［Ｑ Ｎ 時の宜 Ｑ 仰はあま

りに過ぎたのであろうか。今や il 1の怖を隣し ，旅の疲れ

と，俗ましき 傷口をいやし，化粧をなし，再び美しき嬰

に ＱＢ Ｑ 復せんと ， ｦｩ Ｇ ｩＢＱ 中 の自ｾ ｬｬＡ ｾ。

幸に 6 乙のJ巨人の{寺医たるの光栄をうえられた私達は

E の数ヶ月予診にあたった医師 としてそのカルテを椴告

し彼 !;: の治肢のために衆智をmめられたらと思うので

す。

彼 Ａ［Ｚ の 体 的の 概 Ｎ ｾ は縦の削←純は比較的 丈 夫与ので

すが，繍の骨組一栄はそのセ ットパツヲ による上部の堕

体を支えるにはあまりに色かぽそく ，まにその関節 4 丈

夫とはいえまぜん。 ι の泌さから* る憾みと関節部の変

形と ，さらに燃と縦の骨 院の接合商のめり込みは，全体

の変形の町民1&を作っているようです。はお盛土からなる

地 ｾ Ａ上 では ， あまりに ｢ 小さいその ｊ￈ は 体 を支え邑れは

い慌です。 ζ れらの以内は，二胸阿部，三，阿，五周外

周都の受来に大きは挑みとさらには骨針まで t， :t:，，wし，

今まで，明廃，延5な. ｪＮＧｾ 亨 ， 元 ｉＮｾ Ｎ 'ft 保. ' f t 延新しくは

明治の局所前僚を余儀はくさせたのですが，やはり思わ

しく伝< . 徹底I(t ! f ; l ' e 必混とするに至ったのです。' x

に， ζ れらの同所の支主主を除けば. Ｑｦｉｾ では ＱＱＱＱ けＧ ぬ ｏ ｋ ｧ

c m円 切断 50K g CIl1人 偵み lOcmfiU庄の部分色少

くないのです。ま た土台ではめり込みが 6 c m，Ws' にも

述 していますω しかし不思議位 E とに問) ) に対する低抗

は，リ宜体 と主として Y;! 僚からむる fl: n . m手部の紙抗し

かはい広島 拘 らず， 振動試験による診断では ， 60m /  

sec のi' !風にも . ｾＱ ￟Ｇ ｏＮＲ の問 Ｑ ＮＱ でも副 部 の縫みは ｬｏ ｣ ｭ

を越 えはいのです。乙れらの診断結l I ! から弘迷 は大附の

治股方針を立てました 。l' t 怖の交換により応1J Ift をみる

限度まで低下せしめ . f上口の形式からくる逃れ仰向応力

集 中は，情1)抵抗へT寄与する用織をうたわぬよう宙怠して

補 強金物を加える 明 。 ｾ ｔｪ骨 似 のめり込みに色補強金物を

[史111 し， とくに段大応) J を生ずる f: f i ' はコ ンクリート に

する仁と。

また脚部はそれを政!地盤まで111' すか，あるい It コンヲ

リートの腕上Iこ償 己うかと 将えています。

以上慨 ｡ｲ ｾ の促状と ｉｦｬｦ ｦｪ， Ｏｪ 針を 述 、べましたが ， ζ れを会

1mし賢 IW.: る御足立見をお伺 いしたいと思うのは . 1京flinの

務 めでみり . J1しき恋人の手術をせねばはらぬ医師の心

携 でしょうか。

( 京郎大学教授 棚橋 諒 )

(同 助手 南井良一郎)

(1)  娘路峨骨組全貌

(2) 土 台 の め り 込

(3) 技 斬 仮 の 破 断
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FF 和 1-8  城

ち古り

( 耕伏山牒城)

Ｉｩｾ 羽ｉＡ ｉｉ 域 の Ｑ ＱＱＱ 正 ｮ ｬｬＧ ｲｾ は史料の ｭＹ 、 ＲＵ に 依 って詳らかでははいが ， 現品の地 ｉｾ 城ら し

い 6の悶lら僚主あげ峨の111米たのは元( ( 1，天日=の町i段平l肥前守陣れではな L、かという

ζ とに伝っていろ。 天 d:J 3{1' ＨＱ ＵＸＵ Ｉ 小Ｏｊ ｈ 番勝守秀政が入域 ｉｾ 及んてＧ賊を修 築 し，文

禄凶fl ' (1595)  1<: 天守閣のてを起し三ヶ年を 経て段良二年 (1597) ｉ ｾ 唆工したといわ

れ て いる 。 Ｈまた 一 説 ｉｾ は天 司 ｌ 卜五まｬＧ趨 ｔ ， IJ 主良三! F 竣工と b いう)

己うして ＱＱ｜ 来上った域 ｬｾ ｩｘ の域主である 伝平周防守 ｗ ￭ｦ｜が この 丸 の 問 ｬ 瓜を町巡りし

て伝馬口. ＡＣｾ口 の 耐 ＱＢＩ 内 ＱｾＱＱ ｩＱ 輸を憎築し ，域下 をととのえその ＧＱＧＱ ｾ 紀州街 道 を 通 して

而目を一新した .

:，o:，: Jk トヒfl' (1640) 民間部長，j践す宜勝が担Ei=lt の高槻から移:付せられてからは，石田

ｉｾ 綴にｩＡＡ築 ｉ ｾ ， ffr らしい 抑制をとり入れ悉く惣備 したといわれて いる。文政一1一年

ＨＱ ＸＷＳ Ｉ 十 一 月天 ｾｪＧ ｬ 制は協同 焼失し ， その後の再建は許されはかった。要するに作和

[ [ 1 域を築いた目的はfl 代によって 幾分か巡って来ているが，大体 Il:[fl の万紀州，四

同の鋲めと していた ζ とは数多い山恨の物Jf: る月rr である 。織のiS図を見ても 域I帽の地

ｋ 紅 ｬ 林惣を ， 没け て 問め てい る 。 また域の泌 ｪｆ 沿い ｉｾ 防潮見の役目をする石国を設

け，その所々に神l入門と廊する門を残しているのを見て色 櫛 とl主I紡 している 取は般実

である。 ＩＧ ｩ ｾ 和 問域 は ｦｈＵ 峨」であるといわれる起 源である 。

阿部氏 It 明治の 路線まで 府峨 していたが， IYJ If:l六年 減のJ i J i 余m軽は全部殴却きれ

た。そうして木丸. ーの丸のじmとそれに伴う政が銭された のである。文政以来迎て

られとEかった天守閣がl刑罰1ニ十九珂 ，11告の市長福本太郎氏によっ て再処ぜ られた ので

あるが ，近代的 Ｂ 鉄筋 コンタリート 巡りの桃山綴式はあくまで ｉｉ Ａｈｾ 色 を生かして 内部

利川 にも心を 111ぃ， 1什代の ，If少年教育のft K 供したいと心を尽したようである。

川 浩

)" I t 堕ケーソン;¥; 鋼筋 コンヲ 'J ー

トiti り

=下 r<i' 鉄 ＱｾＮ ， 鋼筋 コンヲ ＧＱ ート ぬ

m 股

天主| 則

前・ d 86)-: 5寸 ( 内問-Li 16尺5寸)

面積

( 蛾上迄) 桜水面より 119

パ5寸の同J i i li !!築である 。

首11胴 桁 行64民 自!1.'日55尺 迎 坪

100即45

ｭ Ｒ Ｑ ｍ 桁 行 ＵＲ 尺 Ｕ 司探 Ａ 日， ＱＵＳ 尺 Ｕ ｾ

i!!蹄74舟'09

茸¥3Ji川 桁 行 34尺5 J m1!¥125尺5寸

正ll Ti' 34TY- 09

'.1"21軒主ll J; n 3Pl' 74

'1"3階i ! ! 坪33Pl' 63 涯]; 1.260呼35

((!"l しW，iO
小天主1R1

高き 4i 尺5 ( 内石垣10尺5) ( 餓

上迄)

ml 胆 桁 行30尺 ｾ ｲ 羽 Ｒ Ｑ 尺 Ｔ (不

持]醇) '-!!坪30野22

ｭ Ｒ Ｑｾ 桁 行 ＱＷ 尺 Ｕ 寸 ｾＡ ｬｭ ｉＴ 尺 Ｕ 寸

i!!坪 10Pl' 18

渡廊下 桁 行13尺2 ｾ世 間 Ｘ 尺 Ｕ 寸

ｻ回目 ｲｲ 桁 行 Ｑ Ｒ 尺ｾＱＡ日 ＱＰ 尺
j.[ 1牢401干40 (il，1t J 平)

総妊坪 300郎75 ( 法定時)

? 守 附 常 i甲l

天主|刻

現11附 :昔、1Y. l ホール， 目3似4司宅王，訂川]"

=説註' τ11務省， 釘1. m21姐貰

Ｒ 住，表及 ｭｾ 普段当直

中2階 m l ，'r /il1， m階段

m2階 第 3 凶覧室，m 2-:' rJil ! ，会

議室，館長箆，表及m階段

2住及ホール

'1

'

31軒 m 3  .'Hilt 

首13階資料隙ダI j 叢， :1! 桜川廻廊，

(1ft和田市文化財専門委主i 三国 膏里)
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平日 歌 ILI 城 天 守

和歌山域天苛のnll 築11おそらく l理長 5 勾 (l ω 0) 浅野幸良がl胤ケ

服役のｊＱＡ ｗ ｊ で 入成 した 際 であろうと 巧 える。乙の天守が 幕 末に古 ｾ｡ ￬

で焼けて，高水 3 ij; (l S50) に再築が完成 されたので天守としては

一得新 しい泊 ii 時であった。出11与天.. )" 耳砲のことは幕 府の市11で容 易に

:l'f "J きれなかったのであるが. 御 弓家の威 光で! FIlJrc tJ った E とは

ｊｉＧ例 の ζ とと 取沙ｵＺ さ れ た。 自 ｉｉｾ 高 天ＧＮＩの ｊ 彰式は ｉｖｊ らかでないが 再築

天 守は 当初 の形 式 をかと ｅ り 取入 れたと 比 え Ｎ 古風 伝手 ＱＱ［ が ｾ く 川 ｉ ｴ 、

られていた 。このPB高夫九' j ' も戦災で焼け たので，今 1[ '1は鉄筋 コンク

リート 造 で 外側 はもとどおりに ￭ｩｾ Ｏｉ ［ ｬ し た 。Ｉ￧ 天 Ｑ だけは大 τ Ｚ の設 け

図の写真が手元にあっ たので乙れを J止とし ，他は総て" 予nによって

復 ｊ ￭，Ｈ し た が ， 平 ｬ 而 が主 ￯ ｬＱ ￯ｬ これって ｬｾｦＧ ｊ 部分 が殆 λ どない 古風 俗色の

であっ た ので ，製図 ｩｬ￞Ｎぴに ｊｊｪ｜ ｾ 図 に ｊ ｩＢ ｩ 沼 山首心を ｾ した。 楠 門 ｦ ごけ

1: 1 構造的に不 " H出f<. ので木造 としてある。

大天守は 二: ，1¥三階で，__: ，I¥_: 断 の小天'.nを辿紡 していろが，' ; ' : 丸

を事門やl { I j で取開んで，fT所ゃ水の手に偏 心しているあたり ，峨の

武 怖 が強化 さ れた 盛 ｊｾ ｉ の手法といえる。 天 守に 人 ろには小 天 ＧＺｊ に 設

けた玄関 より 入 るが，乙れなどは! 1 : 戸時代の平和 相 を長わした色の

と恩わ れ る。 大 天 Ｑ の 届￘Ｚｩ ｬ Ｚｬ・ ｭ ｬｾ が 比党人 件 関 の や や 山 風 な形式

でニm目Ii: は点 INsl iJ に入付属の'JH11 ¥しを ，IJlUじsl iJ li:千 鳥破風を ，I':l: け

て いるが. c_の比減入吟肢はー附 のffi んだ平 l師から吋然III t、ら れた

bのであ り， 111式 を断製 し た と 思 え ん し か し そ の 破風に ，'fi' fij 波 隙

様の鋼板打11¥しを限ってあるのは 再築に際 して新ら たに111いたもの

で，以前 11狙桁 f であった。 l辻上附には姐 総両側 をめぐらしていろ

が. ζ れは以前にあったかイ';IVI である 。- * と併の両面に設けられた

強 固江石務 しは，以前のるのを附慢 して . I車昆の ，'i 刷lであろう 。結

日 そ れは江戸 時代 の新手法を ｊ ｊ ｉＱ ｉ 味 した復 ｉＧｩＢｪ ｾ 天守の一つに数えられ

る， (点京工J巨大学教夜 藤 間 通 夫)
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水源池よりみた和歌山減大天守 ・小天守

和歌山減乾櫓より見た大天守・小天守

掘鍋 ( ニノ 丸広場} より見た遠景
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彦 恨 城 の 天 守

彦社』城の天苛は井伊家年滑によると . 1st 長11年11: 完成 した とあ る

岡崎 1st 反8年，父直政の巡志 を つ い でJ 1伊 l宜総工事を始め. 4年に

して天守の完成を見る IC到った 引にはる。色っと色 段年 9 年ICは葛

城の E とがあり ，城郭はもう少し早〈 盤えられていた志のであろ

コ。

天守は昭和32年より解体修理!が行われているが，工事中二層およ

び三胞の隅木から 腿長11年の盤占銘が発見され，はお大工棟梁も 年

J丹のごとく浜野喜兵衛なる ζ とが確認された 。とはると年請の記事

はある限度臼}fI してよいようである。 ζ ζ で見逃せ はいのは，長123普

i己天守・ハ京阪家ノ大fl tノ戚ノ殿守也 とある乙とで，彦恨城天苛'は|日

大i lt 峨の天苛と見ていいのかも 知れなL、。1[1処物につ いては，そ の

平i町は断現天守・と同一で，その鋭校は五胞のil!物である乙とが. ，ｬ｜ｾ＠

ＺｦＧ ｩ の 車 ｾｩＪ 判 明している。色っと色 ζ れは Ｑ ＱＭＱ部材 の 解体番付 より 舵 Ｗ ｩＺ

したのであるが，務付は同ー規慌の天守を別の位協 Ic f:l; il! のための

ごとき n らJJ がされていた。しかし 彦恨賊の天守の綿築において

は，自白身辺物については住I地寸法を 倣った限度で，かなり恩い切っ

た訓IJ ながJmえられたようである。現天守の撃かさを代』ーするが とと

き二回竺厨の .¥l¥漆i1iの唐舷風ゃUi iiJ i 窓，要所の金?白押の金物，総金

?仰 1
1の 鍛 ( 工l. H中断片三ケを発見) は彦恨域以来の志のらし し ま

た全体の附l点についても ，大flt 械の彬響は全然ないと いって支障は

1" いであろう。今| 口iの修理l では，漆t告も金?百 もすべて当初の状況に

ｪ ｜Ｑｬ ｬ ｬ する ｭ ｬ であるが ， 完 成 ＱＱ 与 の ， 鈍 く 光 る 凪ｾｾ瓦 と ｉ ＧｉＧ｜ｾ の 利和 ｋ

ＱＱＰ するに Ｎｾ所 ｬ 夏 用＿ の思 議 ｈ 告の強 烈 ｬ 伝 選ｾ Ｎ さらにそれに沿えるに

金Hおよび般の金色のアヲセントといった 全体の色彩効果 と，力強

い天1 のν J レエ Y トを怨像するのは . {.Jかたのしい気がする 。

(滋賀県教ff 委員会制会教育波 大森 健二)
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官

回 111 加え

現 Ｇｾｈｬｩ 峨は ｩ［Ｈｬｬｬ､ｊ の郡心 Ｎ 総 ＱＱＱＱ 怖に成るＩＮ，Ｚ

丸 Ｗￎ ， ｧ 跡に ＱＱＱ 興策ｾした島ので ， ｩｊ 山 ､ｩ のｾ

設にｻ［ￍ［り，日正ｬ｜ ｾιＡｩ ￘ｬ ｬ 軒 の［ｎＺ，ｩ｛Ｂ ，大休組の抱

仁により， 1昭如 11 八 ｗ ｌＺ ｊ Ａｬ Ｂ ｌＱ ｉｾ 仁 ＺｲｉＺ Ｎ 戦 ＱＱ

九年内月七 I1竣 1:式 . 九ケ ) !I 川の11f - 告白し

て完成した 。 その話式It ミJ l 域であり ，段式は

桃111 をうけ て いろ。峨朝l I i R ，C ;;'i ，，:: 附ri ! 三凶

附式 ｊ ミＱＺ Ｑ 制及附Ａ瓜剛 でｾ 300 1'1' ， Ｉ，ｾ礎は石 培

ｬ にコンクリートハイル打 Ｎ 独立 Ｉ ，ｾ磁を縦ｾｾ

に繋梁で伍lめに l にt高かれ，民U<lt' J . ¥々 とし

た Itf司瓦の本 il の ['I ，mの殿前であろ 。

)Jl {t は郷 L問物館とし て Jeif. i利。、?IfJ¥aの

部門に分ら て A 々¢参 巧 品 を 常 時 展 ぷ し

て，地β 文化のfr/点に人: ' ( ろ役 11' 岳民たして

t 、る。
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富 山 城 の 沿 革 概 略

O; Ii UJ弘法 IIi並 '， ;(111減/(¥11"¥とによる)

天 文7GW (l 532) 越中上安水越越前守勝 ill-"
、、

建.

峨を綬始す。

天 LI 二七 年 (l 5i 9) If:l長の将，佐々内成助成政

人 減 ( 五 1' V4万1，) 。

天，10九 年 (l 581) 成政，事I

'

通川及いたら川 を

}l ft 、てi ' J l ・峨とす。

文 様凶年 (l 595) 前111府l家 の領 地 とむろ 。

lJ1l良 卜年(l 605)加賀一 代務主府l長' ，.宮山域を

修 築 して老を ffl' う。

全 ーl 凶W (1609) 令焼し此廃 に任す。

:.');永 卜じ年 (l 6'IO) 加 i".l 代 の務主利慌の次

子府l次. i; (l J I  I- J]  (:こ1に分封せられ' &，( 1111:浩組

として人 減。

万ｉｴ ｬ ｖＴｾＱＧ Ｈ ＱＶＶ ＱＩ府 ｬ 且Ｂ 真に減也 ｢ 総而 Ｎ ｭｬ Ｍ ｾ

) j J t - に本丸ーの) L - ーの九州の丸等 を 復興修

築 して 1J}域とすろ 。 当時 の城下 は町数八十

.=.. 戸数二千九百七寸 八，人 数 万六 千人

といれれる 。

両1* . j)iJ ITl LI:， 1 て代 一百 二 卜余年を 経 て明

治凶年 (1871) 腕端位瓜K 及 び新}IIJi-l Ji '， (i 

Ｉｉｉｽｾ 支 ｬｩ をお か れ て 二 の 丸 ゴの 丸 の 僧門 ， (i 

>;<， ， ｦＺ ｊ ｩＩ ｾ堅持 ｩ 人 ど取り岐された 。 そ の 後公闘

と なり父 ｩ ［Ｈ ｉｉ ｉ ｊ ［ｴ ｊ ｩ Ｇ ｾ と はり ，イ ｩ ￬ＮＺ［転変を加 え

て . IY. J N11i 年. 1ヰJ! rの火 災に よって 伐 rd.!! 物

怠皆nイ) 1こ制 し. ，.明かに ( ［＾世及市 ｭｾ のみ を ＱＱ

E して tt Ulj の仰 を他ばすよすが とはって いた

のであ る。 ( K K大 林 組 宝来 佐 市郎 )
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鉄骨建方を終った 天守 閣 Ｈｾ￯Ｉ と 第 一 層の コン ク リ ー ト打 を してい る 小天守 Ｈ左Ｉ

1111和33作 4 月3MI (東 J j より' 弓す)

第二層の型枠組立中の天守閣 (li:) とコ ンクリー卜打を終り屋根葺の始ま った小天守 (./i)

l凶和3311; 7 月21日 ( 西 I+i Jj より写す)

名 屋古 城

... 

関ケ原の役後， 徳川家111がそ の f 義 {(のた

めI cU1大名に命じ て名山嵐峨の足i J:¥l c .nr し

たのが俊 民15JI' ( 610)  . 以後ず1域 のーっと

Ｎｾ Ａ えられ親しまれて色たが Ｎ 111H1120J I' 5 ) 114  

11  (1945)  1J l t . 災のにめに併しく b iI' !Vくした 。

じ米 1'11余JI' . I日の!J 'が治まろに従って世餓

域への郷慾が深まり ，遂に 1'1正II の機熟 して 11' 1

4ド6 J1 13日作引の起 f 式を! j <; け.る 却ぴと臼つ

た。

工。Jlの慨援は下長のとおりであるが， くず

れやすい石庖に悩 まされはがら b. 附封切 l

'

に

は天1 のニューマテツクケーソンを地附休

からおよて 28'η まで tCI ごさせる のにl品J }J して

占同盟 lンJ¥を終り ，本 JI' に人る とと b に鉄町組

立 てを;急いで去る 5 )12011上b4! 1むを挙 If. LI 

下 11) 1までの F 五で コンタリート [ 'HのJtl : 'I'

である。小天 ｾｬ はすでにコノクリートをｪｊら

ｊＺ げ，届担当 Ｑ Ｑ 本瓦ｌｦ とサツユノユ ｉＨ ｾｈ けか ら ＱＱ Ｚ

上げ [' JI Iこ.(1手 した。

その他 ￮ｅｉＢｊＮ 創桝ｾすべて俄火 ｉￌ 日の 制 Ｑ 留は

ｾｾ品 ｬ 図に基 づいて 外観 ＱＱ 従前 の ｢ のと 全く Ｑ ，Ｂ

段の b のが fl J f l ¥されるはずである。

ＮｮｾｬｩｪｾｔＧ ｬ ｬｬｩ Ｎｬｬｅ ｊｉ ・ Ｑ Ｐ Ｉ Ｑ の 名 山 嵐 ｲｬｩ 削 ｩｉ ＷＰ Ｉ ＱＡ ｻ Ｑ

記念、 11までには完成する予定である。

( 名 占屋rli 9Jl .役)，J 技術部i正 一円 俊郎)

1月 i古 鉄 i't 鉄筋 コンクリート泣( ケーソノ 8.26111 x 6.1i l11 41/;) 

外観 Ｕｾ Ｈ申ｾＩＨＡＯ 11 本比 il その他の回 銅 位m

内 部 地 階 j 色 8階

小 天 屯 l刷

会左( 鉄骨I t f t ! ; ，( 俗! J ; ! ) ( ケーソン 8111 x 16. 6 m 1法)

外観 2)(!/ 日本比H

内 部 地 附j 七 4階

天 古 | 矧

延 (uj Ul 

1ドザ キ

f司 U

if( ｾ＠

ｴ Ｏｾ ｨｾｩ 占附 U! J )  

設 1m

前J 5438 111" 

本 • .lLJIll飽から械まで *'-J 48.3 111 

ケーソノ (41/ ; ) 約 10.000t 上部ill 物 約 8.000t

鉄骨 740t 鉄筋 630t コノ Y リート 8. 220 111"  

|  エ…レ山…ベ←一J ヤ (α2引叫 川j山仰止ω) 強削切iほ日凶山酬山役削削酬靴< < 附t耐{

鉱，Ｎ訂Ｚ汀 ｴ 隙Ｇ避， ｩ ｛ ，投光ｾ ｾＩ 換主ＨＧＱ， ｜ Ｎ

ＱＺ として腿 ｩｬｾ 前 ， 陵情ヰｾＮ ， 機械・ Ｔ

約 1350 m"  

企左 24. 7m

ケ ー ソ ン 約28∞t 上部飽物 約2∞Ot

鉄骨 230t 鉄筋 1ω t コンタワート前jili 1388111" 料 収 742m・3

7 ムウエー々ー ，時aftl 山11.: . m駿ガス消火，避m. Ｈ ｾ所設 ｕ￤ Ｇ，ｬｪ

}I/ 途 1'. として 'i t物の収減 ・柑m ・修FI'. (!l!所

以 ｬωｮ か ｉｉ Ｚｉ Ｂｊ Ｎ 細川 ＨｘＮＩＧ Ｎ 小 ｘＮｪＧ を鮎，， ｾｪ￺ｩｾｶＩ ｬｉ Ｇ､ 側 Ｉ .  ;':':1 υ〉避時I断段，受; u 所，敵地内 111" 1 < . 以外 1(11均等 b 同時に紘 1:.

K ，j・，小) ，: '.j ' b;'，めて総 仁7'/ 約 6億円
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天 守 を 中 心 と し た 城 の 歴 史 的 考 察

城 戸

“ 建築と社会" の特集号で，私K 上のような課題で首

けと依頼があった。ま乙とにむつかしい課題で，乙れは

史学を純粋に専攻した人でなければ，私のような者には

到底乙なし得ないと思うが，企画を知らせていただいた

と乙ろを憶測すると ，概説のようなものを笹けばよいの

ではないかと勝手な解釈をして，題名! ( . そぐわない駄文

をつづって，貨をふさぐ乙とにした。読者のお許しを得

たいのである。

近年各地 ｋ 天守あるいは隅櫓という城のｾ築を建てる

ことがはや っている。その窓味とか，風潮についてはほ

かに書かれる方があるようなので，さしひかえるが，た

しかに日本の都市の大部分は城下町として成立したもの

が，今につづいて来たのであるから，何等かの形で，城

主上をの乙しており，それは公園というリクリェーション

のl易として，現代的利用をはか つているものが多い。戦

前からすでにそうであったものはいうまでもないが，戦

後の変化によってそのようになったと乙ろもすくなくは

ない。たとえばかつては兵営であったが，戦後開放され

て公園にした豊橋市のようなと乙ろもあり，かつては民

釘地であったが，都市計画K よって公園になった浜松市

がある。ただ石垣だけの域社も， それなりに風情のある

ものであるが，天守祉とか隅櫓祉とかがあると，そこに

そういうものを建てたな ら，さらにー庖，長; 趣をととの

えるだろうと思うのは人情であろう。 むつかしい議論を

すればいくらでも出来ようが，大部分の人はそんな乙と

は考えていないようで，いたって単純である。それとい

うのも各地のすでにある天守や隅櫓を見て，自分の町に

もああいうものがあれば，I町の美観がさらに引き立つだ

ろうとむうからである。それだけに 11本の城の建築は U

Ｂｪｾ人の心の奥深いところにどこかにし み乙 んでいると思

わなければならない。

高いという乙とも魅力である。そ乙から下を見おろし

て見たいというのは人間という動物の本能だという話も

ある。複雑な屋根。 ζ れも平常は見なれないものであ

り，物珍らしさがある。白壁。そ乙にはいい知れない清

潔感が得られる。城の建築物は実際は戦闘という血なま

ぐさい乙とに直接κ 関係してい るものであるけれど，一

向にそのような感をうけとっていないのである。乙乙ま

でa築からうけとる感が全 く変わってしまったのは篤く

久

外はない。結局， I待問の経過という乙とが，そのように

させたという乙とになろう。それは日本の城の歴史的変

化にほかな らない。

2  

天守というのは織( 矢倉〉の一種であって，城内の主

主 ｾｴ Ｎ￬ 絢の乙とである。史 上 で最も早く現われたのは細川 ｬ

両家記という蓄に挙げられている永正17年 ( 1520) にあ

ったと考えられる揃津伊丹城の天守である。巡物の上か

らは天文 6 年 ( 1537) 美濃金山城に建てられたものを尾

張の犬山に移建した犬山城天守が長も古い乙と 1(. なる。

逃老物語という替にある尾張楽団城の記述では「天守は

城中に高さ二間余に壊を築き ，その上に五聞に七聞の矢

倉を造り， ;n; 中1(. 八 11山敷の二階座敷を鮮へ」とあって，

五聞に七聞の建物の屋板上K 二階をつく って展望台にし

たのが天守である乙とになる。かつては金問， 銀閣のよ

うな楼閣建築があったのであるから ，そのような建築が

つくられでも決して不思議ではない。ただ，金悶，銀閣

の場合は上層が仏殿となっていて，展望という怠l床がど

れだけあ ったか，どうかはわからない。しかし，天守の

場合はあくまでも展望台として出発しており ，同時に指

揮司令塔であるわけである。従って高いという乙とが何

よりも要求されてくる 。

領主権の小さな時代lζ 構造的K 高層処築をつくる経済

力があるわ けではないから ，土地そのものが高いと乙ろ

を選ぶととになるのは当然であっ て， いわゆる“ 山城"

となるととになる。領主権の拡大にともなって，“ 山城"

から “ 平山城" ，“ 平城" というように山から丘，ついで

平野へと，その位置がかわってくるのも，政治上，経済

上の問題からではある が，一方においては高い悠造物を

つくるだけの技術の発達と，経済的な実力が出来ての裏

付けがあったからにほかなかろう。とにかく天守がいわ

ゆる天守らしくなったのは天正以後における領主権の拡

大が行われてからの問題であっ て， それ以前においては

せいぜい ＲｾＳ 階程度のものであ っ ｴｾ ｵ 前記の楽団城は

そのとお りであるし，犬山城天守に してもさして高いも

のではない。ただ楽団城よりは大き く3 屑屋根 4 階とな

っているのは，それだけ これを悠築した斎総正義に経済

力があったと見なければならない。現存はしないが，備

iii J 岡山域大納戸地というのが沼城天守を慶長年間移悲し
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たもので，永禄 2 年 ( 1559) の建築であるが，犬山城以

上に古い形態をもっ てい た 乙 と が わ か る 。 天 正 4 年

( 1576) 柴田n非些が築いた越前の丸岡城天守が現存して

いるが 2 庖屋板 3 階で，あたかも楽団城天守の記述ど

おりのようである。小規殺ではあるが，丘上lζ 建ってい

るから，越前平野から遠く望見出来る。乙の頃の小諸侯

のl成として，現実にどのよう なものであるかがよくわか

るのである。( 北陸線福井，金津間の車窓から望見出来

る。〕天守建築はまず室町時代末頃から現われたものら

しく ，その初期のものは小規模ではあるが，最上階の周

凶に，緑，勾j仰を創らして，展望台としての問的を十分

に発j1 f l させているのである。

3  

天守は古くは椴守，殿主とも主主かれて，天主の字も用

いられている。室町末期から出来たとすると，どうして

このような名祢がつけられたかが詮索したくなる。』舌窓

没1i 拾治』ζ 茶城の天主』ζ 天主教の村1を紀ったと乙ろから

出たとの記述があって，これはかなり広ま っている。し

かし天主教の入ったのは天文 18年 ( 1549) のことである

から ，それ以前にすでに天守があったので無関係といえ

よう。あるいは仏教において党天帝釈が天の主宰者とし

て須弥山頂にいるという恩惣が一国の首脳である減の天

守と意味が通ずると乙ろから生れたものともいわれる 。

また，当H寺の武家邸宅の正殿である主殿もしくは守殿の

守となるという考えから ，殿主，殿守の語が出来て，そ

の構造が大きくなって，天を摩すの観があるようになっ

て，天の字が用い られるようになったのではなかろうか

というのが大類先生のお説である。今は大体 ζ の説に従

っているのが多いようである。ただ近年. i i 野怒司博士

から承まわると乙ろによると，周ネL. 冬宮考工記に「玉

人之Lj:l: ｾＧｉ 圭尺有二寸天子守之」とあると ζ ろから ， と

ったのではないかとの ζ とである。殿主，殿守と普かれ

ているものは大体古いものK ついてか，小規模のも のに

多いのであるか ら，それが天守となったのはあるいはそ

うであるかも知れないけれど，殿守( 殿主) のおとりは

やはり大類先生のように城主居住の場所である守殿( 主

殿) を守る悠築物という怒味で，あまり深い芯味もなく

H子ばれるようになったのではなかろうかと考えているの

である。当時の諸侯が深い仏教的j君、恕を持っていたとも

考えられないし，また，中国の古典に通じていたとも思

われないからである。

殿守の語源をいたずらに詮索するよう紹介したのは，

殿守と舎かれていたのが天守に変って来た頃が，止tt 築物

としての規政が大きくなっ て来た時と相応するのであ

り，同時lζ それは領主権の拡大を意味するからであ る。

与
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領主権の拡大は天守の用途が軍事的な展望台という以

外に領主の威厳を示すーっの方法として政治上の怒味を

持つように変っ て来た。そのためには一城の装飾として

美的になす必要がおきて，天守は全く面白 を改めるよ弓

lζ なった。 もっとも ，それ以前にそのような気迩がなか

ったわけではない。当時の諸侯は J1:l 村における野武士が

次第に実力を縫ったものであり ，その念願とすると乙ろ

は上洛K あったように，将軍としての新道を夢みている

わけで，何等かの力を得ればそれ相応にその象徴を誇示

しようとしている。そのためには京! J 11における特権者の

建築文化があこがれの的である。 丸岡城天守の最上階が

かつては黒漆金箔仰であったらしいような断片が修理の

際見出されている。はた してそうならば乙の小天守に お

いてしかりであり ，信長の清州城からも金箔押の瓦が山

土しているのもその現われであろう。議満の金閣を夢み

ているので，それは権力と財力の象徴にほかならない。

しかし，天下一統の気迩は信長によ ってととのえられた

のであるから，彼が天i 正4 ｾ＠ ( 1576) に築城した近江安

土城天守は，丸岡城のそれと同年代ではあるが，その大

さにおいて，また，壮麗な点で従来のものから全 く脱化

したものを造ったのである。信長公記の安土城天守之次

第という項によると，第 1階は20聞に 17閣で，見4艮5 居

71緒。内部は各階とも5反撃な装飾を持った書院造であ

り，外郎も上II T i 部分は華やかに tli li られていたのである。

金|劉，銀|品!という足利将軍のつくったものより以上のも

のが必てて見たいからである。t ，・い頃から安土城の天守

が天守のもりであるといわれるが， ζ れ以前 lζ 天守がなか

ったわけではないから， ζ ういう考え方は従来のような

軍事的処築物としてでなく ，政治的な怠味のある建築物

であるというふうに天守を解したことにほかならない。

安土城は総てられて間もなく光秀の乱で焼亡し，現伝は

天守の石垣をのこし ているに過ぎないが，金箔押の瓦が

見出されており ，信長公記の表現はがとして誇張ではない

ようである。ただとの城下町が後 K 続くことなくおとろ

えてしまったので，乙のと乙ろに天守の再建は考えられ

ようもなく，現在におよんでいるし，乙れからも観光面

からも実現性に乏しいのではなかろうか。それをささえ

るだけの経済的基盤が安土の土地にはなし、からである。

乙れに対して秀吉の大阪城は信長の安土!C匹敵する大さ

とu 麗さを持ったものであった。そして城下町はその後

今 ｈ まで続いて大仰 市 となり，ついに附和初 ｊｾ にそれを

再現させた 乙とに なる。秀吉の場合は彼の権) ] の象徴で

あったが. 11封和のそれは大阪市民の財j j の象徴であろう

か，あるいは懐古飽l床であろうか。とにかく現実では観

光客で一杯であり，観覧料をかせいでいるのである。同

居挫築のある今でもなお天守は高 くて展望lζ よいから ，

誰れでも登って見たくなるからであり ，その特長のある

建築としての外形は人を引きつけるのである。

‘  
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ましてや，高層建築の全くない時の乙とを思えば天守

ｾ築は権力の象徴として武将の居城にはかけてはならな

いものになったようである。大阪城はそのー却を秀吉孜

i変一時家肢が使っていた もののようで，ここに家康が7J IJ

の天守を建てたと考えられるのは，天守を上げるとと自

身が武将のその地 lζ 存在している ζ とを明示したものと

いえよう。慶長 5 年関ケ原合戦のとき西軍諸将が家康に

送った軒好状である「内府ちかひの条々」の第 8 条K

「一，御本丸の如く殿守を被上候事」と書いてあって，

秀吉の廷でた本丸天守と閉じように別の天守を自分の使

っていた西之丸に家康が建てたのである。乙ういう状勢

であったから，秀吉，家康でなくても諸侯が各々の経済

ノりに応じて居城』ζ 天守を姶てた。安土や大阪がその範と

なったととはいうまでもない。ただその実力は金箔を押

したり，黒漆を使うというほどまでにいたっておらない

から ，装飾乙そ安土や大阪のよう K はなら ないが，経済

力は室町末期の武将とは問題にならないほど拡大されて

いるから，大きさにおいてはそれ相当のものとなった。

広島城，岡山城，松本城，松江城などいずれもしかりで

ある。そし て関ケ原役後においては諸侯が一応その地を

得たので， 鍋島直茂吉台考補! ( I慶長十四年巳酉， 天守

( 佐賀) 御成就，今年日本国中の天守数二十五立」と見

えているようにまさ lζ 天守ブームとな ったわけで. l&:長

14'r手 ( 160めには全国でお もつくられている。ましてや

その前後数年の聞について見れば驚く数にのぼったであ

ろう。乙れらの天守について，今となって逃構がのこっ

たり，古図その他の資料ではっきりわかるものはあまり

多くなく. その他のものはあまりはっきりとしていな

い。また，遺構があ っても ，造古? の年代など明らかでな

いものもある。たとえば岡山城天守は慶長 2 年 ( 1597) 字

喜多秀家の築城ともいわれるが一説には天正10年 ( 1582)

から 17年の聞に築かれたともいうし，松本城天守も文禄

2 年 ( 1593) と伝わるがはっきりとしない。造営年代を

確実に示す史料にかけているからであり ，様式の上から

はそれほど厳密な根拠にはならない。近年になっ て史学

の上で封建制の成立を明らかにしようとする研究が進ん

で来たが， それには領主権の象徴である乙れらの天守が

何時建てられたかが問題となって来る。つまり諸侯が領

主権を確保して，経済的な基礎があって，はじめて天守

という大建築の造営が可能! ( なるのであるからである。

したがって今後乙の方面の研究がさかんになれば，従来

はあまりはっき りしなか った天守の造営年代も，別の方

向から，ある程度正しい推定が出来るようになる乙とも

巧- えられる。

5  

江戸議府の成立は諸侯の城を制限することになり，元

和元年 ( 1615) ! ( いわゆる元和一国一城令を出して，諸

侯領内の小城を破壊させたし，また，武家諸法度で，新

城をつくる乙とを祭じたし，修理は幕府の許可を得なけ

ればならない乙とにした。乙の幕府の平和政策は天守に

ついての今までの考え方を次第K あらためさせる乙とに

なった。江戸城天守でさえも明暦 3 年 ( 1657) の大火で

焼けてからは再処されなか った し，二条，大阪両械の天

守も| 可じように焼けた後は建てられなかった。もはや幕

府の体制はととのっており ，その権威の象徴としての天

守の必ｾ・性はＡ必じられなくなったからである。ただし，

これは幕府 lζ とっての ζ とであって，諸侯ではそ乙まで

徹! 忘するのは容易でなかったろう。したがって，江戸時

代を通じて，再建された天守は割合 K 多いので，今の 乙

っている高知. ;!Lf I 1. 字和島，松山な どの天守はいずれ

もそれである。一方において武家諸法度は存在するが，

ζ れは幕府の諸侯制御策であっ て，福山城のような新城

を許して大天守を建てる ζ とも許しているし，また，各

地に天守の再ｾも行われて ｌ ‘るのである。平和政策を打

ち出しながら . あえて，そうした乙とを認めなければな

らなかったのは，今までのように天守は権威の象徴であ

るという考え方を脱しきれなかったとも いえるが，同時

に司もはや諸侯の城が軍事施設であるという考え方がき

わめて法くなって来ている乙とを物語っている。江戸幕

府は 250 年も長くつづいていて，その聞に i政乱らしいも

のはわずか品原の乱があっただけーとある。乙のながい聞

に諸侯の城は現実に存在してはし、るが，それは内容的 lζ

政治機関の施設に化してしまったのである。

250 年といえば一家κ たとえればおよそ 8 代から 9 代

の閣である。城はあっても一度も戦に利用された乙とが

ないのであるから ，領主はもとより乙れにつかえている

武士でさえ，それが軍事施設である乙とを忘れるよう K

なって来るのも当然である。まして，ただ天守を速くか

ら眺めているだけの民衆κ はそんな考え方がおきてくる

わけはない。今と ちがっ て， 民衆l立食う乙とだけに忙が

しくて，余分な乙とを考える暇もなか った。 維新後さら

に 100 年，家でいえば 3 代たっている。今の人に日本の

城がかつての軍事施設で血なまぐさいものだという観念

がおきてくる道理はない。ただ，高い建築物であるから

その上に登って見晴す快感を味いたい乙と，速し近く

にその景観を挑めたいだけの乙とである。いたって簡単

な心情である。

天守は封建制度の象徴である。乙の民主主義のl時代に

そのようなものを建てるとは時代錯誤もはなはだしし、。

もつてのほかだ。 一ーと いう議論が一方から 出て くる。

ま乙とにど無理ども っともな ζ とである。 しかし，普通

の民衆はそんな乙とは考えていなし、。ただ自分の郎市に

も天守が欲しいのである。そしてその気分を満喫したい

だけである。欲しいものなら総てればよいので，また何

をかいわんやである。少くもそうした人達の心κ たひγこ

ぴ接しており ，よ く知っ ているだけに蛇足をつけ加えて

結 び と し た レ の で あ る 。 ( 1 沼 . 33. 7 . 15)

( t J I 者名古屋工大教佼 ・工同)
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「城 復 興 の 意 義J

重松

わが国の観光事業は逐年飛躍的な発泌をとげ，外人観

光客の来訪者数も昨年は 12万 8 千人を数え，乙れら外義:

の絡した推定消資額は 6 千 5 百万ドノレ( J 事貨約233億円)

! こ達し，戦前戦後を通じて最高となり ，わが国貿易外収

入の重要なー裂を担い，国際収支の改善，国民経済の再

建に寄与すると乙ろが極めて大きく，かつまた文化の交

流，国際間の相互理解と親善の増進等. いわゆる国民外

交上果 している役割l もまた非常に大なるものがある。

一方，国民経済の安定 iζ ともない，国内旅行も日を追

って隆盛となり ，乙れが地方の経済の好転，文化の向上

発展に非常な影響を与えるとともに ，国民の文化教養の

向上，劫労意欲の上回進等K. 貢献しつつあり，乙れは近年

世界的な流行となって i Y ーシャルツーリズムj の推進

lこ大きく一歩を踏み出そうとしている。

政府においては観光事業が国家的にみて以上のごとく

非常に重要な・作業として，多大の関心を示し，昭如31 1.1'-

8 月10 H. I例議において「観光事業燦興基本要綱」を決

定し，乙れに1基づいて「観光事業振興五ヶ年計画」を策

定，昭如32年度から実施する乙ととなった。

今年はその第 2 年度 [ζ 当り昭和36年を目標とし ，国際

観光司工業の整備とともに，園内観光事業の健全な発達を

図るべく推進中である。

とくに交通機関，宿泊施設，対外観光宣伝、道路，国

立公凶，瓶泉，文化財の利用j庖設，観光対象の保護育成

七千に重点がE かれている 。

「減J も武丞なる文化財として観光事業 lζ 寄与してい

あJ誌にかんがみ，とくにその保存修理，防災施設の充実

( 乙力を入れている 。

文化財保護委員会においても文化財保護法に基づき年

々わずかではあるが，補助金を交付して，その育成 lζ 当

っている。

乙の「城」は，わが国固有の建築物として，封建時代

の古くから軍事的 ・政治的な目的により造られ，小さい

もの! まとりでと 体 されるようなものから ，壮大なものは

姫路城のどとく華麗なものに至るまで，大小さまさ' まの

ものisあっ Tこ。
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観 光 厚 生 の 見 地 か ら

事主 雄

しかし長い年月の聞には，速くは戦国時代の内乱にあ

い，ある いは明治時代の取り乙わし，近くにおいては未

だ記憶に新たな太平洋戦争の戦災等と幾多の変i廷を経て

今日 lζ 至り，現今においては数えるばかりとなり，天主

閣，城門などの一部が残っているものは極めて少なくな

.. _  

- 0 1、- 0

かように今日においては，数tc おいても少なくなった

が，少ないから非常に重要になったというのでなく，述

築学上においても，その構造等，日本古来のものである

ので，観光資源として観光上はもちろん，kii 築学的には

貴重な資料となり ，はたまた芸術美の極致となって観賞

されている。

わが国の「城」は外国のように外敵から守るために造

られたのと巡って，国内の諸大名の争い によって先述

し，築城iζ 当っては要害堅固な場所が選ばれたのは，も

ちろんであるが. 同時に美しさという点についても気合

配られていた。したがって本来の軍事的の目的を果すと

いうた めのものばか りでな く，風流な月見や花見をする

ために設けら れた月見櫓というのもあれば，美しい庭園

等もあって，その機構美 lζ 一層内外人の注目を集めたの

である。

また天主| 羽と石垣の l山総美との 7 ッチした外側外容は

非常に 壮大で雄偉な建築美を構成し，その芸術院! な建築

物は，わが国独特の観光資源として，速く海外から来初

する外人観光客の目を見はらせるばかりでなく，また国

内の観光客からも往時をしのび，歴史の流れを知 るのに

役立たせ，郷愁をかりたたせるものがある。

最近 Ｎ 欧米の文 化 人の中には ， わが国古代の姶ｾ［たを

採り 入れんと 研究を進め，とくに米国においては日 本池

築ブームを巻き起していると闘いている。乙の際，わが

国間有のあ らゆる風俗や文化をどしどし紹介し ，主主我文

化の交流を|忍lり， わが国のよさをみてもらう 乙とζ そ国

際観光事業の発展 lζ 大きく貢献するものである 。

たまたま近年とみに各地において「城」復興の気速が

上り，地域社会の中心として心のよりど乙ろともなし ，

地域経済 ・文化の向上発展l乙観光事業の一環として観光

、
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計画を樹立しようとの勤きがある。

しかし，いま再建されようとしている「城J は，二の

丸から三の丸な ど城郭全体を元の姿11 : : しようというもの

でなく ，天主閣だけというのが多いようである。その天

守閣も p の怠味において復元されるかどうかという点に

なると ，建築家や技術家の専門的な意見を fUJかなければ

なるまいが，観光の見地より見れば喜ばしい乙との一つ

である。

各地における都市の発達を展望すると . 城を中心とし

て発達した減下町は全国 lζ 数多くある。現在，観光都市

と呼ばれる多くの都市は， ζ の城を 中心とし て観光対象

を整備し，また宣伝においても，これらを背僚にして観

光客11 : : 呼びかけている。

東京に来訪する外客には，まず江戸城( 宮城〕を案内

し，園内観光客も 何を さしおいても真 っ先』こ乙乙を見学

する乙とになっている。

都市の中には械の復元により ，その 中に郷土の博物航

を造り ，入場料をとって復元v ( を稼ぎ，うまく行けばそ

の都市の増収を計ろうと目論んでいる所がある。

このような乙とから 最近「城」の復元を起依に仰 ぎ，

その入場料金をもって償還し，合せて郷土の名物を造ろ

うという方法が，旧城下町の流行のようなこと 11::なっ て

来ている。

たまたま ， 乙れに呼応したかのように昭和32年度より

政府の財政資金の中に観光起似の枠が設けられたので，

今まで造りたくても ，その方法がなくて，切歯抱腕して

いた各都市は競って，起債による「城」の復元に乗り出

してくるに至った。現在申請中のものだけでも名古屋

城，岡崎城，熊本城，小 田原城等がある。これらの城の

復元計図書を見ると，その参観者で充分採算がとれる見

込みのようである。

乙のように各都市の「紘」が復元され，その都市の郷

土の名物と な り自慢となるとともに観光客の誘致政策と

して. その都市の増収( 1 : : 役立つ乙とを思えば「滅J の復

元もまた観光に重要な施設であると言えよう 。

( 司王者 迎給付制光応戦術深度)
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新 刊 透 視 図 の テ ク ニ ッ ク

看 板 と 広 告 塔

建築写真文庫 ・第75巻

ユノョ ウ ィ ン ド

建築写真文庫 ・第78巻

工 程 管 理 の し か た

建 築 文 庫 ・第49巻

重版鉄筋コンクリート構造

基 礎 構 造

建 築 学 大 系 ・第16巻

高田秀三 ・西川駿 ・金春国雄編1 f ' "王者は

建築透視図の歴史的発展過程より解きお乙し

内外一流の著名建築家のパースなどを取入れ

ながら，あらゆる積類の透視図のテクニック

を実例によっ て視覚的に解説 きれた好著です

A 4 変形110頁( 原色 6 頁) 定価￥ 1250 〒130

彩国社編 本警は，新しいデザインによる看

板と 広告塔を，写真K よりいろいろ な角度か

ら収録紹介した写真集であります。商庖街 ・

繁華街にとっては宣伝の上から，都市美とい

う観点lζ 立っても ，一見をお成めでき ます。

B 6 判 80頁 総 ア ー ト 上 製 定 価￥300 〒30

彰国社編 乙の本は，ショーウインドの新し

い意匠によ る各種のスタイノレのものを選んで

紹介したすぐに役立つ好写及; : mとして商庖関

係者の手放せぬものであります。既刊の49巻

ショ ーウイ ンドとショ ーケースの姉妹t 1 です

B 6 判 80頁総アート 上製 定 価￥300 〒30

笹間一夫若本寄は主として監理技師 lζ 工程

管理の便を供す るために容れたもので，著者

創案の工程管理と進度管理はできるだけ科学

的に理解できるよう述べられ，工程表製作は

建設省営繕局の制定す るものによっ ています

B 6 変形 168頁 上 製 定価￥200 干20

建築学大系編集委員会編鉄筋コンク リー ト

構造の内，性質を小倉弘一郎 ・設計法を高橋

監太郎 ・設計例を石井勇 ・壁式構造を岩間正

壱，基礎格造は大崎il 寅彦 ・古藤田喜久雄の両

氏。以上， との分野における最高執筆者です

A  5  t-l J  522頁 特 別 問 入 定 価￥1300 〒130

)  
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郷 土 の 城

水 口 と 永 原 の 城

近汀. の国でも湖東地域は泣沃な平野にめぐまれ， 北

陸，東海地方と京都，奈良をむすぶ交通上の中継地でも

あったところから古代より近世にいたるあいだ社会，経

済， 交通の発展に強く寄与してきた。なかでも近世初

頭，信長や秀吉が天下制新の大望を成就する過程におい

て，乙の湖東地方の戦略的価値 lζ 注目し，安土あるいは

長浜そして近江八幡にその本拠を置いた ζ とは有名であ

る。さて.rJl. 土，長浜，近江八幡あるいは彦恨の諸城に

ついては， ζ れまで多く紹介され論じられているので一

応こ乙では除外し，ほとんどとりあげられる乙とのなか

った永原と水口の両地にみる城について紹介してみよ

つ。

さて，慶長初年， 江戸を中心とする道路網が整備さ

れ，宿駅の設置や人足伝馬の制が確立されて交通の発展

に若るしく貢献 した。湖東地域を経由する街道には中山

道と東海道の両道があり ，草津で合流して大津，京都IC

通じた乙とは今更いうまでもなかろう。乙の両街道の沿

道のなかで徳川幕府の直結領の支配と交通上の要地とい

う二重の性格を満足させる適地としてえらばれたのは中

山道の永原でありb 東海道の水口であった。なお，乙れ

は徳｜ｊ ｬｬｬｾ 府にはじまるのではなくて ， すでに信長や秀吉

のときにさかのぼる乙とができ ，徳川氏は先行両者のあ

とをひきついだにすぎないと見イ放される。

水口 ( 滋賀県甲賀郡水口町) 7.knは背くは美濃部と

も呼ばれていて， 北は鈴鹿山脈につらなる丘陵を背iζ

し，南は湖水にそそぐ野洲川| の流れを前にして形成され

た緊落で，町の中央を街道筋が通り ，東は土山宿，西は石

部宿lζ 隣っている。現在は国鉄革主幹線f J : 布川駅に私鉄で

連絡されているが，近時国道一号線の拡張によっ て草津

111 1図 水口町之絵図( 中井忠m氏蔵)

)  11 上 J i t 

第 2図水口減略図( 覚永11年造立当初)

からパスの直接連絡がある。

ζ の水口は江戸時代享保 19年 ( 1734) 刊行の「近江国

輿地志略」の記すと乙ろによると，古城. 7. 1<口御殿跡そ

して水口城の三城が存在していた。以下)1頁を追ってその

内容を説明しよう。

〔古減〕 水口町の家並』ζ 接して北側に岡山 ( 城山ともい

う) と呼ばれる標高281 .05米の丘陵を利用し，丘麓の周

囲( C掘をめぐ らし，頂上K 本丸 ・出丸の各郭をきづいて

城郭としたもので， ζ の地を領した中村一氏が天正 13年

( 1585)  IC築城す ると ζ ろと伝えられている。中村氏に

ついで秀吉五移行の一人長束正家の居城( 五万石) と 4さ

ったが，慶長 5 年 ( 1600) 正家は石田三成にくみして関

ケ原の戦lζ 破れ. 7J くnのその居城も落城し，徳川方の管

理するところにな った。幕府は乙の地を直結領とし，代

官を置いたが，岡山の城は廃楽されて再建さ れないで終

ったらしい。そして，のちに地を易えて後述の水口城が

新造されたと ζ ろに，新滅と区別して古城と 呼ばれる乙

とになった。

古城の規模については寛永年聞

の古図( 第 1 図) (ζ うかがえる程

( 2)  

度で詳細は明らかでない， ζ の図

iι 示されると ζ ろでは岡山の丘陵

をそのまま城に仕立てたもので，

周廻 20 町のふもとに掘をめぐら

し，丘の南面中央，主街道に面 し

て大手門を設けて正出入口とし，

丘の東西両端 IC 副出入口を設け

た。そして，各門より頂上の本丸

と出丸lζ 通ずる盆山道が出i折して
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つけら れ，また大手門K 近く居館が存在していた。本丸と出丸は丘陵頂上の鞍

部をつらねる線上K . 石垣をきづいて敷地をつくりだし，谷聞を利用して掘と

し，各郭を仕切っていた。なお，本丸寺qlの東端{ ( . 石垣高九間，東西六間，南北

八聞の天守合をきづき，天守を造立したらしい。

つぎに，乙の城山の東ふもとに接し，城山に平行して街道筋を中心に南と北

に二本の町筋を通し，さらに ζ れら三本の町筋を南北行の小路でむすび，そ し

て諸道路 lζ 面して町屋がたちならんだ。乙の町主主jは城の大手，副門の配置や城

山との一体的布置において有機的つながりをみる乙とができ，築城と平行して

町割が実施された乙とを，恩わせる。つまり，古城と水口町の関係は近世初頭各

地lζ 建設された居城を中心iζ 配置された城下町の典型例にしたがうものであ

り，そして城はまた平山城の一類型を示すものと言える。

〔水口御殿) 1"近江国輿地志略J ，［Ｈｾ長 ＿ 年 Ｈ ＱＶＰ Ｔ Ｉ . 東福門院御旅館として

御殿が造立され，享保年聞にはその酬をの乙すのみで施設は廃されていたとい

う。東稿門院Ｈ秀忠女和子Ｉが入ＨＩｾのため上決の途次Ｎ 7K{l  ( C宿泊したときに

御殿が造立されたとすれば，それは院長 ? 年でなく元和 6 年 ( 1620) の乙とで

ある。前山の古図κ 御殿または御茶FJ と記され. ｾｉｊ の西端街道筋の南方｛乙所在

するものが，乙れlι 相当し. 50悶X 53聞のほぼ方形の敷地をもち四方に掘をめ

ぐらし，そして東方に桝形を突1 1 ¥し. :11:.面 して正門を配置した地割をもってい

た。慶長，元和の幕府創設当初，家肢をはじめとし，秀忠，家光の三代のあい

だ将軍が江戸または駿府と京都の ‘ちいだを ｾｴ 反した道中において，その宿泊の

用に充てるため街道筋の諸所lζ 専用宿館( 当時御茶屋または御殿と呼んでい

た) を設けた乙とが知られている。近江国ではこの水口と後述の永原のほかに

柏原や伊庭に専用宿館が設立されていた。水口ではｾ長 Ｒ Ｐ 年 Ｈ ＱＶＱＵ Ｉ に家康が

ー消し，代官の饗応をうけた ζ とが知られるので，乙の乙ろにはすでに設けら

れていて，元和 6 年の東福門院の宿舎はその既存の施設を利用したものと考え

られる。乙の御茶屋施設の内容は明らかでないが，つ ぎの水n械や永原御殿の

それと性格が同じであったところにほぼ類推できょう。

〔水口減〕 寛永 11年 ( 1634) . 将軍家光の上洛に際してその宿泊の用 lこ小郷

逮江守政ーを奉行! と任命し，新城が水口 lζ 造営された。乙の新城は水口町の西

をはずれた街道筋の南方lζ 所在し，南北75間，東西73間のほぼ方形敷地と東方

に尖き出た桝形で木丸郭がつくられ，その凶周に巾 11聞ないし 9 聞の姻がめぐ

らされた，そして土居や多聞矢倉がその内にめぐらされ，四隅に矢倉が設けら

れていた。事11内の施設には玄関，遠侍，広間，御殿，休息、所，御亭， 1;街踊卸lレ川小l、!姐!'I

部屋' 大呑衆部昆，坊主部屋' 奏者者. 所， 料理月1[ . 台所， 上台所， 風巴足，納

戸，物置などコケラ葺屋根の諸建物が悠を接してたちならんでいた。乙れらの

諸屋の配列や構成は後述の永原御殿や京占fl 二条械の太丸およびニ之丸にみるそ

れらとほとんど同一手法で， わずかに間取に変化がみられる程度である。な

お，二条抜本丸郭では四階の矢倉の一つが五屈の天守であり ，ここでは天守が

なくて矢倉のみ存在したと乙ろに，両者の大きな相違がみられる。

上の本丸事11の掘外は空地をの乙して費支と矢来で外部と仕切られたが，南辺は

;11:)II{ 乙沿って矢来を くみ，川を掘に仕立てた工夫がみられる。そして西北部に

二之丸を附属し，宿泊l時の設営準備や施設の竹理とt " J 固のための賄所屋敷と夜

番屋敷が設け られていた。乙の二之丸施設が北j j ! こ突出する乙とによって，在

来直通していた街道が二之丸の北辺!ζ 沿って迂同させる道筋の変更が行われた

(第 2 図参照) 。

乙の水口城の施設はその後在容武士を江戸より派遣して管恋されていたが，

天和 2 年 ( 1682) 在悉j¥jl Jを廃し，大名領として加藤氏が入部し，その屑城にあ

てられた。そしてそののち加藤氏の転封，鳥居氏の入部，さらに加藤氏の再封



などの領主の交代があって明治維新を迎えた。現在，乙の城枇には建物はすべ

て消滅し，四周をめぐる掘，石垣，土居，がんぎによって往時の姿をしのぶほ

かはない( 第3，4， 5， 6図参照)

3i<原 ( 滋賀県野測君il 野洲町字永原) 永原は国鉄東海道線野洲駅の東北 2. 8

粁の地に あり ， 野洲lζ て中 山道と分岐したいわゆる朝鮮人街道に沿った来高5

で. 永原城枇( または永原御茶屋，永原御殿ともいう〉はその町はづれに所在

している。乙の永原の地は湖東近江平野の中央に位置し，戦略上の要地として

まず信長の注目するところになり ，その部将をして守備させ，あるいは上洛の

途次K はその宿営地にあてた乙とが知られる。朝鮮人街道とは江戸期の朝鮮人

通信伎の往来街道 IC 指定されたと乙ろにその名称、を発しているが，元来は中山

道とならんで古くから利用された街道であって，秀吉が近江八幡に新城下町を

建設するにおよんで整備されたものである。家康は京都への上 り下りの経路と

して乙の街道をたびたび利用し， かつまた永原に所領をもっていたと乙ろか

ら，その旅行f首泊のために ， 乙の地l乙宿館を設立したものであろう。創設年時

については，家康の永原における fEIIAが慶長 10年 ( 1605) までさかのぼること

ができ， Iまぽ ζ のころには一応施設がととのえられていたものと考えられる。

当初においては東西42悶，南北48間半の矩形敷地の四周に土居と掘をめぐらし

た本丸事1¥とその南方に桝形状に突出した東西35問，南北20間半の二之丸郭で村i

成され，本丸lζ は玄関，鎚之間，広間，対面所， 小広間， 御殿， 台所，小台

所，料理問，風呂屋，物置，蔵の諸殿がたちならび，東北，東南，西南，三ブJ

の角 lζ 矢倉があり ，南面中央l乙正門，東面南寄 IC副門が関かれていた。そして

二之丸は賄所屋敷と馬屋があり ，南 l乙門を聞き ，東，西，南の三面 lζ 本丸と問

機土居をきづき掘をめぐらしていた。と ζ ろで，乙の本丸享1¥の規模な らびに構

成を前1 : 1 ' ，の水口城のそれに比較すると ，規模の上では前者は後者よ りも劣 って

いるが ， 地ｾｊｩ ｬ ｪ の形状や施設の構成にみる手法はほとんど等しいと見倣してよか

ろう。そして前者が後者よりもその造立年時が古いと乙ろから ，後者は前者よ

P  り発展した形態を示すものといえる。なお，水口では究永 11年造立の新城! こ先

行していわゆる水口御殿が設けられていたが，乙れは永原とほぼ存立年時が併

行していて，その規模においても大差がみられないと乙ろから，永原の例によ=

ってその施設内容を推測できょう。

第 7図 永原御茶展時凶

<nll: 投当初の規悦)

つぎに，水口の場合と同織に克永 11年の家光上洛 IC際

して上記の永原御茶屋の拡張と修繕のための作事が行わ

れていて， その結果，本丸事1¥は西と北1ζ 大巾 [ζ 拡張さ

れ，東辺40間，南辺52間，北辺55間，西辺60間( 土居頂

上の塀長さ) の梯形平面に変化し，郭内施設には新御

殿，御亭，休息所，風呂屋が新造され，同時に既存諸家

の修理が行われた。二之丸も西方に拡張され，賄所屋敷

の大半が新迭されており ，そ して二之丸東南lζ 三之丸が

新造されて馬屋と常番所がおかれた。したがって，拡張

完成後の茶屋規模は創設当初のそれに比して著るしく増

大した乙とが知られる。先出の水口の場合とあわせ考え

ると ，近江国に所在するこつの主要な徳川氏宿館は寛永

11年を契機i己創設当初の規;模内容が全く一新された乙と

になる。乙のよう な幕府創業の初期lζ 造立された純設で

家光の代 lζ 入って造替された例には束に日光東照宮( 寛

永 13年) ，西IC京都二条城( 克永 3 年) の著名な例がみ

られ，いづれも当初の ものよりも施設規模が拡大され一

局豪華によそおわれたと乙ろに共通している。すなわ
第 8 悶 永原御茶屋略図( 覧永11年鉱張後の規隙)
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第 9図 永原級祉{ 本丸東辺の石垣( 右側) と掘hl:)

第10図 向上、 (オゆL北辺の石垣( 左側) ーと姻祉、本丸

郭内の酋半分は竹薮、東半分は関望書 れ畑地 11:

化している。

第11図 同上、 ( 木丸酉辺の土居)

40 

ち， 乙の乙ろ幕落体制が確立し，幕府権力が一応安定した時期 lζ 相当し，既存

の施設の面白を一新する乙とによ って，将軍家の権威をあらためて内外 ICli(I;認

させ，かつ誇示しようとするねらいがあったのではなかろうか。

上記の永原御殿は常時においては幕府代官戸詰I i 観音寺が管列1. していたが，貞

享 2 年 ( 1685) になって廃止される乙とになり，施設のすべてが解体撤去され

てしまって今 lζ 止めていず，7) <口 と同様，石垣，掘 ，土問のみが現存してい る。

上記の水口と永原lζ 争る将軍家街flt' iとしてのこつの城はまずその性格の」こで

一般の大名居城と相具していると乙ろに特色がみられ るが，しかし，城手sj 杉態

の手法からすればいわゆる平械の類型に含まれるものであって，ただ天守のそ

なえがなかっただけの相違といえる 。そして，大名居城とちがって，常時使用

され るものでなく 一夜の宿を提供する K すぎなかったので体裁はそれらに劣

り，木丸や二之丸K め ぐらされた石垣は土居が掘の水でくずされる ζ とを防ぐ

効果以上K でず，水面より高くきづかれていない，そして掘の土をつみあげた

土居と掘が主要な防禦措置にすぎなかった。なお，7 ) < 口では西北戸i矢倉と大T

門のあ る桝形K のみ背の高い石垣がきづかれていた。

また，本丸郭の掘うち土居の間数を二条城や名古屋械の各木丸のそれと比較

すると下表のようになり，

' 永 原 | 鉱 張 前 東 西 似 南j 凶 8.5問， 鉱 張 後 西 辺ω151，j 凶 民 間

水 口 I ( 御 殿 則 東 西 似 南 北 淵 ( 新域J 点 町3X 南北75間

二 条 | 東西，剛北各7即 f:

名 古 屋 | 糊 76問 × 耐j t 78問ω

7l<口，二条，名古屋の三城本丸事1¥はいずれも方形に近く，規紋にも大き な差

がなかったが，しかしニ条や名古屋では本丸をのぞく二之丸や 1111輸が本丸以上

lζ 大きな面積を占めたところに永原や水口との大きな相逃がみられる。つま

り，本丸事1¥の将軍や領主の居館の規膜においては上記四者にみると乙ろほ lまひ

としいと 見倣してよく， 常住と旅宿の性格の相異ーはその飽設規模の上で大きな

影響をもたなかったといえよう。( 勿論，施設内容の上では宿館の場合は夫人

や家族そして女中をともなわなかったので，それらの施設は欠けている〉。な

お，ついでにいえば，上記四者の本丸郭の平面地割はほぼ方形』ζ 近い点で共通

しているが，いずれも平地に建設された平械であったと乙ろに整然とした地割

を実施する ζ とが可能であ った。7 l < 口古城のごとく平山城のどとく丘陵を利用

して本丸郭の地割が行われたと乙ろでは地形IC制約されて方形または矩形の地

割をとる乙とは困縦であ り， 不整形平面を示すのも当然の ことであろう。

， 



水口や永原の宿館形式iι 関述して附言すると，閉じ近江国 le所在している近

世の土豪や代官屋敷のなかに同様な屋敷かまえがみいだされる。たとえば伊呑

郡小山村の土豪小山家iζ 所蔵される近世初頭の同邸掛股示す指君! とよると ，

方一町( 約53間四方) の地の問Jt.l le土原? をめぐらし ，そのうちに邸宅をいとな

み，土居外に同家の非血縁分家や故宮の屋敷を配置し，さらにその四周に加を

めぐらしていた。また草津市の7勺i i 1 i 観音苛・は寺院であるとともに幕府代官を兼

ねていたが，同寺lζ 所蔵される江戸中期ごろの指図によると = 束西5“5悶' 南J

‘  3ω0間の不専鞍在形の境内地の四周 iκι 嫡を， そして石長煩奇， ｾ鮫夜，釘掘 Ｑ をそのうち ｉに ζ めぐら

し ，寺 ｾ ｉ 内 ｬζ 阿弥 陀堂 をはじめ政所屋，主 ｩＺ 院 ， 附初 Ｑ が設けられていた。その表門

は長屋門 leて門前には石垣，高塀にて桝形を形成し ，一般の寺院とは兵なった

景観を今に残している( 第 12 図参照) 。乙の種のものはほかに山形県， 岩下

県，新潟県の土豪や代官屋敷にもみいだす乙とができる。乙れらの現存する資

( 5)  

料や施設の成立年代はほぼ近世初期どろのよう で，小山家の指図lζ 代表される

土磁の居館と 敏官屋敷の構成は永原茶屋の創設当初の本丸と二之丸の構成 lζ ，

( 施設規侠乙そ雲泥の相呉ーがあっても) ほぽ似通っている乙とを指適できる。

すなわち，永原や水口の将軍J . I}・用宿館の形態は土豪や代官の屋敷と二条城や名

古展城の中間規正実を示すものであり ，その素朴なヒナびた例が土豪，代官民9l X

であり，豪華K 修飾 され権力の象徴イじされたものが二条城や名古屋城であると

みる乙とができ ，いづれも同じ時代の支配階賠の住居形態として一つの手法 lζ

帰一するものである乙とが察せられよう。

君主 (1) 永原は厳慌にいうと巾山道の脇街道である伺鮮人街; n u : 沿った業務で，そのぷ細 1" 1本女に

後述した。

(2)  中井忠強民政「水口町絵図J 水口新城が寛永十一年 IC巡立されたときに作製されたもの。

(3) e.のI1日数はj J l Jm当初の計i i ' o を示すものと考えられる「な乙や御誠之術関J ( 中井忠7官民

雌) u: 侮った。なお，四者と &I c- I Is は 6 尺 5 寸である。

(4) 下f川櫛「大関検地論J ( 昭和32年 12月，お茶の水t ! l E耳刊) 所収指図

(5) 小倉強「村裕の形態Ｍｾ方 ｦ ｊｪ 百 般の味落 ｊ ( 円本建築学会研究報告第27号，悶和2鮒 ' 5

月)

須藤賢「越後の環濠屋敷J ( 日本文化鼠土;把茸¥4巻市部総所収。昭和31年 2 月，河i J hlF防

相J )

附記 。 * 摘における水口と永眠の各宿飢規模については京都府庁と 中井忠富民民所泌される 11101 1

'I t家文型? に拠った。 IJ. お，村田治郎防士，川上口 「永原銅l茶屋の建築J ( 目，j . : 迎築' J <会i論

文被告集第58号， I悶lfl33年 2 月) を併せて怠! 砲していただきたい。

( 常者京都大学工学部助教佼)

re12阿 世f浦観音寺表門
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郷 土 の 城

明 石 城 聖子 地 修 左

4・

延享 3年の明石城図 ( 島田r . 時「明石域J ｉ ｾ よ る Ｉ

A  @ ふ'
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明石城は別t名を立ー春hJlGと I呼び( 住 1) ， コじ

利 3 年 ( 1617) 小笠原忠点のために岳父本

多忠政( 姫路滅セ) の築くととろと伝え

る。

と乙ろで忠良は在滅する乙と僅かに 15

年にして党永 9 年 ( 1632) 堂前小倉城K 移

封された。その後，城主は戸田必平 ( n永

10年より寛永 16年にいたる) ・大久保( 1 ''': 永

16年より盛安 3 年にいたる) ・藤井総平( 盛

安 3 年より延宝 7 年にいたる) ・本多( 延

宝 7 年より天和 2 年にいたる) と代り ，天

和 2 年 ( 1682) 樹新!大野城主松平日当: 明が入

城し， 1! J . j 治制繍まで 10代 186 年間，他自ij 必

平家のj苫城となった慌の。

かく歴代の城主が徳川家の直系かf.¥¥l門κ

つながるものであった乙とは，幕府が姫路

城と並んで，この城を西国の備えとして重

視したからであるとみてよいであろう。

注1 r磁器J は「賞者」のt去をとったもので「口主は

仁を以て政を行わねばならず、あたかも務の1;1木

を育てるととく 、4警を賞するをJ ' t ぷ」の怠で、貨

を ｾｒｈ えた色のという。

注2 小笠JJ;( 忠良が移った後、 1年間は姫路城の本多政

勝と本多忠磁とが交代で明石域を守った。

制築のくわしい事情は逃憾にも不明であ

るが，総張り凶その他僅少の資料をとおし

て愉版だけは，ほぽ知られている。大阪互

の陣の功を貸して，元和 3 年 7 月 ( 1617)

排尿fは小笠原忠良を乙の地に封じ，明石美

畿の両部において 10万石を与えた。時K 忠

真は年なお22才であった。いったん高山右

近の旧城( 船上減) に入ったが，周年 11 月

幕府の命によって新地を相して築城する乙ととなった。

そ乙で忠点のために，岳父本多Jぶ政は後見となり ，親し

く現地について縄張りを考え，また監督の任にも当り ，

幕府もとくに村越三右衛門吉正を派遣して作事のことを

担当せしめた。経営前後 Ｓ ヶ年 ， 元和 Ｕ ｾ ド Ｘ 月 Ｈ ＱＶＱＹ Ｉ

l斗よ一応の工を了え，10月12 1: 1に新減lζ 移 従 し た と い

う。なお楽滅』ζ 用いた材料の大半は三木城や伏見城を乙

lまった古材であったというから，かく短期間に工をおえ

得たのも ， 一つには ， 乙うした目 ｊｾＧｭ があずかつて力あっ

たのではなかろうかと思う 。

3  

城地u大蔵谷の北方から西へο ろがる丘陵の西端tι あ

り，南は附近tζ 明石海峡をひかえ，西 lよ明石川の流れに

のぞみ，、ド山滅のうちでも最も地の濯を占めた一つであ

ろう。稀府が命じて，乙の地lζ 城を移さしめたのも，ゆ

えなしとしない。船上城祉の地] 引ζ 比較してみて，とく

- ，，ｾ＿＠ 吋 叫 叫 い ず 党 ミZ

TJ J ; tj d Lij 
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明石城と城下町 (神戸大学建築学教室政)

4  

城廓の構成，j ，挿図を参照すれば判明するであろうが，

つぎにそれについて少しく点検してみよ う。

まず内手q¥である。台地の西端に 「本丸」を築き，その

西iζ 一段低く「稲荷郭」を構え，東に「二の丸J ， rボ

の丸J を配し ，さらにその東方に千石掘をほる。台地の

北にそうで「桜堀J をうがち，その北方に「北の丸」を

設け ， r北の丸」の西方「悶IJの池」 をへだてたと乙ろか

ら「稲術事1U の西方κ か け て 「山里郭」 がある。また

「本丸」から「東の丸」へかけての台地の南方下κ は一

段低く I南帯郭」を構え，その南方一帯 lζ ひろがる「三

の丸 l には，西半l乙「居屋敷郭」を設けて城下の居館を

配し，東半には「胤米飯」その他をおく。

掘は上記のもののほか， r居屋敷郭」の前面をめぐっ

て「内J I t i l J を設け， r北の丸J ， r山里羽U および「三
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の丸」の外側を取り凶んで「中堀」を配し，さらに「山

里 郭J 西方の「中姻」と明石川との聞から始まって南へ

のぴ，西国街道の北側11から東へ曲り ，相生町の北側で北

へ折れて「外堀」を作り . i外姻J 内を子高士の居住に当

ててい る。

まととに巧妙をきわめた車11張りである。 そ れ に し て

も，乙うした純張りのあとを細かく見て くると . J : R方の

備えに対して， とく κ Qを用いたらしい乙とはl i (fi かlζ 宕

取される 。小笠原が江戸 lζ 向う東方の城地をあまりに入

念、lζ 構築したために務府のきひK ふれ，小企へ移された

という伝説が後世生れたゆえんであろうと思う 。

ついでに一言したいのは天守の乙とである。本丸 の凶

端』ζ 東西 13閲 5 尺 ・南北 11間の天守合がある 。 が，おも

しろい乙とに， 乙うした台そ造りながら ，実は天守の造

営は見なかったのである。元和えん武の影響をうけ て，

そう な ったよう κ 怠われるのか，な んと な く否- 人の興味

を党えさせる。築城史上また看過のできない点であろ

っ。

櫓 ( 天守台より みる)坤

現イ子する辿檎は，わずかに絢 2 練と門 1 M! である。

JIIJ省は「巽地」と「賄 i他」の 2 棟で， ともに 3 重 3 階

地である。タ|部は総塗官官になり ，内部は各階を 1 室とし

ている。各霊の落ちは概して上層ほど大で，安定した容

盗をもっ ている。試みK 落ちを表示すると ，つぎのとお

りである。
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i Ul 立年代は i児らかでないが，瓦や軸部材料からみて，江

戸初期として大過あるまい。その後の修理についても ，

つまひ' らかでないが， i同1檎J Iζ は元文: 4 年 ( 1739) 修

jlJ l の鐙告:や棟札があるから〈注) ，その際 Pl ド槍」は相当

の修理を受けたものと思われる。

後者は四胸l門で，今「月照寺」の山門となっているが

もとは「居屋敷物」の「切手門」であったと伝えてい

る。建立年代は明らかでないが，様式予法から推すと，

やはり櫓と同時の建立にかかるもののようである。

tl: ( イ) 初m大集墨:;lf

元文四巳ぷ六月円

御憎修寝有之

ｴｾ ｩｬｬｽ Ｔ 苦行吉村八 ＮＯｩ 袖 ｬ 門

向 日 付 松 村 正 八 郎

町 内 田 勘 平

|司 佐 藤 文 左 衛 門

子 大 工 河 ) t 平 山

ha 小巻空ｾ平前

向 西 川 酷i 七

( u)  llI! .f L  

石m水 元文ニ二年

司t修糧不動護摩供御紘内安全祈所

八幡宮 五月吉日

B  

乙れを要する lζ 維新後いちちe るしく旧態を損じたが，

なお「本丸」をはじめ「二の丸J ， i三の丸」以下多く

の郭がそのまま残され，城の構成がよくうかがわれる上

lζ ，櫓 2 練と門 1棟が残されていることは，城の泊、機の

数少ない中で，また食重な資料といわねばはらなし、。

(常者 神戸大学工学部教授 ・工問)

4. 巽 櫓( 土の門より みる)

5. 切 手 門
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郷 土 の 城

郡 山 城

河 東 義 方

文禄 Ｕ 年当時の減事ｾ断凶

昔の奈良の郁は大和平野全体にわたった大平城京であ 供出せしめた

ったが，その南端の薬園荘が分立して郡山の庄となり ， 文 ｲ Ｇｾ 5  "r 地団長盛 入 ｾｊｘ ，外回りの惣加 工 事着

ユj L 城の末期 I CH日山の町が誕生したのである。 工，ｾ主 事 ｹ ｬ は解体して伏見城 ｋ 移築

当時の城は土豪の館が発達したもので石危もなく ，J市 元和J 乙"1'_ 大阪夏の降で城下焼失，城内畑とな

凶lζ 多少の堀!<Jをめぐらし ，土塁で図み，1i 所1[. 簡単な る。水野日向守入城，居住の二の丸

格があった程度であった。 三の丸等復旧，天守閣は再処されず

天正 8 年，一国一城の令 lζ 基いて多くの城が整狸され 終る

たが，郡山城は政治的には京都に近く ，また大阪城の藩 明治 2 年 柳沢保申のとき務籍奉還，奈良県の

城として重要であったため天正 6 年，筒井順皮によって 所属となる

近世的な城草ylが計画 された。
当時，石i氏以ーが付近にないため，古い寺々の礎石，五

大体の築城の経総を拾 ってみ ると次の通りである。 輪，石仏等が容赦なく供出され使用されている。

天正 6 年 7 月 筒井I1原皮によっ て縄張り 天守台に自然石で ， 野面積Ｈ 牛 努事ｾ Ｉで 石垣の外観は

"  
7 年 8 刀 廃城となった多閉山域の大石を運搬 大変乱雑で荒れて見えるが，石垣の奥行は深 く内部でし

9 什: 5 月 J奇工，ｾ 長 良の大工を招集 っかりと組合わされて，容易にゆiれない堅牢第一の築石

"  
8 月 信長の命によって，明智光秀工事の 法になっている。 その石垣の中に混って党字のあ る石等

指導1[. 来郡 が見受けられ，とくに東北角には羅城門の礎石と伝えら

天l E 1Hド4 }=j 天守閣を急造 (世相不安〕 れる見事なものが三基ある。松香石でくり 出しがあり天

"  
13年 8 月 ; 立臣秀吉の弟秀長入城，大修造を加 平時代のものである。その北側1[. 花岡持で造 った石仏が

える 無造作に積み込まれているのは面白 いu

"  15年 3 月 紀州根来寺の大門を移築して城門と 石垣の面が荒れて隊問があり ，鎌倉時代の地厳毒事が逆

する さまにはめ込まれである。それが現代に至 って「逆さま

"  "  
8 月 春日社の J .k屋川から 大石を切り迩搬 地蔵」としてお参りが絶えない とは，どこまでも皮肉で

する ある。 なお柳御門， 鉄御門の要所も野面債で，いずれも

16年 6 )J  奈良一体の寺々の磁石庭石の大石を 大きな! 謎石が使用されてい る。
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現 在 城 魁 の 見 取 図

わが国の仏教美術史上， 記念すべき重要な石造物が，

石垣として多く用いられているととは， l J j I 山城の一つの

特色であろう。中世的な信仰が一応とどめを刺され，新

興勢力の力強さが， 乙乙』ι 感じられて面白 L、。

12臣家在城 10年の後をうけて文禄 4 年，増田長盛が入

城した。 だんだんと家中も増し，約 1 万の城下町に発達

したので，長盛は乙れらの町の外国りに外濠を築造して

j I 可全体の備えとした。

秋篠川を付替え，一部その 川跡を内泌に利用した。

南は箕山を限り，西は丘陵の断崖lζ 二，三の溜池を利

mして乙れを連絡し，北は凹地に沿 って惣姻が巡らされ

た。総延長50町 13間におよび，内s ! I J f C 土塁を築き外側 lζ

掘を巡らした。土塁の大きさは場所によって兵るが，

凶，南の丘陵を利用して，とくに雄大である。

今も老松生い茂り簸の笹なりをさ く景色は壮j絞で，昔

11 の跡を物諮るものである。

城の中心である天守閣はl順慶! 時代に上棟， 乙れそ秀長

の時代に拡張整備されたが，途中地渓によ ってjおれ，そ

の後は江戸時代K も再建さ れなかった。

当時の天守閣は三屈であったことは明かであるが，凶

面等は残っていない。

域事11の規模は， 今 t乙残る本丸， 昆沙門， I出輸， 法ftljj

事11，二の丸， キリン郭，絡事11，玄武事11，五軒屋敷，三の

丸を包 む内濠等である。

要するに大和郡山城は建築としては， どく初歩的な荒

削りのものであった乙とが想像され，石垣にしても組維

な組石税で，仏像写f の既成石を近郷より供出させてまぜ

使った堅固第ーのものであって，名古屋城とか姫路城等

の精巧さには比ぷべくも ないが，ただ 中世の館より始ま

り仏教盛衰の歴史を持って，) 頃民，秀長，秀保，長盛の

4 代20余年の聞に主とし て完成された特色ある城として

研究に価する 。

したがって永い歴史の 中には， これにまつわる伝説も

多い。また最後の城主柳沢保申は有名 な赤j白焼の増産と

か金魚の主主1 . (¥等，郷土繁栄に貢献した乙とは有名であ

る。

(昔E者 大阪郵政局建築郎長)

キ充

株式会社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 怠

大|板市' I i 区」訓J ; : I ノ l l (井池筋〉旭j下ビ J レ3 階

電 話 ⑧ 3606 ・4089
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歩先

近どろ旅行すると . 先年の大戦』ζ 燥撃されて，その郊

市とともに消え去った各地域下町の天守閣がいつの聞に

やら復興されて，車窓から眺められるのに驚く乙とがあ

る。軍国主義の名残りとか象徴とかいって顔をしかめる

人もあるが，われわれは，その ものの造られたl時の目的

とか; 臨床善悪とは別1 ( ，何か生きた歴史の流れと ，当時

の社会や人々の息吹きを感じる。東海道線を汽車で京都

へ知る夕焼雲を背f去にして，丘陵上に鋒え立つ彦根械の

美しさ ，穏やかな近江平野の湖畔風長とともに夢のよう

に，う っとりと させられる。彦根城には全体として，ど

乙か姫路城lζ 似たと乙ろがあり ，夜汽車でボ海道線を下

り，朝，限をきまして，ふと，乙の城を見て姫路まで乗

り過どしたのかと思わずびっくりすることもある。

名古屋城の天守閣が再興されて，今まで何か物足りな

かった名古屋の風是正が，またよみがえったようである。

西の方では広島城の天守閣が再興して，今まで永い間，

死の街のような悲惨な感じが多少救われたような気もす

る。あるいは天守閣より戦災家屋の復興が先だという意

見もあると思うが，悲惨な都市の雰囲気が乙れで多少と

も救われれば，乙れもまた決して無駄ではないだろう 。

不思議なのは岐阜城の天守閣である。市外の金華山上

にあり，汽車の窓からよく眺められたのであったが，い

つのまにか忽然とｾを消した ｵ 怪火で焼失したとかで岐

阜の風j誌が急に淋し くなった。しかし，間もな く復興さ

れて昔日の観鋲ーを取り戻したと思っていたら= また消滅

した。再び怪火で焼けたという。原因は無知な人間の放

火ともいわれる。城の大敵の随ーは，現在の性tのrt では

l点燥などは別とすれば白蟻である。何しろ越磁の土中を

j根拠地として，大きな城全体を白憾の栄il にしてしまう

のだから地らない。全国各地の城で白蟻の被害を家らぬ

ところは殆んどないといってよいほどで，その最も甚だ

しいのは尚知城であろう。最近の修理工'J . 1 で苦心惨胆し

て対策を講じたそうであるが，大変なことであったらし

し、。

記述が前後したが，火事は現在の滅郭逃構で白域以上

の大敵で，代表的なその例として四国の松山城と 北海道

の福山城( 絵前追分で名高い松前城) ，松山城は現存す

る城寺ql としては，規模においても三回の天守閣以下，櫓

ゃ門塀など20数棟を現存し，姫路城や彦相" - 城等 l乙次ぐ霊
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要な城事11追椛であるが，近年相次く怪火( 多分放火) で

多くの泌物を失い，福山城も同様怪火でしばしば被害を

うけて， とくに福山城の諸建築はほとんど全滅Iζ 近い状

態に陥った。

現存する城事11で最も古い巡構は犬山城である。 木曽川

の流れκ 臨む断崖の上』ζ 築かれ，白帝城とも呼ばれてい

る。もとi : I ! 田信清の居城で，その後数代城主が代り ，現

存の天守閣は院長 5 年』ζ 石川光吉が美濃の兼山城を移し

たといわれている。兼山城は天文 6 年IC斎藤大納言正義

の築造と伝えられ，現在の城には当時の様式が相当に と

どめられ，全体の] 仰とおいても，部分部分の様式手法に

おいても天文創建と考えられる古い部分を多く遣し，木

曽川の風光に一段と光彩を添えている。

古い城の辿構に対して，その ｴｭ ｦ，ｾの最も立派なのは姫

路城である。

姫路城の創始は元弘 2 年( 今から 628 年前) 赤松則松

の時といわれている。後年，羽柴秀吉が三! 毘の天守閣を

築き，次いで院長 13年lζ 池田締政が鉱築した。乙 れが現

在の姫路滅の主要部分で，その後，徳川氏の時代になっ

て本多忠政，松平忠明，榊原忠次以下領主が代り，最後

lζ 究延 2 年に酒井忠恭が入城して以来10代にわたって酒

井家の領有として明治 lζ 至 っ た 。 ; ! ＮＡＧｾｴ＠

その本丸天守閣のあると乙ろは姫山と称し，西の鷺山

には本多 ｪｬ ｪＺｾ政の代 ＱＨＮ 成った西の丸櫓がある。以後松平 ，

榊原等領主が代り，最後に究延 2 年lζ 酒井忠義が入城，

以来約 10代にわた って続き，明治の落籍奉還となっ て現

在IC至った。

姫路城の美しさは何といっても，この大天守閣を中心

として，その西北に速る三つの小天守を以てする ，いわ

ゆる述立式の構成，高い石垣上』ζft える白壁の大悠築

と，その裾を二重三重K 取りまく各極地や門など展開す

る大観j } " ; t にある。また現在は風化していて，ほと んど判

らないが，表大門lζ 当る重層の菱の門には 容 の 格 子lζ

漆を塗り飾金具をちり ばめた痕跡があり ，当初の豪華さ

を偲ばせるものが認められる。

乙乙から西へ山陽線に沿うて行けば，以前は岡山城か

ら福山城な どの名城があって旅情を慰めるものがあった

が，広島城同様に戦災で失われ車窓の続長が淋しく γ

り，ただ岡山市には，本丸の位置から相当離れた位置κ

-ぃ
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ポツンと孤立して治された月見婚と ，福山T1Uζ 伏見三層

椴と呼ばれるものが僅かに遣されているにすぎない。

ただし，倉敷から伯備線を北へ入ると備中高誌に高梁

城，本名は松山城という，乙乙 !C二府の天守閣と櫓が一

事11，他』ζ 土塀などが残されている。乙の城は松山と l呼ぶ

山の頂上にあり，高さは京都の大文字山ほどであるが非

常・に急な山で，それに山肌K 笹の葉が繁っていて，乙の

笹lζ 滑って靴ばきでは，なかなか主まれない。乙の城は羽

柴秀吉が中国征伐のとき，抵抗が強くて攻め抜く乙とが

できず手を焼いた滅といわれている 。そのとき山肌の笹

の上 !Cil11をj散き散らし，乙れ! と滑って登る乙とができ

ず，万一登れば火を点けて火攻めにする計l略だったとい

われている。乙の高梁町は高深川の美しい清流が流れ風

光明閣で ，11町並の家々もよく整い，落着いていて，ど乙カ・

京郎胤のととろがあり，小京都の別名もある。乙の町中

』ζ 立派な古い土l銭が一線ある。高梁城築城当時の逃椛と

推定され，土l践の遺構としては全国で最古と推定され

る。その四方の厚壁は泊壁と称されるもので，同様の壁

面が姫路城の本丸の入口に一面だけ残されているが，高

梁町のそれと照合して興味深いものがある。

一体，土蔵なるものの歴史は割合に新しく，j f ! 物とし

ては普通は江戸時代以降のものしか知られておらず， 一

般には二条城の本丸等に現存しているのが最古のものと

されている。

土械が一般K 造られるようになったのは江戸の大火が

再三あり ，i I 町家の屋J授に桟瓦主主が次第に用いられ，それ

う 俗 、

と平行して，字立と呼ばれる一種の防火壁が普及してく

る。乙の乙とは京都の町を描いた絵凶をできるだけ多く

集めて年代! 駒ζ 並べて見ると ，よく判る。すなわち古い

| 附の町家のほとんど全部に近いものは板屋根または詰

立民自に石をたくさん置いたもの，乙の頃でも富山県や

新潟県の海岸沿いに汽車の窓から眺めると ，よく判る。

その他不便な地方には，いくらでも見られる。

寺院の瓦母屋根や厚壁は本質的には同じ: なl床はある

が，多少事情は異り，城事11の厚壁と瓦t HCは防火と外観

の威容との両面の意味があった。

城の石垣石組みは本来の主目的は! 勿禦であり ，高く築

いて敵鋳を寄せつけず，また堅固を旨として安全を保つ

姫 路 減 天 主 閤

たのであるが，その築き方は非常 ICむつかしく ，そ の技

術の板本lζ はオランダ人などの助言があったとも考えら

れる。かつて姫路城西の丸石垣の修築を見た 乙とがあっ

たが，個身の石はそれほど多くはなく ，その石積みの議

ごめ

込IC非常に入念な配慮が加えられているのに驚嘆した乙

とがあった。

地方IC行くと ，よく古城の遺跡がある。かたはらに草

々の花諮るらく亡びしものは美しきかな，と藤村の詠ん

だ小諸城祉は石垣だけが残存して何百年，ま だその石垣

の石目は微動もしていないようである。会津若松城祉の

石垣，近いと乙ろでは関西線沿線では亀山城祉，一見粗

末に見えるような小石を積み重ねた綬勾配の広石垣が起

草の繁るにまかせなが ら，ほとんど狂いを見せていない

のである。

石垣ばかりで肝心の城がお留守になったから申しわけ

!C一つ二つ記す乙とにする。姫路城や彦厳城など，立iJR

な天守閣や諸ｾ色諸門を完備した Ｍｴｮｅ の城郭では，その天

守閣や檎の形状は上下よ く均整がとれていて， 全体の形

も完好と云いうる。しかし熊本城の宇土櫓( 現天守閣)

や松本城の天守閣には，その輪廓lζ 直線的な磁さが示さ

れているのを感じる。茶釜を例にとれば利休式に対する

石州tnEl ζ 相当する ような感 じ，日本画でいえば狩野派IC

対する長谷川派とでもいいうるか，城廓をーの造形美術

とすれば，乙れも流派による一つの特徴といえるかもし

れない。 33. 7. 8 ( 筆者京都工芸芸繊維大学教綬 ・工博)
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随 想

山 陰 山 陽 の 城

佐 藤 重 夫

幼い頃から ，遊び場tζ 仰いでいた郷里の城は，細かな

乙とまでよく知っているはづなのに，一度戦災で失って

しまうと，そのなつかしい姿はただ拶のように浮んでく

るに過ぎない。一昔前というには，あまりにも甚だしい

移り変りの現し世を，怨むともなく想い返してみると

き，落着きも取戻したという現在ではあっても ，私は浮

いた今の日本の状態にある 空虚をなんとなく悲しまずに

はいられない。山陰山陽の各地 !C残存していたお城K し

でも，われわれの父母や祖父母の限には，維新前の体様

を背景として，よほど空虚に写っていたに相違ないし，

それに似たような望郷とか懐古とかいう乙とは，誰の世

にも忘れられないものであるに途いない。とはいっても

近時，観光という目的をも って，天守閣が各地に建てら

れて来たのは，一体どういう乙となのであろうか。乙れ

は復元( 科学性) なのかどうか，私には判りかねる気持

が桜っ て， まだ未解決であるのだが，所詮，焼け落ちた

城は心の内に既になくなっ てしまい，幼い頃あれほど親

しみ，遊び場にさえ考えていた親しみある城というもの

は，城 IC附随した七不思議などの語り草と，それを互の

タ活や童話に聞いた頃の生活とともに，よい; 部分をも既

にそっくり失ってしまっているのではないかと思うと，

城は城でも ，すでに形のみの美観のように恩われてな ら

ない。グロピウス氏は大阪城を木造であったならと嘆い

ていたが，何か心tζ 通う気持を味わないではいられな

し、。

山陰筋には松江城が天守を残存せしめ，乙れ乙そ美し

い極みとして， その個性を大切にしたいが， 鳥取の山

城，萩の城，完備した美作津山城，浮滅として美しかっ

た三原の減は維新にすでになく，岡山，広島，福山等の

山陽筋の大きな減は，乙とどとく今次の1践に失って しま

った。 今，t ' I i . かに松江城と備中松山城( i l ' i i梁市) ，岡山

の月見櫓と凶ｦＭｾ魯 ，福山の伏見織 と城門等を残すのみで

広島減はコングリートで一応外観は復元されたという淋

しさである。

たいていの城下町では正午に太政とか鐙とか，明治ヰl

頃からは午砲が刻を知 らしていた。私は岡山で鉱楼の捨

鐙打三つの時報を朝な夕な，昼となく夜となく聞きつつ

育ったのであったが，街は今はメロディ 一一サイレ ンK.

明け暮れている。洋服と浴衣を若た生活の乙とを思う

と ， われわれの生活の中には，いろいろの複雑なｾ索が

含まれていても檎わないし ，一方，不可解な気持に包ま

れないでもいられなし、。また，これが良いものを採り入
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れるという点からみた，われわれの長所でもあろうが，

結局お城も ζ れと似たような気持であれば割切る ζ とも

できるのであろうかと思われなくもない。

しかし何はともあれ，多 くの城のj巴のよさとか構成的

面白さには双手を上げて質成しないわけにはいかない。

山陽道第一の姫路城は他に語られょうから別絡とし

て，比較的に古い城郭建築を代表した間山城天守は不整

形な平面とその形の内 |ζ 強い安定した姿を見せ，乙れが

後楽園の景色の一部になっていたし，伏見城の治構を多

く持つ福山城は，後期の垂直的な白亜の天守をもってい

た。天守乙そなかったが，三原の城は濠がすべて潟! 入り

で，白亜の壁と数多くの櫓がついて，海より見えるその

姿は，山陽鉄道が城を二つに割って横切るまで夕陽に映

えていた乙とは，父な どのよく云い伝えていたことであ

る。比較的小形の天守をもった広島城は軍団屋敷の向う

に仰がれ，明るい瀬戸内海の景色と対際的に黒ずんでし、

fこ。鳥取の滅，備中松山城は山城として，とくに後者は

著名であり，石垣の立派さは津山城の完備とその残存を

もって誉としてよい。また石垣の強さと傾斜の工夫では

萩城や三原城は著名であり ，水攻めで著名な高松城( 備

中国) は，ほんの小さな械ながら，その悲しき語り草を

今に残している。乙のほか中世の城E止としては備中庭瀬

の撫川城など今も石垣と濠を残存し て古械の跡をしのば

せている。しかも水攻めの高松城の水留め堤防は，やが

て土木工事に自信を持たしめて浮田堤を起工せしめる ζ

ととなり ，乙れは江戸期に入つての海面千妬にその技術

が発達し，現在の千妬開発の磁をなしていて，蒼海変じ

て黄金のJ)<. 回とな ってい ったこ となども城に関わる乙と

なのであった。

それにしても欧州の多 くの古城を見た私はグィオレ

- ・J レ・デュックがよく復元したという南仏カ J レカッ ソ

ンの中世の古城1 ( ，その復元復旧の完備さを見て，外人

の徹底さに感心するとともに，しばし迫追を禁じ得なか

った乙とも思い出される。城の復元も日本では，生活内

容の点と問機』ζ なかなか難かしし、。しかし，もしできる

乙とならば木材で普通りに作って，その上で郷土館κ 用

いるというようなわけにはいかないものだろう かと も思

う。観光に性急に直結して考える ζ となく， 101.[': ， 20年

をかけての復元を，われわれの良きものを残す窓味で号

えて行くべきではないだろうか。われわれが餅や上司t

!C，また陶器や彫刻，絵画 i主主主築lζ 誉とよさを今も ftf

ちつづけて行きたいと同様に，日本のよいもののーっと

しての城という建物の保存と復元と発揮を望んで止まな

い。貼石でない石垣と同様に，もののよさという深い感

じは，やはり ，せめて城にくらいは残しておきたいよう

な気がしてならない。むやみに急ぐことな く復元を待ち

たい。ライト氏は個性の強いものは永久に新しいとい っ

たと伝えられているが( 藤岡博士 ・城と城下町より) ， 

乙ういう建築の誉としても，ほんとうによく考えてみた

いものである。 (筆者広島大学教佼)
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お 城 談 義 (石 と 堀〉

城については全くのしろうとの私が編輯委員なるが放

に，紙面を汚す乙とをお許し願いたい。 i伊勢は津で持

つ，津は伊勢で持つ，尾張名古屋は城で持つ。」という

のは誰にもよく知れ渡った対句だが，私の古い記憶の中

に先輩の「いやそれは石はツンで持つ， ツンは石で持

つ，尾張名古屋は城で持つ，が本当であって，ツンとは

石と石との聞につめる模石である。」という建築家らし

い一説が思い出された。そのn侭はさておいて，城とい

えば石垣はなくてはならないしろものである。城祉とい

えば建物は残っていなくても石垣だけあればよいのであ

る。また乙の石については大阪城のように大石を以って

有名なものもあれば，大和郡山のように古い仏像等を積

んで歴史を以っ て有名江ものも あるが，つぎに，城とし

てなくてはならない大切なおが乙のほかにもあるという

ことを御紹介したい。

あるお城の石垣が風水害のために JjjJ れ落ちたことがあ

る。そ ζ で担当の技術者は乙れが修復工事を出したが，

その仕様容によると石垣の石は崩れ落ちた石をそのまま

使用し，その中に入れる裏込の栗石は何と しても不足で

あるので，相当数をその山驚から 130 メート J レの高さま

で運搬しなければならなかった。その見積りは相当に上

るので入札をしでもなかなか落札しない。頼まれでも誰

もやり手がなく，その担当技術者は因ってしまった。と

とろがある業者がこの儲からない工事を引受けようと申

し出たのである。それには一つの条件があった。その条

件は「架石はその山で採集できれば取らして貰いたい。

その代り元通り直して置く。」というのである。しかし

見たと乙ろ，その山は赤土で栗石らしいものは少しも見

当りそうもないのでど乙から採るかと聞くと ， i それは

工事を引受けてから申し上げます」といって種を明さな

い。まあいづれにしても乙の難工事を引受けてくれるの

であるからとて，その業者と契約を結んだ。ところがい

よいよ工τ知ζ かかるとど乙から引張っ て来たか一人の白

髪の老人を現場lζ 連れて来た。その老人はまづ本丸のー

/ 門の少し離れた草叢を指してこ乙掘れワンワンとはい

わないが指図をした。そこを掘って見ると ζ わいかに コ

パンのような手頃の栗石が沢山に出て来るではないか。

とれにはその技術者も恐れ入ったという実話である。

もちろん城の戦争は今で考えるように科学的ではな

い。城壁にあけた窓は石を投げ下す窓である。いよいよ

河 東 義 方

敵が近くなり石垣をよじ主まって来る時は矢も楯もたまら

ない。石を投げて戦ったものである。

そ乙で城{ζ はそのーノ門，ニノ門の内外K ，手摺ijlji と

しての手頃の栗石が沢山埋めてあるのが普通であって，

たまたまその場所を武士であった乙の老人は知っていた

のである。近頃乙んなボロイ告書けはないものかと涼しい

話である 。

つぎに堀もまた城κ はなくてはならない大切な要議で

あっ て終戦後乙の掘! ( 蚊がわくので，進駐軍が文武の道

を断って埋立てよというので，風光明嵐を削いだ話もま

だ記憶に新しい。その掘もまた戦には防禦線として大切

である。と乙ろが乙の掘と申すは深くては激ぃ'e疲れ不

覚をとる。浅ければ歩いて渡る。そ乙で浅くして泥土を

つめ，歩けば足が泥沼の中 IC入ってしまい，7 ] < は少くて

滋ぐにも激げないというのが婦の効能舎であって，はじ

めサンズイの湘がいつか土へンの掘の字に変ったという

語原学者のマユツパものも出て来るわけである。

婦は土木工事として河川の付替によって，城のみなら

ずその城下を談り，さらに潅級用水l乙も考慮され，J)<. 聞

をつくり民民のためにもなった乙とはもちろんである。

しかしわれわれ建築家は乙の掘を埋立てた閥、に建築す

る乙ともしばしばあって，放に迷惑を蒙る ζ とが多いの

シ ロ ー ト

も城跡の悲しさである。また付替えた河川のために，洪

水lζ 見舞われ人命を失う乙 ともあ る等，械の影響すると

ζ ろは大きい。とまれかくまれ，最近は観光の一回J とし

ての城の復旧が流行して来た。乙れについてはわれわれ

建築家は慎重に心すべき幾多の事柄のある ζ とを銘すべ

き で あ ろ う 。 ( 鑓 者 大 阪 郵 政 局 建 築 部 長 )

- 特 許 防 火 シ ャ ッ タ ー 全 般

(@)) ｣ｾｬ 悶・ 需品
、4 、' オートマ チック

盟 小 俣 製 作 所 大 阪 出 張 所

( 旧回中ν ヤ ッター)

奈九市立弓戸番 町官 f 5t 雪941d

東 京事務所及工場 ・東 京 都 北 区 田 端 町
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大 阪 城 を 中 心 に し て

石 垣 と し ゃ ち ほ こ の 話 を き く

一一一一 波 江 悌 夫 氏 を 囲 ん で 一一一一
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と き 昭和33年 7 月23日

と乙ろ 本 会 談 話 室

石 垣

司会 とくに大阪城を中心IC，波江さん， )1旧 さ ん の 思

い出話からお聞かせ下さい。石垣の乙となどについても

どうぞ。

波江 あの時，関市長から突然お天守復興の話を聞かさ

れた i時は， 実 IC意外だったんだけれども，市長の話で

は，できるだけ大阪，京都の学者を顧問にしてやってく

れという話だった。私としては燃えないものを建てたい

という考- えを強く持っていた。鉄筋なら木造の形をその

ままに残せるからね。また ， あの時代lζ 8 階まで木造の

架檎を組み上げたという乙とは， 日本の城楼建築史から

い ったら非常 iζ 驚異で，世界に誇るべき当時の建築技術

ですね。しかも出来上 った天守閣および櫓は寺でも御殿

でもない，やはりお城という一つの形式美を ζ しらえて

いるんですね。伊東忠太博士も，信長の安土械など，宣

教師が向うから来ているから何か外国の技術を採り入れ

たのではないかという考えをもっておられた。と乙ろが

当時の記録と宣教師の報告文を見ると，日; 本の芸術家の

造り 上げた独特のもので，宣教師』ζ 信長は欧州にも乙ん

な城楼高閣があるかと聞いてい る。そもそも天守閣は金

閣，銀閣から来ており ，地方の豪族が将軍のII 似をして

閣を起した。建築技術からいったら京都を中心に木造の

相当の芸術家がいたんですね。それが招かれて腕を振る

った。

52 

さて， 信長が永禄 7 年岐阜lζ 入り，岐阜城の経営を

る。そして 11年 K 京都に出て行き ，将1 l I 義昭のために早

速，二条城の築城』ζ かかり 石垣工事をやった。岐阜滅の

本城には二階建の殿館の上 に閣を起したから ，三! 百四重

の天守閣であった。金華山の上にも二居三重の闘があっ

た。と乙ろが長篠の役で武田氏を破ってから天正 4 年 ，

安土城の経営にかかり，三年にして完成したが，天守閣

は五周七重であり ，前代未聞の結構で誠K 驚呉の進歩で

すよ。なぜ 4 階から 7 階まで構造術が発達したか， 当時

の閣はみな殿館の屋根の上の望楼です。信長は天正 H 下

に柴田勝家に北之荘域の天守閣を試作さしている。これ

が三局五重です。安土城は南北20間，東西 17聞で，不等

辺の六角形の石垣の上 i ζ 3 階建の居館を建て，その上に

二重の閣を興した。乙れが石垣の中を初霊とする七重の

居館で， 全部畳を敷いた。 2 階が台所 3 階が居間， 4  

階が客間 5 階が茶室 6 階 ! Cは地獄 ・極楽など仏絵が

画かれている。 Ｗ 階は朗らかな明るい部屋で入 ｾｉｉｊ 付三間

角の座敷です。全部畳が敷いてあり，柱は布で巻いて漆

で塗つであるという実K 素晴らしいものを作っている 。

太田牛ーという鮎隼がそれを詳し く書いているのだが，

各室の襖絵は狩野山楽ならびに永徳が絵悠を振るった。

乙の安土城の天守を造るのに，明智光秀が建築的』ζ 非常

に骨を折っている。 当時，唐風の建築と称した。信長は

今一つ本丸の中 lζ 平屋の御殿を造り，そ乙へ後水尾天皇

をお迎えしようと御座之悶を造った。乙のとき羽柴秀吉

は建築の頭はな いが，一万からの部隊をつれて大石迩搬

をやっている。標高 200mの山の上lζ 南江州の山々から

花岡石を迩んでくる。これは佐々木氏の本城，観音奇 111

城の結構を見て教えられたらしい。乙の本城は永禄 11年

lζ 信長がーi挽で浴した。乙の械は山頂 ( 400m) の自然石

( 花闘岩〕を利用し ，切石を携接している 。岐申ーのみ; 城

も盛んに花岡岩を使っていると乙ろを見ますと，械の石
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垣の発達したのは永禄半ばからですよ。大阪でも三好長

院の飯盛山械には今も 当時の石垣が 3 ケ所残ってい る。

当時，城を造れば 10里四方の王立が荒れるといわれた。

何でも石であれば運んだのだ。大和のR! l 山城 ( 秀長の居

城) など，fまの奈良の寺の円い磁石や方立石を石垣lζ 使

っている。加工な どしているヒマがない，石という石を

全部巡んだんだね。当時は手聞をかけない ζ とを自慢に

しているくらいだ。だから大阪城など 3 年ぐらいで完成

した。瀬戸内の小豆島などがら御影石を堺港lζ 運んだ。

大きな石は佼の上lζ 乗せて空の酒樽で浮ばせ，舟で挟ん

で述んだ。しかし，水につかったのは験が悪いといって

みんな捨てた。陸では勾配を利用して丸太をコロとし，

人力で巡ぶ。しかし結局，信長が安土城を，秀吉が大阪

城を造った時分は，城造りが愉快で愉快で仕方がなかっ

たのだろうと思う。大きな石は錦で包み，その上から指

揮者は緋の陣羽織を若て軍配を振った。あのダンデリを

引 くとき の「エィラィヤッチャー」という言葉は城造り

に使ったのだと思う。南江州に馬出1. 倉橋と いう 石工の

本場があったが，それが大阪築城まで骨を折っている ら

しい。 だから ， とにかく城を造るといっても， そんな

に大きな石は運んでいないが，石という石を巡んだ。

天正期の石垣の勾配は緩く，大体直線式である( 百万石

の城廓なら，戦前の一等戦闘艦を造るぐらいの工手間と

金を使っ ている〉。大阪城は永禄末年から天正の 8年ま

で11年間， 石山合戦の本願寺派の根拠地で， 今の二の

丸まで土星の城を築いて 5 千丁の鉄砲を配置しているの

で，織田氏の兵力でも，なかなか陥す ζ とができなかっ

た。それが結局，秀吉が大阪に目をつけた動機だ。 石垣

も鉄砲の発達にしたがって防禦方法として発達したのだ

が， もっとも鎌倉時代，博多では家古の製来に悩まさ

れ 7 年かかっ て時多の浜に石垣を造った。だから ，石

垣を造る考えは古 くから日本人の頭の中にあったのだと

いえる。天文 12年 iζ 鉄砲が輸入され，弘治， 永禄，元

包，天正と僅かな期間IC. ζ の武器が全国 IC流布した。

天文23年の川中島の戦いや永禄 3 年の桶挟聞の戦』ζ は僅

かに鉄砲が使用 された。と乙ろが天正 3年の長俊の戦で

は，信長が一万の統士をも っていた。そのうち三千人の

狙い撃ちの上手なのを集めて，しかも三段に隊を並べて .

交互にー芥射撃をやって武田勝頼の密集馬隊を破った。

敵の馬が10間近く K 来るまでは撃たない戦訟を考えた。

信長はまた鉄鍍を船に張っ て毛利の7l<i ! i も破 っている。

築城( C石塩を用いてから元m，. 天正，文禄. f定長と{生

か30年間IC各地IC名城が築かれた。しかし文禄以後，城

造りが苦役に変っ ていった。それは，朝鮮征伐で西国大

名は朝鮮に行って，東北の大名の兵は京阪に駐屯してい

るが仕事はない。それではいかんというので，秀吉が伏

見 ・淀の両城，大阪の三の丸の城( 外濠) を造らした。

乙れが城造りが苦労になった始まり である。朝鮮に行っ

てい る述中も戦争ら しい戦争はない。浩正はm山』ζ ，小

西行長はl唄天にそれぞれ築城，その聞に各軍はそれぞれ

18ケ所で城を造って，南鮮で頑張っている。その築城の

苦労と，淀 ・伏見の城造 りと同 じ苦労であった。日限が

決っていたのだから。徳川氏の天下になって名古屋，官l'

岡，江戸城の修築や大阪城の改築を西国の大名にやら せ

た。これが，みんな苦労であった。

大阪城の改築工事は元和から寛永の 6 年まで 11年かか

った。秀吉のときは 3 年余で したがね。楼門の中の巨大

な石ね， 蛸石だの三つある。六甲の御影石を切りI l ' . した

のも， ζ のとき。太閤が造ったときは，あんな大きな石

はないんだもの， 太閤は儲けている んですよ。要する

に，脊役であったけれども ，石奉行 はじめ石工が今日見

ると何ともいえない美しい石垣を造ったと いう乙と は，

何といっても平和時代の作品なんですね。平和時代だか

ら，同 じ石を私むのでも力学的に上品なカーブに私み上
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げているね。私は，朝鮮征伐のときに日本のいろいろの

文化輸入をやったと同様 IL ，城造りも向うから入って来

たのかもしれないと思って昭和 15，16年満州訪問の際，

朝鮮を通って平壌，京城，普州城を検べたが，石: I i i を見

ると，ほとんど垂直K 近く ，また，みな小石を積んでーい

る。乙れらは日本流の石垣でない乙とを発見したんだ

が， 清正の蔚山城へ行 くと ， 日本流の石垣を積んでい

る。その他二つほど日本人の造った城を見た。だから，

城造りは朝鮮から学んだのでなく ，あれは平和時代に日

本κ 石工業が発達したため立派な石垣を築いたんだとい

える。この石垣は地震学上，理想的な Hyperbola のカー

ブになっている。もっとも中には濠の底で両方から突き

当っているような曲線もあるが ・・・・。

司会 大阪城では，どうですか。

j皮江 大阪城の今の天守は秀吉が造ったときの石垣を崩

して新たに造らせ，将軍秀宏、が検分までやったのだが，

昔はもっと寝ていたと思う。今は突っ立っていますが。

あの焼石は，明治維新の銅御殿を焼いた名残りで，何だ

か古城の面影があるでしょう。何も催しのないと きでも

史跡見学者が一日平均 3 千人も見物に来ていた。今の警

視庁のあると乙ろは，本丸の濠の土を上にのせたので非

常にやわらかい。天守の下だけ，もとの地山の上lζ 石垣

がf11んである乙とが調査でわかった。大阪城ができたと

き一つのエピソードがあるが，秀吉が「乙の大阪城を陥

すのに，どうすればよいか」と家来は返事に図った。す

ると秀吉は笑いながら「一度攻めて講和するんだ。そし

て外濠を乙わし たらよ l 、」と説明した。そ乙で家康はそ

の通りに攻めたんだ。その外濠を壊丈ときｾ￧｟，大手門の

ほか玉造および京橋口の三つある「馬出曲輪」までも埋

め立てたが( 乙乙からは今でも金箔瓦などが出てくるん

だね) ，結局「はだかJ 城にしたから元和夏之陣では野

戦? となった。

司会 そうすると，石垣ができたのは鉄砲に対する防禦

と，鉄砲が撃ちやすいためにできたものといえるんです

ね。それから，城をできるだけきっちりと，械の壁面と

下の石垣と一本になるような意味もあったのではないで

しょうか。

それから石垣関係の乙とで，現実的に大阪城を調査さ

れたときのお話を川口さんにお伺いしたいのですが・・- 。

石垣の上に鉄筋コンクリートをのせるには，脆弱ではな

いんですか。

川口 石垣lζ 荷重をかけないという乙とを頭において考

えたのですが，根入れはほとんどないと見えたので，普

通の常識で考えて，荷重はかけられないという結論に達

したのですが ・。大阪城の場合，焼けているのは上の

方の石だけだと私は思っているのですが，内側IJ の低L、石

垣は施工にも全く頼りなかったので，取り払ってしまっ

た。したがって石垣に荷重をかけるという乙とは，ど乙
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の城でも無理な話で，それぞれ調査をや ってみるまでも

なく，石垣lζ 荷重がかからない方法で復興されるのでは

ないでしょうか。

主 体 構 造

司会 そのほか，主体構造は，鉄骨の大きな骨組で，霊

木も欽骨が入っているんですか。

川口 入っています。屋根を固めるために，かなり密に

鉄骨が入 ってます。霊木弘塗り込めてい るのです。

今度，新しくできた四天王寺の五重塔の霊木はどうして

いるのですか。

司会 仮枠はおそらく鉄でやっ ているのでしょう。

川口 耐火構造では霊木は木ではいけないのですか。

あとできE木をひ っつければよいと恩っているのですが田・

.. .  
0  

波江 故武田博士はね，進歩的な考えを持っていて，高

野山の大塔を頼まれ，鉄骨鉄筋でやったと乙ろが，天沼

博士は金堂を鉄骨』ζ 木を巻 く方法を用いた。また天沼博

士は大阪の四天王寺をやるときに ，当時，府技師の中沢

誠一郎さんが市t火構造でおやりになっては」と注意さ

れると「日本建築を木造でやるのが，なぜ悪い。殊 ( C四

天王寺はね，公園のように広い。火災の憂いもないと乙

ろだ」といっておられた。実際，日本建築は木造である

から木造で造りたいが，もう時代がどう かな。

川口 木造でやれるものは鉄骨でも力学的には同 じよう

な取扱いが出来ましょう。

j皮江 あの時代は石垣の上の塀もお天守の霊木も，みな

漆喰壁だが，あの時代K セメントが発明されれば，もっ

と城造りに利用しただろうと思う。

川口 日本人は適応性が強いから

波江 話は迷うが，伊東博士が交換教授で， ドイツの学

生lζ 寺や御殿の写其を見せたが，ピンとこなかったらし

い。お城の写真を見ると，ウンとうなって引っ張り凧の

有様。これがドイツのモダン建築に影響を与えているん

だね。械の線を非常に強調したデザイン として。前l うに

いわせると東洋の匂いがあるというのだが ・ぃ。それが

モダンだというので，また日本へ逆輸入されている。

( 笑)

川口 耐火構造K やり直したのは，小倉 ・和歌山城です

か。

j皮江 今，鉄筋でやりたがっているのは岡山，福山，

萩，熊本城ですよ。いす' れも写真が残っているし，実現

させたいね。

川口 松江城は木if'{Cすね。

波江 そう，松江，松本，丸岡等，みな修理された。

川口 広島城は耐火構造ですね。

波江 黒田家の黒田厚手風IL拠ったんだから，東西iii に慶

長期の匂いがある。

川口 耐火構造でやられたのは，あまり数な い ん で す



ね。

波江 松本，姫路，松江械は今に焼けないだろうかと心

配している。北海道の福山城を焼いたのは過失だという

が，法隆寺が焼け金閣が焼けた時代ですから，監理者は

頭痛の穏ですね。

し ゃ ち ほ こ (鋭鉾)

司会 もう一つ，しゃちほ乙の話を。

ｪ 皮江 島 ｨｾ ほ乙の一番古い形を調べた乙とがあるが ， 古い

ほどスッキリしている。実際は武人があの形を喜んだん

ですかね。 1/ しゃちH というものは小さい魚ながら大き

な鯨をやっつけるでしょう。昔，東京 t( 遊就館というの

があって，械と武器lζ 関係のある参五三品? : 全部揃ってい

たが，そ乙で‘ 初めてわかったんだが，弓袋という舞楽の

方の道具の形が，しゃち形の彫刻になっている( だから起

源は舞楽の道具から来てい ると思うんだが) 。支那では水

に縁のある魚を屋根の鬼板につけた。中には鯨のように

品から水を吹き出してい るよう なのもあって，7]<.に縁の

あるものを火災防禦の意味で使っている。武人が H しゃ

ちM を喜ぶというので，しゃち形の兜までできている。

すなわち，命ぜられて作った彫刻家が，武人であるから

勇ましい H しゃちH がいいだろうというんで舞楽から採

ってきたのではないだろうか。そして尉艮の甲子守威勢

よく H しゃ ちH を上げたんだね。とにかしいくさに関

係のあ る闘争的な魚だからね。それが l時代の下るほ ど

H しゃちH の形が崩れてくるね。名古屋城は金蹴で有名

だが，形がくづれている。大垣の天守の自! N. は背銅製で，

のびのびした天正型で一番古いものだったが戦災にかか

った。高松械の銑は箆長期のものだが， 青銅で蹴よ り飽

といった形ですよ。 姫路械には瓦製で2 1種類もあり，最

上のと 乙ろが一番大きく，あとのは，それに釣合ってい

るんだね。現存天守閣中，最古の越前丸岡城のH しゃちH

は石の彫刻であり ，屋根の瓦も石を削っ ている。あの附

近の安山岩はカン ナで削れるんだ。乙 れらは，みんな彫

刻家が骨を折っ て造ったんだね。大阪城の H しゃちH の

形が問題になったとき，名古屋械の H しゃちH の形でや

れというんだが，元亀，天正の匂いがないんだな。今，

江戸城の坂下門，桜田門，隅やぐら IC . も徳川期の鰍がた

くさん残っ ている。

川口 江戸城も天守閣を造ったんですか。

波江 図面で残っ ているよ。家康は非常に地味なのを造

ったんだね。静岡のも地味だけど。徳川時代 ( 康長〕の

天守は，屋根と屋根との閉 lζ 破風がおとなしく按配され

ている。千鳥破風というのだが ・一。天正l時代のは破風

が突き破っ ているね。

川口 お城の普諸君修行というのは，どういう人だったの

ですか。

j皮江 それは，大工棟梁のえ らいのがやったんだよ。ち

ゃんと文献が残っている 。安土城は岡部又右衛門， 名古

屋城は 中井大和守正清とある。石垣は加藤村f正が造っ て

いる。

川口 鬼板にするか鴎尾にするかの問題， .なl圧など品t は

どういうふうにして決ったのですか。

波江 当時の帰化人，百済技術者ですよ。 四家あった四

天王寺の金岡11など名家ですよ。

司会 それから 1/ しゃち 1 / tc.は耳があるのですか。ど

うで‘ すか。

波江 耳があるんですよ。魚面でなく獣面だという説が

あるんだが，それでは耳があるというのは矛盾している

ね。

司会 本当のしゃちは魚類で，しゃ ちほ乙のしゃちは キ

リンと同じで理想的な形になっ ているのではないでしょ

うか。

波江 うまい，そうと思いますね。

城 復 興の心構 え

司会 では最後lζ ，城復興に対する御私見をお I1. Hかせ下

さし、。

波江 それは，お城が各地方色をもっているだろう。乙

とに慶長年間の各地各藩が競ってやったときは，地方の

大工棟梁，芸術家が骨を折ったのだから ，それぞれの特

色をもっ ていて一つも似ているものがないんだ。だから

最近，復興ブームが来ているが，その昔の各地方の特色

をもったお天守を廷でるととが望ましいね。 1波風のない

津山城も実! ( 代表的な面白い天守だし，会津の若松械の

ごときも，明治 7 年lζ 破壊される前の写真を見 ると非常

に特色があるね。現存の城も，天正の匂いのある彦根城

土佐の高知城，雲州松江城，また文禄年間の，最近復興

された広島城， 信州松本城，それぞれ地方色をもっ た面

白い形のものでね。復興するのな ら，そういう 地方色を

残してほしいという乙とで，も っとも記念事業とか何と

かいうんだから ，賑やかなものを造りたい の だ ろ う か

ら，一律になるきらいがあるんだね。今日でも地方，地

方の技術家を尊重して任すべきで，東京の学者 lζ 相談す

ると ，つまり，特色がなくなるわけだね。

司会 いろいろ、ありがとうございました。

×  ×  ×  〉ぐ

×  ×  ×  x  

×  ×  x  ×  
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日本の近世城郭! ( 関する 文献のうち ，地 方 線 総 掲 般 の も の な ど を 除

ふ 比 較 的 利 用 し易いもの1 ( ついてまとめてみた 。短時口にまとめた た

め，若干脱践の点もあるかと思うが， その点御: I l 恕いただきたいと思

つ。
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池田谷久吉 岸和田域社 l I ! 名天 ( 1) 18- 8 

大 筒 碍 舟i 怯江戚天守l掴 l叫 !主 2一喝

藤 岡 過 失
和い歌て山城天守 とそのi芭' i J Rつ ｾ学 論

17  

大 熊 科 邦
言 内 国 阿 武 郡 荻 松 平 川 鮎 附

:1: 2 - 6  
域の図

政 岡 通 夫
器号造営の伊賀上野減天 守 ｉｾ 犯 築 史

2- 6 

上回 三平 天険を言寄った高取城 ｾｉ の保 Ｇｦ ｦＮ 史名天 ( 1) 『ー 7 四 国

城戸 久 大和高取城天守について ｾ＠ 学 報 3  

滅戸 久
伊予宇創和築島成守天守党文再築と 沼l 学 愉

28 

重量問 忠親 豊臣l時代 の大阪城 服 史 地 理 446 

その 天 に つ い て

警 永 砲 の 大 阪 城 酬 に つ い 強 学 報

疎 開 通 犬 高級城の天守 美 術 史 学 Ｗｾ＠
111m 幸一 33  

沢 ｾ｢ 英太郎 高知成( 名処築解説) 東洋証II 築 1- 1  

疎 開 通 夫 天正造営大阪城天守弘見 J J ! 学論 33- 2 
大関 :足 間 関 の 旅 丸 亀 蛾 そ の 他 岡 説 69 

辻 善 之 助 安土域社1<: 就て 歴 史 地 理 9- 1  

渡 辺 世 佑 安土城 IC就いて I t ! ! ' 史地理 19  

九 ｾ ｉｉ ｉｉ＠

土 毘 純一 安土織天主復原考 年名記古念屋商論工2215E週
雌 開 通 犬 鐙附小8 娘天守考 組築史鎗奇襲

城戸 久 安土域復原についての諸問題 ｾ学報 20 
坂 本 新 八 熊本域天守閣設計IC就て 迎 維 545 

中国 行 安土城の成立について 11 21 
疎 開 通 夫 熊本城天守復原考 ｾ学論 22 

i羽田 行 安土織の成立と復原1<: ついて Ｒｾ＠
城戸 '入 熊本成宇土中白造営年次私考 ｾ＠ 司会 総 30 

土城届戸 純久一

T .  K. 生 llll 児島峨のの市 歴史且Il J! U  4- 9  

近江彦線級天守政策考 ru 学 論 9  

野 村 孝 文 i組滞の外城放腿 JJ! 告を 韓l 22 

(西 川 幸 治)

1)  
冷房暖房装置

ー 設 計 施 工
空気調整装置

大和設備工業22
大阪市南区鰻谷仲之町57番 地 電 話 @4 o 6L 6 5!l 4 ⑧ 2565
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最 高 の 品 質 - 最 大 の 生 産 を 誇 る /

伊奈の

ヲィJl - 衛宝陶器

〆

印 附 属 金 具

伊奈の焼印衛生陶器には ｊ 完ｾつ 印附属 金具をセァ トで御率 ｉｊ

用下さいます機おす〉め申上げます。

。〉 伊奈製陶様式曾紅

本社永工場 愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新 国 電 話 常 滑 ( 代 表 )700

東京事務所 中 央 区 西 八 丁 掘 2 - 8 電話築地@5261 ・5262



岩佐のサ、ソシドアー

弊 社 製 品 の 総 て に

オートメーショシ! こ依る

鑓 止 〆 塗 装 は

実 施 致 し ま し て

ボンテライトき

焼 付 塗 装 を

完 全 防 鋳 き

期 し て い ま す 是非御採用の程願上ます

株 式 会 社 岩 佐 鎧 工 所

大 阪 市 西 淀 川 区 干 舟 東 二 丁 目 三 一 番 地

電 話 淀 川 (47) 0903・0904' 3000・4351 ・4352・4353

く町亘重亘亙E，
創 業 大 正 八 年

/  

フロアーヒン子'

フロアーヒンヂ，( 両開 キ)

車、主、

位三毛

ラIX' トリーヒンヂ.

ピホ・γ 卜ヒシヂ'

ミミd

輸 出 本 邦唯 一

ニ ュ ー ヨ ー ク ・ロス ア ン ゼ ル ス ・カ ラ カ ス ・ノぐンク一川一 ・ロ y 子

J レグム ・マ ニ ラ ・シン ガ ポ ー ル ・香 治2年へ 毎 月愉け I. l主しておりま宇 。

日本ド ｐ ーチエ ｉｾ ク製詣株式会社
取締役社長 出 向 井 啓 蔵

本 十L T 刈 布 施 ， 1 ; ｉ 品川町 Ｓｔ 口 ＱＱ 品 ｪ 也［ｾ日大阪仰 Ｉ 代長 ＶＶＶＶ Ｍ 9  

M! J江 支 I' i ll n; ，r，，' f- 代日 IIR神 間 錦 町 1T I I 23 ' ，1; : 話東京 ω1) 1920 .  '1920 

M 間 出 張 所 品 川 附l 市 府 ;- 1' 町 1 品 I也 屯 話 縮 問 141 2372 '  33 12  

4片山開 11¥'.長 所 名古，，' 市' 1' 1メド[胡町 l 丁 11 5 品I也 電 話 各 ';:;"'" 闘 7 3  6  1  

(片悶キ)

パ‘



_， 

え③

藤 森 建 材 株 式 会 社

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 1 ノ 5 ( rl' 火 ピ ノレ)

f瓦 話 東 京 @ 6 4 3 2 - 5

大 阪 営 業 所 大 阪 市 凶 区 土 佐 刷 通 l 丁目 l 番地( 大| 古l ピノレ内)

電 話 土 佐 婦 ⑪ 1 6  2  3  

型 状 優 美

故 障 絶 無

イ

E

F

J

小

一
4

J

一

戸

E

@ )  

あ守宅??写実空: 二-

日・ 米 ・英・ 独、 各 国 特 許

日 本 金 異 製 作 所 製造元タマパヲ工業様式曾詰
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KL ゆる照隙から永久 に漏水の心配 を根 絶する

系く久 に気容を係扮 する

F来値千 耐 久 11生のあるゴーキン欠脅!

1  8 リ ッ タ 一 躍

1  c m x  1  cm x  1  cm 

コ ー キ ン グ ガ ン

8， 5  0  0 円 ( 現場渡)

材 料 費 4  8 円

3， 0  0  0 円 ( 現場渡)

カ ラ ク リ ー ト
唱炉唱トe、，.，.，.司....，.".，、，.，、，、，.，.，.、，

美しく ，磨耗せず，滑らず，かっ耐水性 lζ 富んだ床材

床，廊下，階段， ロビー ，パノレコニー， ガソリソスタ γ ド等美しい色彩と耐磨耗性を必要とす

る場所や，防水力があるので戸外にも使用出来る 。

{  緑 7，080円 ( 坪当り ￥1， 180)  

価 格 42kg袋入 ( 6坪分) 現場渡{ その他 5，880円 ( 1/  ￥ 980)  

乙 ふ 広 三 ぷ 工 場 ， 倉 Jo1i ' 用 コ ン ク リ ー ト j未 {J: J :. 材

コシクリート床の金属性 l政化材で，フ ェロコンの施工によ ってJ本は恰も鋼板を張ったような効

果をあげる 。

{ 色 物 6，200円

価 格 49kg袋入 ( 7坪分) 現場渡{ ナチュラル 5，400円

Z J k f ，二川上 近 代 人 の 部 屋 川 波 れ を い や し，い ら い ら を 抑 制

合成ゴムとコノレクから製造されたコノレクジートで落着し 3 た上品な感覚で ，老化せず水洗出来る

価 格 坪 当 り 東 京 渡 2，200円 寸 法 3尺 x 6尺 x O. 7 mm 

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ ブ タ イ ル

麻 酔 ガ ス の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 室 用 電 話 事 ビ ニ ー ノ レ タ イ ノ レ

・ 常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

・ 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る ・ 掃 除 、補 修 が 容 易 で あ る

K.K. ABC商会

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 5 ｾ＠ 5  

T E L  (28)  ＷＶＸＷｾＸ ・ ＲＷＶＵ ｾＶ ・ ＰＷＶＰ

大 阪 出 長 J9r

大阪市西区京 町堀 通 ＱｾＱＸ Ｈ 日新ピノレＩ

T E L  (44)  3  9  1  5 ・o 5  0  0  



主 題 : 建 築 に 関 連 の あ る も の

(強策 .;.rl' 心にしてか色しだされた b の)

乙の忽点コ ンヲール色 ，今回で 3 聞を数える乙

とに/ ，$り ，四閃および東京の地fj rE住会日の応

ｾｽ 色いただいて ， 新しい 事 業としての突をあけ・

つつあります。今聞は 28 点の応 .l 作品の中か

ら， 5 月初 日本会 4 階集会主において. 森忠一

氏，恒 l晶一訓氏，病原幸彦氏の' ifi ' ' f' i只と 村上主

査の111府民より， 色i'-l ! RK 審査の結栄次の 3 Lx:の

写真 5点が入選 と決定いたしました。 ζ 乙に人

選作品 5 点を発表いたします。

小 林 貞 彦 (三和銀行 . fl l! l! f. l締ol'.I! )

ｾ物 Ｈ大阪 ・ ＱＺ ｴ Ｆ｢ ｬ ｬＺてＩ

ｉｾ［ 和 Ｓ Ｓ 年 ＱＰ 月 ロード 1/50 Fl l ベロナ

三 川 栄 吉 ( 兵庫県m匹。保)

日.i{ 娘 ドーム ( 広尚氏て)

マミヤフレックス E 型

F8  T1/5O・Y 2 ベロナ F3

松 井 邦 彦 ( 耐厳化学て 官K 目 K . )

主II 築 (f証円大阪会館)

h育成長 (Jl !京 ・型蹟記念館)

影 ( 大阪 ・北区)

姥 物 小 林 貞 芦

スケ ッチブ ック : 第 3 回建築写真コンクール入選作 5点
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原 爆 ド ー ム 三 川 栄 治 -

第 3 回 建 築 写 真 コ ン ク ー ル 入 選 作

建 築 松; J 1: )11 彦
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影 松 井 )11 彦

構 成 美 必 ) 1: ＩＱｾ 彦

審 査 概 評 f育 成 ー 訓

犯l築写真コノクール品賞13 1，il を数 えたが，応

募者数は第 2 1"1より J t，干減少，内格的に色大し

た変化は見られなかっに 。

乙のととは. m距ワ点の 一応の限界を示して

いるのか色知1れ伝 t' . ただ会n数 1" 比敏 して応

募者があまりに少いので( カメラをお持らのプJ

ｉｴ 非常に多いのＩその時 ｜ Ｑ 刈 すら側め，ｾい 。

品っと気型i低気持らで111，';，

1

，していただければ

と思う 。フロでは匂いのだから . Ｇ￞Ｎ ｴＡ ｩ を ｾ￳ しむ

ＮｦＧ ｾ ｉ ｊｬＧの悠度で充 分 ではなかろうか。
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一 つ の 意 志

御堂筋に ， ヒ) レが竣功した。 あのビ J レは，伐のお父ち

ゃんが作ったんだと . 小さ な子供が目をffill かした。 これ

は Ｎ 乙のビ ｊ レの鉄骨工 τｦｾ に扱わった鍛冶主 ａ の子供であ

る。

::r.'Ji :  1で任 B は，今度乙そ， ｗｾ ｉ Ｂ Ｎ の ｻｊ Ｚ士 ｆ をと ， 思ったの

に 11' ，*てμ れば，アラ .;Yr り自についてと， 謙遜した。

設立|者ー C は. 私が予て研究していた立休日| 闘のFJ l 忽を

不充分ながら . 一 応. 具体化し得たものと思うと訴っ

た。

そして， 乙のビノレ会社の 村長 D は. 今同のピノレは，ノ不fド
」

肖が乙れまでにT

古似側仙iH前i白l をi誇守るものでございましてと - テナント i主に披露し

た。

一体，このピ J レは誰が作ったんだ。左 i除 何 く も . こ

の工事に関係したみんながfドった。 そして 各人がそれ

ぞれ， i'I 分がこれを作ったと 1'， i":i.しているのである 。

二の ，'，:0. は. 無く てはならぬ十15熱である 。

このI' ， :nがー 乙の建物を支えている 。

そして - T事に携わる無数の，" 11が，一つの立志に

向っ て統一された時に初めて，完1笠な建築がj誕生する 。

(TN)  

過 ぎ た る も の

30センチ 1 尺の竹の物 JR を fリ11 絞って) 取を ，'r. ててL
、

る。何をお三っているのかといったら - ) } の仙の) j ( こ

0 . 5 ミリの国主張と 1[夏目と が切 ってあって . じゃまになっ

て仕方が江いのだ。 せっかく当てた物指の，iiJきを変えね

ばな らぬことは度々で そのつど版が立つ。 0 . 5 ミリは

目測で充分用が足りる 。 それよりも ーそんな問機がして

あるために読みにく L、。 l J W自 に 至 っ て は . 言活活断

fご。 目盛の正確さは甚だ頼りな く. 者向に比えているのが

多い。かりに d:Ji{li な 目盛の物慌があったとしても ，あれ

が読める人は柿だろう。しかも 1鹿 目があるから l
分目が

見にくくて困 るのだ。労して功なし 全くいらざること

をしたものだ。 し か し わ れ わ れ も み ず か ら これに類

する乙とを他方では，や っていやしないだろ〉か。

( SH)  

桶 屋 の 風

あらゆるR百/ 山が1 ，1 ' . 新々型を絞って跳n心理をかき ，'r. て

る。 ム: 食に関する I{H，' ，! ，は各々 分相応に見耳目立慾も満たし

r; るが. さて11: の問凶となると ことはさよう m'j tl1に角午

i:kできぬ。

ｩｬｬ 造物とてやはり Ｂ ｾｦ 勢に応じて機能的ＡこもＡぷ党 ＨｉＧ ， ｪ にも

改造改装されて， 'JH完に {木俊に光分活用されねばなら

ぬ。

だが，ここに大きな防害がある 。必 1J. 止むなき改造( - t ，

もちろん外装の化事1，替すら一寸おばると税務署はれ純白

を行泌し，五t物の{耐[ i !' 刊として国定資p( の刑釘! と米る。

また閃税局法判t のill 造物耐用年数と償却涼もおよそ" 寺勢

のテンポとは随分ズレたものだ。天然ぷ念物の{ 呆 (f. を目

的としたような数字でなく . 現実的に使用価値から 'J;l lI l¥

すべきだ。 しかしながらいづれも政治につながる問凶だ

けに 乙れが改 d にはよほど強ノJ な打]:Ji!j母 体がなければ

迷成できぬ。

＿Ｚｦ 結 ｹｾ の公定緩和 ｬ 耐用年数の) iJ 縮， ｦ￺ｬｾ ｝ ネの ｩ 科大 ‘

回定資ei 2税の
'1
丞減tf . いずれも業界にとっては，ft(j J.;! .の}'E¥

|  

よりずっと身近な問也のような気がする 。

( YK)  

構 法 の 苦L 用

一 つの ｦ ｟，ｦヰい こ ＨＱ Ｎ その材料の ｭ 忠則材としての ￭ｾ Ｇ Ｏ 火が

あるように ‘ 一・つの桃i . L i こもそれぞれ特1 ' 1 と欠
j l L

があ

る。 こ〉いえば当り li ijぢゃ なL 、かといわれるが，ゴミ }j I)lo/J!;

築にこれらが比、用されていると乙ろを凡ると必ずしも 「

当り iii i J が通用していないように思える 。 ある新し t 叶iY;

造材が'I' .tt
されると . その構造材で建物のi明から| 判まで

匁! 椛しなけれは ，それを用いた必、義がないよう なJ5・え ) j

のill 物がiω 止されるし 一つの新し t
、椛

Jょが紹介される

と その構法の ji l J 判な規模に与伊川、な く乱用されてい

る。 こう い うこと 'i . . 体誰の点任だろうか。材料のもつ

j 杉のみに- trli われて‘ 険能の適切な使用を誤っていても .

それぞ新しい; ムパーのあり) } だと訟訟しているmお家がい

なければ字である 。 ill 築物は絵画や彫刻と注ってー地球

の ｉｕｊ の ｊｾｾ 響を Ｑ Ｑ，ＩＺも多 く 受ける固体ーとある 。 この歪ノ ｊ の

影響のない1 ・宙の どこかで建築すれば Iii ( Il  、柿々の造形

品ができるだろう 。

( BK )  



建 設 業 体 の 適 正 規 模 に つ い て

古

口
田

私は乙の一文を省くに当って，はじめから，適正規模

なあ事実があるとの想像を持っ ていたわけではない。

ただ，建設業界に身を寄せて z 約30年の来し方を振り

返っ て見たときに，治乱興亡の跡が，ありありと眼前に

浮ぴ，それぞれの動 きの玉虫 山，得失，とい ったよう な因

子を捉えて見たいと，思い立ったと乙ろに出発があるの

です。しかし ，そのようは大それた慾望を満すには，な

かなかもっ て，大変な手数と，資料を用意せねばな らな

いので，本業片手間ではとても出来る乙とではありませ

ん。

そ乙で，最も手っ取り早い方法を考えました。

すなわち，現存の建設業者は少なくとも ，生き残 った

組であるから ， 乙の中の代表的なものを 10 社ほど選ん

で，それらの実体を検討すれば，およその目的は迷せら

れるであろうというのです。

さて実体検査というても，乙れまた容易の業ではあり

ません。それで，ほんの一部の経営上の財. f A諸表を比較

する ζ とによって，目途をつけようとしたのです。

建設業界は一般にはその経営内容が発表されないもの

でありますから ，真相をつかむ乙とには困難があるので

す。しかし幸な乙とに，建設業法の強l111J による，報告が

ありますので，一応それを信用しでかかる乙とに致しま

した。 乙うして検討作業を続けているうちに，自然と

適正規模なる事実のあるととに気がついたのであります

さて建設業界は，日夜はげしい運動，妥協，闘争を繰

り返し，その結果獲得した る工必の施工を通じて，国家

社会 lζ 氏以j献し ているわけであります。

しかしそれは，大郎分，利益を追及することに出伎の

目的を持っているのです。

では， 利益とは何か ? それは儲けである。

儲けは多からん乙と乙そ武けれ。

というわけですω

沢山の儲けと はどんな乙とか ? とつきつめて見ると ，

(  1  ) 千円儲け るよりは，二千円の ) j がよい。

( 2 ) 自己の資本』ζ 対よる 利益率が少しでも多い ) J が

よい。

:n: 七

( 3 ) 手持の機械ノりに類する固定資産κ 対す る利益率

の多い方がよい。

( 4 ) 自社職員の一人当りの利益金の多 い方がよい。

という工合に極々の見方があるのです。

(  1  ) は最も索木卜な考え方でありまして，直感的には

人力，機カ，資力と もに綜合した怒味の日本一の大業者

l乙なれば，叶えられそうな儲け方です。

だが必ずしもそうではありません。

( 2 ) は，少し高級な考え方でありますが，あま りに

も，配当取りの株主的なところがあります。

また半面 ICは多額の借入金を要す る場合もあって，折

角の努力の結果が金融資本の食い物になる。

すなわち，不労所得の追及あるいは搾取され易い嫌い

があります。

( 3 ) はあまり重要な見方ではありませんし ，それを

目指すは，建設業を工業と 見ないで，単なるブロ ーカー

的または商業の変形と見る人であ りまして，極く稀れで

す。

( 4  ) は最も合理的な儲け方であると恩います。

なぜな らば，職員，すなわち国民の一人一人の生み出

す利潤が最大であればある だけ，富の蓄積の国家，社会

的総量と拡大の速度が大きくなるからであります。

それが人閲の最も有効な働き方であり ，働かせ方でも

あるという次第です。

戦時のような， 再生産の伴わない大消費の時代に は，

今述べた理屈はなり 立ちませんが，平常経済ほおいて

は，当然の主II 念と いわねばなりません。

これを具体的にいえば， 100 人の1九模をも って50の利

益を挙げたのと， 60人の規模をもって40の利益を挙げた

のとを比較した場合に明らかに ，100 人の規模会社が 60

人の規模会社より 10だけ利益が多いのであります。

しかし ，規模ー単位に対する 利益は少な いのであるか

ら，乙の評価は，大会社の方が小会社lζ 劣ると ，い うζ

とが出来ます。以上の見方で，過去数期に渉る各業者の

財務諸表と，職員数との閲の函数関係を検討して見まし

Tこ。
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まづ第 1図を作って見た。

乙れは，縦軸 lζ 職員数，横軸 lζ 売上高を取って

多数の点を表示し，それぞれの固有点を述結いた

しますと ，ある lt を持った曲線帯が形成されまし

Tこ。

この巾は各業者の特殊性，景気の動き ，総工司1:

品の多少等々種々の影響下に発生する現象であっ

て，多数の点を集めた場合 lζ は，単一業者の述続

点lζ 認められない指向性がある乙とを示していま

す。

この巾の大路中央を通るように一本の太い線を

引くと ，ー コの反曲点を見出す乙とが出来ます。

ζ の線の意味すると乙ろを読めば，次の通りです

左下方は職員 800 名以下の業体を示し，その人

数の差は，売上高にあまり大きな差を付けていま

せん。

すなわち，わずかの工事誌の地加によって，た

ちと乙ろに入手不足を来たす。

Ａｊｬｾ力性 ｬζ 乏しい乙とを知り得ます。

右上方は職員数1800名以上の会社を示し，人数

の増加の割合K 売上高が増加していません。

と乙ろが工事長気の上昇につれては， iQ: 立に近

い] 診で一斉に右方lζ 巾広 〈移動します。

すなわち，開力がある乙とを示している。いづ

れにしても ，限界を越えた人数は，罪判長であると

いってよい。

しだがって，理想員数は 800- 1800 名の間であ

骨

るといえる。

乙の聞の線帯は一見，巾が狭く見えるけれど

も，両端部IC比して傾角が多いから ，相当の抑力

性を持ちながら ，剰員というべき人数ではない乙

とを示します。

その中で，最もよい点は反I出点であります。

それを求めると ，大体 1200名のあたりにあるよ

うです。

第 2 図は縦取111ζ 職員数，検制11ζ ー名当り純益金

を取って第 1 図のごとく纏めあげたものでありま

す。

相当拡散された点鮮でありますが，次の如 3 図

の; 芯味すると乙ろを参酌して考えますと， 上下の

両端細く ，中央が巾広い! 副総帯をなしておる乙と

がわかります。

そして，その中央に惣定し得る一本の曲線は，

縦 ｾｾ Ｑ ＱＲＰＰ あたりで最も右に突出した弓状線であり

ます。

乙れは，その辺がー名当りの利益金が松も多い

ところである ζ とをしめしています。

なお，乙の曲線帯の巾の変化が意味するところ



噌

を考えて見ると ，上下両端，すなわち ，大業者と

小業者にあっては，利益が安定し， 中業者の利益

の変動が激しいことを示しています。しかし一面

から見れば，それだけ，全般的に経営上のフレキ

シビリ テイが大きいととをも示すものと考えられ

ます。

第 3 図は，縦仙 IC職員教，横柄I t f(_ ｾｉ 己 資 本対利

益率を取って見ました。

乙の曲線帯も大体において，第 2 図に似た性質

でありまして，1200名あたりのと乙ろが，必: 1i 頂

点となるような弓状曲線であります。

乙の曲線待の特性は，下端lζ 行くに従って， rlJ 

が広 くなるととである。

以上 乙れは業体が小さくなればなるほど資本総

成に大きな相逃がある ζ とを示しています。

以上の三図を要約していえるととは ，職口数は， 800 

1800名の聞が口本の現況に適した規侠であって， 120 0名

のと乙ろが最も理怨的な業体であるという ζ とです。

きて，つぎは，乙の理想的規模を持った業者を仮定し

て，その業体内容はいかなるものであるべきかについて

考えて見たい。

血

内容の区分についても種 々の形があろうかと思います

がす私はつぎの四種を取 り上げて見ました。

1  使用総資本の盆。

2  自己資本が総資本内に占める比率。

3  画定資産が総資本内 f(_ 占める比率。

4. 固定資産の廻転率から逆算し得る売上高の限界。

これらの誌域は比率の適正数字を探求する方法として

は，第一lζ ，多数業社ー にの場合 10数社〉ーのそれぞれ

の数字のー職員当り平均値を適正なりと認めて算出する

乙とである。しかし単なる平均値が適正なりと 断定する

のは，いささか危険であるとはいえます。

さりと て，数 10年の経歴を有する各社が示す数字 とい

うも のは，各自特色を持っ ているにしてもその平均値に

は千斤の重みがあるとい えます。

そこで一応平均数字を示せば，

1  職員当りの 使用総資本 137万円

自 己 資 本 60) ) 円 (4496)

固 定 資 産 85万 円 ( 6296)

“  
これを織品数 1200人の会社に当てはめれば，

総 資 本 16fな4 千 4 百万円

7{怠2 千万円

内 ! 自 己 資 本

l他 人 資 本

固 定 資 産

9j:t¥ 2 千 8 百万円

10{怠2 千万円

となります。

そ乙で， 自己資ぶについて少しく説明します。

乙れは，いわゆる公称資本金と松立金，準備金，余剰

金等を含めたも のであります。

第 4 図
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それらの占める 比率についても適正値がある筈ですが

対総資本比率は60% まで高めたいも のです。

固定資産の中には，土地建物，権利，投資等をも合め

られてはいますが，私が主として考えているのは，建設

機械の分量であります。

土地建物等といえども，事業の円滑なる巡営には必要

なものでありますから ，何がしかの比重は当然も って よ

いのですが，機械施設の重要度には-i nを輸する もの と

みたいのです。

そして 乙乙に もそれぞれの比重の問に適当な割合があ

る筈ですけれども ，乙れは略 します。

機械は非常 iζ 進歩の激 しいものですから ，いつも同じ

比率を保っ てよいも のではあり ませんし，高能率，高機

動力を持った品物IC絶えず乗 り替えて，誌の低減を計る

必要があるは論をまたないとと ろです。

乙ζ らで探査の方向を変 I_:- て，第二の方法lζ 移ります

第 4 図は，固定比率と固定資産回転率とを，縦軸，検

ｾ［制 ζ 取って ， 点 群 を表 示 して あります。

乙れもやはり ，ある 巾を持った，双曲線帯をな してい

るζ とがわかります。

なお ζ とにいう固定比率は，特l乙総資産に対す る比率

を取りました。

なぜならば，戦後の建設業の 自己資本は，今以て，ア

ブノーマ J レな僅少さの威を脱してい ません し，長期負依

化した短期借入金を含めた総資本で，Ilhりな りにも経営

をあLけられているのが，通念だからであります。

さて乙の総帯の ど乙 にいても，一応の経営は 出来てい

るのだとはいえ，乙乙にも適当な る位置がある筈です。

それを燃すために第 5 図を作り ました。

縦軸にー職員当り 利益金，核軸IC固定資産処転率を取

って点i洋を表示したも のです。

一定の指向性を発見出来ませんが，決然たる街築地域

らしいものがあります。

その中心点は，廻転率10回のあたりです。

それで第 4 図の横軸 10回の線を見ますと ，前iili の双山

65 



第 5図

40  

30 

10 

一

ム

=

純

利

益

芯

円

5 [ID 10 15  

固 定 資 産 回 転 率

線と交わるところは縦軸70のところに相当いたします。

それは固定比率70% という乙とです。すなわち第一方

法の平均値と 896の相違を示します。 故に両者の中位点

を6696として逆算しますと ，修正固定資産は 10{な8千 5

百万円となり ます。乙 れを10回転すれば売上高の 中間点

は 108 億 5 千万円であ ります。とれは第 1 図K . て指摘し

た点tζ 略々近いとい えます。

以上述べましたと乙ろは，私の手元にある貧弱な 資料

を悲磁に計算作図したのでありますから ，資料lζ 間違い

があれば結論も変化いたします。また資料その物も年 々

変化ずる のですから最近五期の平均という乙とにして論

を組み立てれば4iI: 年の結論に変化が出るζ とは当然であ

りそ のよう な変化を少しづっ繰返して，平常化，正常化

の線K.近づきつつある事も知り得るのであります。

なお，一 口に建設業と いっても，土木工事を主とする

業者と ，建築工事を主とする 業者とでは，それぞれの特

性がありますから，同列に組み入れて， 考える乙とK . .

相当の無理がある ζ とも想像されます。従って，資料の

選択には充分な る注意を要すると恩います。

文中 lζ 「資産J という言紫をmいておりますが，そ
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の意味が，一般に用いられてい ると ζ ろと少し違

いますか ら，念のために説明をいたします。

建設業者の決算報告書lζ 記載される貸借対照表

には，借方資産の流動部K . 未完成工事支出金，貸

方負債の流動部に同 じく受取金を載せてい ます。

しかし乙れは一般製造業にあっ ての棚卸資産と

は性質を異に しています。

すなわち，一部出来高に対 しては，出来高領収

のある 限 り，すでに自 己の資産ではな くなってい

るわけです。

完成引渡しにいたるまでは，その工事の決算が

出来ないために，一時，流動資産，負債の部に記

載して置くに過ぎないのでありまして， 本来な ら

ば，その収支差金のみを棚卸し扱いに記すか，あ

るいは，前受金として，流動負債に載せるべきも

のです。

私はそのような怠味で，前記資産という言葉の

中には，未完成工事の支出金を含めていません。

負債についても同じです。

結論の示す，固定資産 ( 10位、 8 千 5 百万円) が

自己資本 ( 7 億 2 千万円) を超過している乙とは

淘 lζ 不自然な形でありまして，当然是正さ るべき

もの で す が， 乙れも，正常化移行への途中にあ

る乙とが伺え ます。

すでに記したように，乙 の研究は，政治的経済

的IL. 社会通念的 IC. そのほか学芸，技術等IC極

々の観点からの日本の現況を基礎κ 集約していま

すので，それらの変化は直ちに ，結論にひびくわ

けです。たとえば，労働基準法，前渡金保証法等の改

訂，新建築材料の発明，技法の進歩等があればすべてが

影響し合 う次第です。

乙うして見ると，建設業はただ徒らに規模の大なる乙

とを求めては，却っ て反社会的な . """イ ナスを積むもの

である乙とを知り得ます。 さりとて， あまりに小さ な業

体では，乙れまた不経済な団体であるといえます。

しかし，対象とする建設工事自体の各段階における平

均規模が業体の適正規模を規定 f ることも充分考えられ

るので Ｎ ｾ設業者はすべて ， 前記の ｉ 到英でなければなら

んと いうのではな し一段階下の，多数の中小工'j l:( こは

また，それ相当の適正規模がある筈であります。

従 って， 建設省で年々作製している業者番付表等とい

うものは，それが国民に対 して，権威のある表示である

だけに，本女;の窓図すると乙ろをも 充分参酌する のでな

ければ，飛んだ間違いを仕出かした り， 認識を誤らせた

りする ζ とに なる恐れがあ ります。その挙句，不幸なる

社会問題や，摩擦を起して，全体の進歩を妨げては逃憾

な乙とといわねばなりません。

一一 昭和33年 7 月 一一 ( 筆者 K K戸田組広島支即
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炉 理 事 会

9 日 4 時一一5 時 於会館会議室

出席者 伊東理事外 ? 理 事

会長，副会長共に欠席のため伊東理事議長となり開会

議 事 ( 1  )  大阪建設業協会の「第 2 回建設資材畏

示会」後援の件。

( 2 )  近畿工高連盟の「工高生の建築デザイ

/ 展J 後援の件。

( 3 )  日本建設材料協会の「新しい建材とそ

の使い方の展示発表会」後援の件。

( 4  )  白本建築学生会議の第 5 回間際建築学

生会議 !C代表派巡援助の件。

( 5 )  入退会者承認の件。

( 6 )  報告事項。

ー5会長午餐会

22日 於東京虎ノ門晩忽' I ! l ・

竹服部j会長慰労を兼ねて開催され，竹股前会長およこF

尼崎会長柄 ｪｾＡＺＺＧｬｬＧ ，席。

炉事業委員会

7 日 5 時半一一 7 時 於会館集会室

出席者 岩崎委員長外 8 委員

議 事 ( 1  )  ? 月の事業企画について。

( 2 )  メー トJ レ法実施促進運動について。

( 3 )  古建築，建材工場見学の両小委会員会

画案のゑ認。

( 4 )  全会員にアンケート発送K 関する件。

( 5 )  8 月開催の委員会について。

( 6  )  報告事項。

4 会』

口
( 7 月 分〉

小 委 員 会 ( 建材工場見学会)

7 日 4 時半一一 5 時半 於会館集会室

出席者 山本主査外 3 委員

一 応向う 1 カ年間の見学工場予定案を作成。

炉教育委員会

8 日 3 1時一一 5 時 於会館会議室

出 席 者 奥/a ; 委員長タい 委員

議 事 (  1  )  現場管理実務講習会について。

( 2 )  建築設備講習会について。

( 3 )  新規事業企画案について。

( 4 )  報告事項。

小 委 員 会 ( 空調部会打合会〕

12日 3 時ー- 6 時 於篭気ク ラブ

出 席 者 前団幹事外 6 委員

各執鋒者閣の原稿調整並lζ 挿入図面の検討

16日 3 時 一- 6 時 於電気ク ラブ

出 席 者 前 団 幹 事 外 3 委員

原稿の調整，打合せ。

ー編集委員会

幹 事 会

11 日 4 時一一 7 時 於会館会議室

出 席 者 塚 本 委 員 長 外 2 幹 事 2 委員

招 待 者 樋口氏外 2 氏

10月「室内デザイン」特集号の企画について審議。

弐

九

叩

ぺ

喝

勾

ロ

恥

司

、

，

駒

田

鶴

舵

』

圃

『

司

任

・

・

責

宇都スレート工業株式会社
本 社 ・宇 都 大昭1 t 業所 ・大阪市旭区大宮町一丁目103

出頭所・名古屋 ・新辰涙 ・岡山・広島・下松 ・小倉 ・調関

67 



「室内デザインの考え方J 座談会

29日 4 時一一 7 時 於会館集会主

山席者 塚本委員長外 4 委員

ｾｾ関係 Ｒ 氏 ， 家具関係 Ｔ 氏

美術関係 2 氏

ｾｩＢ ｩ 集 委員会 の主催 で Ｑ O)J 号企画として開催。

員 会

12日 2 時一- 4 時 於会館会議事

出席者 塚本委員長外 11 委員

事 (  1 )  8 月「保全」特集弓経過報告。

( 2 )  9 月「嫁」特集号経過報告。

( 3 )  10月「室内デザイン J (持;{a 号企画。

委

議

-ー

• 
参加者 55名

ι

f

 

時q
U
 

4

2

一

。

学

一

催

見

半

共

ル

時

と

ピ

1

〈

ム

命

士

会

生

日

築

友

5

律

学

住

府
杭

弘

司
、

J

F
ノ

ー見
炉建材審査委員会

22日 4 1時一一- 7 時 於会館災会室

lJ ll 席.(i . ｾ足［ｩ Ｎ竹 内止副委員長外 ＱＱ 委員 。

事 (  1  )  委員長. 副委員長選任の件。

( 2  )  潟査決定の件 ( 4 件J

( 3 )  新規務査の件 ( 2 件) 目立造船桜島工場見学会

19日 2 時一- 4 時半 参加者26名

工場およひ' 試験所，研究室等見学。

議

明装興業工場見学会

26日 1 時半一- 5 時 参加. ( i .23:{' ，

本社工 場 およびｾ ｾ工場 ｬ ζ てベネ シャン ，ブラ インドお

よびア コーデオン，ドアの製作状況を見学，終了後高

島屋会館lζ 於て懇談。

習 会

第 3回左官工事講習会

於大|成建設会館 聴講者 13 1 ;名

15  [1  ( 1時一- 5時 ) 洋 壁 谷 口 尚 武 氏

17 口 ( 1/  )  日本盛 山 田 幸 一氏

ー講

工高生の処築デザイン区ー

近畿工高u事関

昭稿] 33年 7 月19 11- 24 Jj

神戸朝日会館

建築科ｾｬｊ，ｴの佳築設 計製凶 ｊ ＱｙＮに 拡Ｚ坐 作品

援

称

催

問

場

品
一
}

小

名

主

期

会

展

ＮＮｾ量

炉写真コンクール表彰式と懇談会

10日 3 時一- 5 時 於会館会議室

出席者 尾亀事業副委員長，審査員 2 氏

入選者外 5 氏

入選者 p:，対し表彰状と賞品を交付・した後 出席者一同で

懇談会を行った。

日 本建築 学生会議が レニＺ〆グ ラードに於ける ＡＺｴｾ 5  

回国際建築学生会議に代表を派遣するに つきこれ

を賛助した。

談 会

「大阪城の話J 座談会

23日 3 時一一 5 時 於会館談話室

出席者 波江，)11口両氏と 吉田理事

9 月「城」特集号に掲載のため開催。主として大阪波

の石垣、鍬などについて語られた。

炉座

• 

F  

F電下J $ (

Z恒= S 1

軍事 れ で

伺 1;;:' 宅

途 集 定

リ」‘ さと

でき事

: : J . ロー

高 松 一 一 ー 暗 匁 包京 社 式 阪 市 東 淀 川 区 三 田 町 一 一 一 一 宮 業 所 ・ 衆 宗
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デ コ ラ 特 別 民 ポ 浜 悶 特 設 展 示 会 西田天 寄 氏 す わ ら じ 劇 聞

社 団 法 人 関 西 建 材 協 会 ・ 七 月 分 会 報

福岡土木建築新報社と座談会 8 日 1 2 - 2 時

時国福岡土木主主築家f報社μ 米| 奴を機とし筑S 2 回会員と

の座談会を聞く 。会員 10余社委主加。常務理事司会し福岡

中心の建築事情と景気，地方販売拡張方と 代金回収問

題ー建材j必示場開設，地)J;i.t 設業社の信用調査とその方

法等々話j舗に上 り意義深き会合であった。

講演と晩餐の会 8 日 5 - 9 1時( 於大阪建設会合: i O

議筋の評論家砲以J e. i欠を中心!ζ 有志、晩餐をJt にした後

およそ Ｒ Ｑ 時 ｲ ｾ ｝ ，こ丘り同氏 よ り世界の政治経済に関し干 ｊｾ 主

な話ーをきき， その熱弁に深 く! 感銘した。会する: f i 50 余

ぷJ

-<-10  

展示場委員会 9 日 3 - 5 1時

関凶タイ Jレ外 4 委員. 室料外 3 到1' '];: 0 Ｉｊｩ〆 ｊ ｾＯ ｊ 、 ｉｾ｜ｊ No ヰL

tfi 式決定，談話室淡話ボッ クス作成等取止め，地下i滋場

tfi 式 5 枚総茶菓JF利用 _ P  _  R の特別展示会の件. 表入

口と標識の件等協議。

理 事 会 10日 3  - 5 11Jy 

青木副会長，室谷J 'll 引上主外 9 理事，諸報告後下，:c協議

した。 11 J:] 凡木市会合，:¥建築泌 lζ 後援協力する。 カタロク

発行Ｎ表紙般に図案 ‘ 会経Ｎｻｾ 150 万円各社設l当矧，ビー

ルパーテー開催経費，入退会詮衡等。

保全部ワックス部会 12日 1  - 2 .30時

マルシン外 10社出席。保全バ: ノフレッ ト応tfi:':j 全fr;{余，i .J' 。

特別展示会 14-19日 ( 於 1 階Jt 展示室)

住友ベークライト KK製デコラ特別展示会開催。

左官工事と塗装部会 15日 4  - 6. 30時

会員 ＱＱ ，特別会員法木， 北山Ｎ山 田 Ｓ 氏列席，ｾｾ見交換。

タイル部会 6 日 1 - 3 時

委員長諏 'J}j 尚会外 8 社出席， カクロク引さ共同，1c，:J -j 最後

的打合せと経 Ｑｾ 問題を協議。

床 天 井 材，装飾部会 19日 4 - 7 時

会員 17社と特別会員井上，津村 竹 ｉ ｊｾｱＺ ， I!!i EB 4 氏来

会泌談会を開 く。

プラスチ ックス講演会 19日 1 - 4時( 於今橋ク ラブj

強化プラスチック協会と本会共催。燃焼性と 建築への

応用について，スライド 併用東大教授星野呂一博上，構

造材としての特性応用について東大教授林毅博士，講話年

後質疑応答，当日両講師共バンフレット配布，な お来賓

にはプラスチック 協会よ り土産を呈した。会する者府.

市，公団，消防局，その他米貧およそ601"，0 本会々員30

余1' ，。

会員憾親ビールパーティ 21 日 6 - 8 1時

( 於桜橋 ピル屋上J

以するもの米賓，会員，事務局 104 人，室谷理事長開

会挨拶後涼風lζ 吹かれてジョッキーを傾け怒親を1深め彬、

を尽し煤会であった。

信用と誠実をモットーとする・建材 100 社の見本が一目で見られる

⑮ 

_j! 

h. .  
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kk 日山製作所 …・・ー ・・ー 前 付

51乙川鉄工所 - 一 ..・… ・・ 0 ・市j付

藤本鉄工kk . . .ぃ ・・一・・ … ・・ 4

福原工業kk. … … … . ...... ー・4

1長岩是正s材kk ・0 ・...・・ ・・ . . . 1ド決

二ｾ屋装備工業 ｫｫ Ｎ … ・ ・ ・・ ・・ 6

kk不二製作所 ・・・ . . 一… ・・・ー 17 

フタパ黒板 … ー・・・・ ・・・・・ 7

2皇国セ メント kk ・ ・・・ ・・・・・・ 8

マ kk松重電機商j苫 .. ・・・… 2

松平白蟻殺滅予防所 …. . . . . . . . 6  

kk美素工業所 ..・ー 目次対抗商哀

7 ] < 谷ペイント kk .... ・ ・・・ 68

kk水島商庖 ー…一. . 一一..........17

kk三高製作所 ー ... ・・ ー・・ ・・16

kk三谷製作所 ・・一 ー ー -前付

三井金属鉱業kk ...・・ 目次対抗面

ミツナ鋼建kk ・・・・・ ・・・・ e ・・11

kk峰j苧商底 ー ー・・一- ・ ....... 10

三舟建材商会 ・… .. ..・a ・- …. . .. 35 

kk室谷商居 ・一・・・・・ … δ ，11 

kkl羽i l 社 .............. .. ....... . . .15 

ヤ kk矢. t i ! ! i 大理石商! 苫 ・…. . .. .・ 5  

山宗化学kk ・… ぃ … 表 紙 3

山田工業kk .. .... .. .... .・… ・・・ ー3

kkヤマト電気商会 ・・・・・・ 目・u ・・ 2  

kk油脂化工社 ー・ ... .. . .表 紙 3

kk吉 田芳雄商后 .. .. ............ . 5 

吉野石' tfkk ............ .. ..一 一一5

ラ kk ライト製作所 ・ ... ・-ー .. 1  

特 別 広 告 関 係 (11眠不問)

kk 大 -i'A， Ml.. .  .. .. .. .  ・e ・・・・ ・・ 0 ・.. .・・…・・.. . . . .・ 0  ・. 5  
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世 界 的 に 認 め ら れ た

テープドラム ¥

l ライトヲ ZZEFLFI I I

ライト " L K" は仙のプライ γ ドIC比してど ζ が

優れているか ?

11) 従来の設計常識を覆えし，どんな場所に も閃

単![ 美 しく取付ができま す。

12)  しかも他のブライ γ ドのよう にボ ックス内部

lζ ホコリが入ら ない完全防鹿です。

13) 塗装はオート メーν ョジ赤外線焼付ですから ，

サピやはがれる心配はありませ布。

14) その他各部![ は最高級品を使用 しであります。

プライゾ F I1値段の五: い. ヘにばかり惚れ込んでnえIf 必ず後tfiJ しま

す。 内郎迄良心的に巡るライ トのベネ" ; J i / ャ γ プライ Y ドは{自のiu

従を3干さない作動の特tJt さと耐久性 とを持っ たM:も白紙で在るブラ

イン ドです。 ' ライ トL K叶 主40年のfl 7:1' な経験 と近代的工場胞 l役

によって ｦｾ Ｇ られ ， ｉｉＮ ｴ 界 符 地 に ａｾ も大 般 に 愉 ＱＱＱ されて い 主寸。

株 式 会 社 ラ イ ト 製 作 所

本社工場 大|仮市城東区野江東 3 - 7 8 T E  L @代 1751- 4

東 京 ・位、 Jゐ・和 歌 山

ヌテールシャν ター

h

n

 

イ
一
ヲ
二ィー

角

一
之

ス

お

田中工業( 株) 大阪出張所

大阪出彊所 兵庫県尼崎市南竹谷町2 ノ 89 電 話 ⑬ 0 5 4 5  

本 社 東京都盛岡区吾賊町東4ノ122 電話城東⑧0870 ・ω 70

1td  ;柱 工 場 東 京 都 品 問 区 錦 糸 町1ノ25 m 話 本所@ O790 ・5133

小 倉 3 場 小 倉 市 赤 坂 上 の 宿 3 7 m l ' i 小倉 0653 ・2833

川 崎 11 ¥ 張 所 神 併 川 県 川 崎市東官官 m 3 ノ 4 3 ;ui ! i i 川崎②4540

札 幌 111 51! 所 北 海 道 札 幌 市 北 三 条 東 7 ノ 4 電 話 札 幌 ③0515

ｾｾ＠ 岡 山 強 所 宕 乎 保 盛 岡 市 木 伏 179 ［￼ ｊ［Ａｩ盛岡 ＲＵＵ ｾ

名古照代史霊山 名古屋市西区西溺井町2ノ12悶凹挫材応 m話 西@ 0121

設計施工ぺ ン チ レ ー タ ー

撤 式

会 i l

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 (34)207- 8・4836- 7



一 一 特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 を 御利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

ネ土

4 与

' %t  株 式気浅 海 電

雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 @5 2 7 3- 5 ・5 4 5 1- 2

営 業 所 東 京 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

電 気 工 事 設 計 施 工

電気冷蔵庫・電気洗漕機

修 理 販 売

藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

包 括 ・大 阪 ⑨ 2 8 9 1 - 5 審

場 大 阪 市 西 淀川区御幣島東一丁目二O

電 話 淀 川 @ 3 4 7 7 ・3 4 7 8  

東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島

工

正海浅取締役社長

工

営業所

句

.  
電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 騰キサ

. 6.  

ー'7

社

電 気 段 備 工 事

役 計 ・ 施 工

陽 電 気 株 式 会

取 締 役 社 長 山 本 博 三

大阪市北区中之島三丁目三朝日 ピノレ6 階

包 括 大 阪 局 @9  5  3  1  ( 大代表)

大阪市西区土佐縮通リ四丁目十一番地

話 大 阪 局 @5  2 0 1 悉( 代表) - 3

社

朝

本

大阪市北区曾般的上一丁目凶ー

電話 大 阪 ⑧ 8131代表- 4

東 京 ・ 新 宮 ・ 御

社本

営業所

坊蛍業所

株式会社

最 締 役 社 長 山 本 龍 太 郎

社 大 阪 市 北 区 西 細 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 ⑧ 代 3 0 5 6

東 京 都 中 央 区 銀 鴎 東 8 丁目 4 蕃地

全国燃料会館607号室電話東京@l 7必4

名 古 屋 ・ 防 府 ・ 福 岡

ト 電 気 商 会

電 気ー工 事 設 計 施 工

マヤ

東京常業所

本

電 気 工 事 設 計 施 工

三菱電機 ・冷凍機工事特約庖

株 式 会 社 野 、上 工 業

取締役社長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜三丁目四七電話北浜@770- 3

支 庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5010

支 応 松 阪 市 本 町 電 話 2 4 8 0 - 2

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸・直方・回J l I . 大分・四日 市

所

所張出

.  
電 気 工 事 全 般 設 計 施 工工 事 設 計 施 工電 気

社

大

タ ケ ν

大 阪 市 北 区絹笠町50帯地位ピル703号室)

包 括 大 阪 ⑧ 2138 代表 ・5018

東京都中央区日本橋箱崎町三丁目二番地

電 話 兜 町@) 1478 ・1479 ・1470務

大 阪 堺 ・名 古 屋 ・下 関

輿

井坪

株式会社

取締役社長

社

庖

本

支

社

取 締 役 社 長 嘉 納 得 三

社 大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電話@5148 ・64印 ・ 邸46

大阪市北区 絹 室 町 5 0 (堂 ピノレ 8 階)

電 話 ⑧ 3 8 6.2 ・1 1 4 1

東京都千代田区飯田町 2 - 15 ( 飯図橋

ピノレ 4 階) 電話@8520 ・8527- 9

名 古 屋 ・ 光

..0恥

' %1> 式株機電宝

室

庖

本

分

支

出張所出張所

電 気 設 備 工 事

設 計 ・ 方 面 エ

電 気 工 事 各 種 段 計 施 工

〈 令 株式

会社
社

取 締 役 社 長 中 本 正 、明

社 大 阪 市 械 東 区 野江東之町三丁目一五

匂 話 大 阪 @ 5  1  4  3 ・5 3  7  3  

大阪市城東区野江西之町三丁目一一三

電 話 大 阪 @ 2  1  9  3・2 1  3  4  

4

2

 

株 式気電本中底愉電機!I. 松

本

松 本 芳 太 郎取締役組長

機鑓工湯

資材倉庫

大 阪 市 東 区 今 橋 二 丁 目 十 六 番 地

電話 北浜 @的51( 代表) - 3@8121

2  
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一 一 特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 を 衡T利 用 の 程 お 願 い 致 しま す一一

暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 態 備

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 田 文 次

本社大阪市西区京町姻上通一丁目七 @ 代2613・2061

常業所神戸市生田区北長狭通七丁目ーのー④ 1778. 4お6

出張所名古屋市中区宮出町四七 @  5721 

東京都北区上十条一丁目 - 0 @  2346 

岡山市桜町七六 ② 295 

給 排 水 ・ 衛 生

暖 冷 房 ・ 換 気 設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑥4945- 6

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話神戸④5892

水道・衛生・媛冷房・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式J レーフドレイン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所〉

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区11頃慶町通一丁目 四四番地

電話大阪⑧代表4496- 8 ・4銃犯- 4番

本 庖 東 京 都 千 代田区丸ノ内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電 話 28 局 6 ω5 - 8番

金沢営業所金沢市高岡町三五電話金沢本局②2074

福井出張所福井市城之橋下町一O 電 話 福井2436

高 松 出 張 所 高 松 市 二 番 丁 九 電 話 ー高松5195

殿房 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

鋼 製 建 具 ・ 軽 量 間 仕 切 ・ 工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・ 荷 役 機 械 ・ 製 造 販 売

三機工業株式会社大阪支庖

大阪市東区高麗橋三丁目壱番地 ・電話代表26局 耳951

3076 

本社 東京都千代田区有楽町壱丁目十番地

支后 ・出張所 名古屋 ・福岡・札幌・広島

工 場 川 崎 ・鱒 見 ・中 津 ・六郷

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

株 式 会 社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通二丁目五一番地

電 話 福 島 @ 3 4 1 5 ( 代)

東京率務所 東京都港区西芝浦三丁目一番地

電 話 三 田 @ 5 2 8 1 ( 代)

曙 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 態 備

設 計 施 工

株 式 会 社 三 晃 商
必』

ヨヨE

本 ・社大阪市北区堂島北町一四 @代表7031

出張所東京都港医芝琴平町四O ⑧9278 

名古屋市中区新栄町2 丁目ー⑨1820

福井市宝永上町一O五 1596 

広島市石晃屋町五五 ② 1938 

福岡市柳原一丁目七 ④1158 

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 霞 備

設 一 計 施 工

株式 大 阪 電 気 商 会

会 社 大 阪 暖 房 商 会

取 締 役 社 長 官 谷 三 郎

本 広 大阪市西区江戸掘南通一丁目三七祷地

電 話 大 阪 @ 代 表 {;331喜

支 宿 東 京 ・ 名 古 屋

出ｾ所 京都 ・神 戸 ・ 岡山 ・ 高松 ・ 広島 ・ 福岡
熊本 ・札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

大正二年 病 院 筒 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 広

大 阪 信

キL 幌 広

名 古 屋 広

東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電話和田倉@3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐堀通大同ヒソレ714号

電話土佐猫@ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西凶( 札幌駅前)

電 話 札 幌 ② ∞10・0956 ③ 4661

名古屋市中区南大津通一丁目千代 ー

田ピル 522 号 電 話 中 局 @1 766

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設 備

段 針 施 工

須 賀 工 業 株 式 会 社

大阪市福島区堂島浜通 4 丁目

電 話 @[ 民 芸 i i;i 喜

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 芝 田 村 町 6 丁 目 電 話 ⑬ 代 表7151

名古屋支庖名古屋市中区材木町 1 丁目 電話@代表7856

京 都 文 庖 京都市下京芭烏丸通松原下ノレ電話⑤ 1989 

神戸支庖神戸市生田区北長狭通2丁目電話③代表5101.

福 岡 支 后 福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ② 代 表4735

株式

会社

空 気 回 和 装 置 ・ 鐙 計 施 工

建 材 社

大 阪 支 庖

六 阪 市 北 区 中 ノ 島 三丁目( 朝日ピノレ九階)

電話北浜@印41 ( 代)、

本社及東京支底 東京都中央区八重州三丁目 t

W t健 所 名古屋市中区西万町二丁目ー

3  



東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5 6 ( 代表)

東京都中央区日本符兜町三丁目 二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工
暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝 日ピル 7 階)

電 話 北 浜 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

社

底

場

本

文

エ

.、

• 
11妥・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置 設 計 施 工

名極送付| 風段・エロヒンヒ ーター・ キャビネ ットヒーター

冷 却 搭 ・れ 種 レ デ ス タ ー ・アネモスタ ット類製作

社

. d.  

' %1> 式株エ鉄本藤

本

大阪市地区赤川町三丁目 二八 氾話@1264 - 6

大 阪 市北区神i VJ 町 五 0 危話 @1 l 44 - 5

名古原市東区駿河町一丁目 三 a; 話①4594・5118

¥l l ; { 川市大字太I l i J 一九五 ¥u話( 在住川 )0404

本 社 並 工 場

梅 田 営 難 所

名古屋出強所

寝 島 川 工 場

仙 台 支 庖

名古屋出張所

工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 庖

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

必』

.:zlt 
株式会社

大阪市地区曽狼崎新地三丁目五十三ノー

｣ｲ 町 ｈＡ 桜橋停留所前Ｉ電 話大阪 ｾ ＱＲＷＴＭＶ

支 J2:i ・徳 島 ・事1
1 戸 ・販 路 ・東 京

広

本

支

出張所

三 菱 電 機 製

N F ノー ヒュー ズ分屯盤 N F ノーヒ ューズ配屯 盤

強 光灯 ・モーター ・変 災 器 ・冷暖房 ・エレベーター

=三ょをis機体式会社J じJ土Jぷ

株 式 会 社 立 花 商 会

大阪市 ＱＪ ＱＲＵＺ Ｑ 将本日ｉｪ 二 丁 ｦｬｬｾ 三 務地

U ，託本 IU[ ⑧ 0 3 2 3 ・15 7 5 - 9

λ  
CONT RACT OR 

庖

負

装

3青

塗

司王工

PAI NTI NG 

装

林

塗

式

、社

株

会

アーマーコート 西 日本代理后

近 畿 建 材 工 業 株 式 会 社

防 水 美 装 塗 料… …アーマーコート

特 殊 防 水 パ テ… … タイ ガー印コーキ ング ・

ノ、イ ドロ ν ーノレ

床面美装佐上材料… … フアノレベトン

美 皇室吸音材料… …ラテ ックス，ボード

本 社 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 J 3 T E L 大阪⑩筑加3番

九州出彊所 久留米市原古賀町北134の1 T E L 久留米7ω5番

北陸出強所 石 川 県 松任町 字布市町50 T E L 松 任 672番

TEL. 大 阪 @1756- 7・東京@ l 1335 

ド床・床材料

製造 ・販売 ・施工

温 湿 度 調 整 装 置 、 熔 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大阪市北区宮削回 H附1

本 社束京都千代図区丸ノ内 2 一ω

電 話 ⑧ 2 6  3  1- 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東区東門前町3- 6

ｾｾ話③ Ｒ 8  9  3  

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 俊 人

社 大阪市福島区上福島北二丁目一番地

包括編 ｬ ｾ ｢ ｀ ＳＳＹＱＭＵ 審

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 蕃 地

む 話 悶 ・谷 1 3 2 4  ;寄

神戸市生田区下山手通八丁目三三

位 話 元 IUf 0  5  3  7 番

リグノイ

福 屋 工 業 株 式 会 社

4  

大阪市西区南郷江上通一丁 目三一

電 話 新 11汀 ⑬ 3 4 2 6 - 7

広本
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超軽量荷量 ( 坪当37貫) 和型より安い

発 売 元

大仏組主管手宮司デ夏

京都 市 東 山 区 今 熊 野 池 間 町 九 ⑥3555

大阪市東区内淡路町 一 丁 目 ⑧ 975  

矢 橋 大 理 石 商 庖

所

大阪市東区南麗橋二丁 目 九 野 村 ビル五階
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大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道篭草 野里' 1u停前

製造元東京坂巻 サ ン ヒット 商会電淀川 伊 Ｐ ｾ ＱＷ ・ ＴＰＹＱ
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社 神戸市生図区長狭通四ノ一地産ピノレ

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

支 底 大 阪 市北区紛笠町五O 堂ピル5 階

T E l，大阪⑧2021 ・3486 ・1141
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東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

電 話 ⑧ 8 1 3 1 - 6

大 阪 市 北 区 総 笠 町 18番地( 衆稽ピ ノレ 3 階)

型電 話 @  0  6 2 1 ・0 6 2 8  

名吉屋支庖名古屋市中区大池町24 (丸菱 ピJ レ) @3048・4593

代 理 庖 ・広 島 ・ 福 岡 ・ 富 山 ・札 幌

本社及工場

大 阪 支 庖
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回 申 風 呂 艶 鎗 京

大阪市浪速区元町1丁目742 但 ジ 賑 橘 電 停 前 電話⑧5313 ・8128

陶管・ベンチレーター

管
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特 併

松 平 式 自 蛾 殺 滅 予 防 所

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28 ｾｉ 活奈良 ＴＰ Ｙ Ｘ

( 近日移転先}

奈良市主主大路二 森岡I (1導物館前) 屯J . ! i 奈良4的 8

111')11所 ぶ 良市ぷ日間I 尾 田 組 内 包 括 6011 ・6012

本 市! 1高 知 県 街 毛 市 街 毛 IU]" 2 6 3 9  

株 式 =- .:;tユ

会 社 - ヰ

大阪市北区 曽線崎上ーノ四一

電 話 大 阪 ⑧ 3 1  4  5  

ム

埜JI

商

白

-・・・圃.

ユヒ

FUTABAYA DECORATORS， LTD.  '  

モデルル ームへどうぞ

設計施工

建築物船舶等 造 作 工 事

家具・建具・室内装飾工事

内外絵物 ・敷 物 類 一 式

今でも鴫憾置に綬Lょう Z努力L います

6  

立;;1Z嘘画通昼間;

( 創業大正 7 年) • 

二葉屋装備工業株式会社

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

( 天六電停西北 2 丁)

電話 ・豊崎⑧3321 - 3 ・3630

⑧ 
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会 社 大 阪 出 張 所

タ ア 商 会

ゆ

ヤ

タ ア 工

鈴 木

ヤ木

株 式 会 社

ν  鈴

電 話 @0098 ・5837 ・8729

地建尽き ｾ＠ ｾＭまれ，
gJ Edk署長γ …  

・ｾ Ｎ［， ｾ ，・ ♂ ｹ 木杭 にほんの僅かな 工 ｾｾ

が嵩むだけです

地 建 工 業 株 式 会 社

大阪市北区絹笠町50堂ヒ・ノレ内電⑧2701

低 水 仰 の 地 撤 』乙

責任施工

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

ｾＮＧに 商 月 報 暢 糾 逝 畢

。 井 田 商 事 様 式 、 会 社

大阪市浸透区歯阿手町ー.O- t . :t也 漁町駅償鞠l河内前

tE 館 、( 5ヨ) 4 8  9 0 ・ ( 54) 0 8 0 8- 9  

.  

‘  

-
.  

軽量鉄骨・軽量銅製窓枠の

設 計 ・加 工 ・販 売

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

武信田吉取締役社長

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 ー 2 5  

電 話 大 阪 @ l 6 5 7 5 ・0 6 0 9  

近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

ｼラｾーと長乙Ｎ

7  

カタログ御入用の節は御申込み下さい

製 造 元 敷 島 金 物 株 式 会 社

布 施 市、機 沼 町 l 丁目 4 6 番 地 電話 布施 ( 72) 8 3 9 番

東京都千代田区神田和泉町 l ノ I I  電話東京 (8“ ) 3051 - 2 番
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岡 県 苅 田 町

倉 ・大 阪 ・東 京

随 . G. C 試

内外玄業株式会お

脇 山 静 夫

N. G. イン ν ュライト断熱材製造発売元

(@) 1F 1  S T E E L  
D O O R  S A S H  

営業品目 鉄 道 車 輔 の 製 造

土 木 建 設 機 械 の 製 造

建築用 銅製建具扉の製造

にこ一一一一

近 畿 車 締 株 式 曾 結

器 内 外 土 木 建

大阪市西区土佐婦船田J 23 ( 大阪商工 ピノレ)

材 社

工場 ・発電所・病院・ボイラ一室・倉庫 ・料理屈等

特 iζ 熱及 び臭気の発生す る所 lζ 最適です

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト ・ 波 型 硝 子 完 全 葺

内外式ベンチレーターコンチニアス並ニ筒型

設 計 施 工

8  



丈夫で使いやすい第3の材質

ゴールデンボードを

ム、
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造 船 ・車 輸

キャビネ ッ ト
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代理信 ( イロハ順)

＼ｦｪ＾伊藤忠商寧株式会社ｾ安宅産業株式会社
東京腕i)U U ｾ 円台埋 倒 Ｔ お Ｒ 大阪 ｾ ＲＲＵＩ 電話車京白梅J Q1 ｾ，古愚 図 Ｑ ＩＲ Ｑ ＶＱ 大阪 ＱＲＳＱＲＷＵ Ｑ

A 三 菱 商 事 株 式 会 社 φ 住 友 商 事 株 式 会 社

電話車京側1021 名古屋置舵111 大阪儲) 1231 電話車li! cm; sSI ｾ，古厩 Ｙ 胸 ＳＱ 大阪 儲 Ｉ［Ｗ ＸＱ

< e > 日本ハードボード工業株式会社

本社 名古屋市中区広小路通 6 - 3 住友銀行名古屋 ピ J L

電' 話 本 局 (23 ) 代 表 1 2  8  1  

- カ タ ロ グ 御 繍 求 の 節 は 誌 名 御 紀 入 下 き い ・
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強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用)

ン ク リ ー ト の 穿 孔 ， 削 切

目 組 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

独乙ロパート・ポッシュ会社製

日 本 総 代 理 庖

芸誌峰

&晶圃.

1芋: 商 庖

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸郷土通 1 丁目 8 番地

電 話 土 佐 掘 @0 8 4 2 ・2 1 8 1
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丈夫で使いやすい第3の材質

ゴールデンボードを

建 築 ・家 具

造 船 ・車 輔

キャビネット

2ず

代理底( イロ ハ順)

《主〉伊藤忠商事株式会社喝〉安 宅 産 業 株 式 会 社

車京臨，)U I l 名古屋倒4552 大 阪 開 2251 電話車官倒施lQ1 f. 古理問1)2161 大阪留置751

A 三 警 商 事 株 式 会 社 @ 住 友 商 事 株 式 会 社

電 話車京 側1021 名古贋置組 11 大 阪 飢231 電話車京首脳51 名古 関9凶 31 大阪傷跡81

< $ > 日本ハードボード工業株式会社

本社 名古鹿市中区広小路通 6 - 3 住友銀行名古屋ピ JL

電' 1吉 本 局 ( 幻 } 代 表 1 2  8 ・1

- カ タ ロ グ 御 摘 ; ) ( の 節 l主 誌 名 御 綻 入 下 き い ・
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強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用)

コ ン ク リ ー ト の 穿 孔 ， 削 切

目 粗 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

独乙口パート・ポッシュ会社製

日 本 総 代 理 屈
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.....， 

1字 商 庖

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸堀上通 1 丁目 8 番地

電 話 土 佐 堀 @0 8 4 2 ・2 1 8 1
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⑤ 電

具建製鋼

住宅や家具につく自アリや害虫を退治します、そのよ 「アリノン」は

くされ・かびにも特効があります。

協議

ｾ＠， I J  
ヲ'

白アリに

国 山宗化学株式会社 恕 品 院F話通ま詰誌が品EE言常務; : 綴
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大阪市東区道修町1- 3 ( 花房 ピノレ)
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民 事 : 3

司.-，0

滑り止・事量量・耐火・防蝕の特賓があり

木，鉄，コジク 9 ー ト』ζ 完全密着する マスチック ・フロー リシグです

主なる用途 化学工場床・船舶甲板・フ・ラッ トホーム・廊下・その他何れ

の床 ICも耐久性で調和のとれた色彩 lζ 応じられます

直面必

耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 社

大阪市北区高垣町80 電話大阪⑧0178 ・4161(代)

⑪ 

8 0 A R D  C E R A  

ノたし化進

り

は

なば 陶 器

に 遭 え ば ス

と

ドボ

， 

え

膏

[仁 遭

水

火

石

るなl仁ν  

ドポ

T E L 中② 228 1 - 3

T  E L  @  6531・2431

T E L ⑧ 2021・3486

フセ

売 広

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8  

大阪市南区難波新地1- 36

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50

関 西 地 区 販

青 感 建 材 株 式 会 社

中 央 建 材 株 式 会 社

株式会社 室 谷 商 庖

ミりナ鋼建株式会員
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タ ー

Lノ

ア

ツ

ス チ ー ル シ ャ ツ

ド

式

サ

J レ

J レ

ナツ

チ
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ス

ス

⑤ 電

具建製鋼

.  
-

住宅や家具につく自アりや害虫を退治します、その上 「アリノン」は

くされ・かびにも特効があります。

協議

ｾ＠， I J  
ヲ'

白アリに

員 山宗化学椋式会社 対 品22F府主F32品是AFP品昆綿? 宮前; : ぉ:
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好 雄
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岩 元 式

扇. ト並努勢ベンチレーター|

サッシュ、ドアー、シャッター

伸縮廓、オペレーター、門扉鉄栂

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

岩 元 工 業 株 式 会 社

本社

ー-1

保; ぎ防音

吸音結露 F方 止 に

③ 白 書 蛭 眉 株 式 会 社

ヲ｜ｾ原市息Ｈｧ￘猪 ＳＭ マ ｔｅｌＨｚｊＩ 1601. 1704.5621.56'2&.淀川工場・大阪市! R ; t 川区量豊雷原&;119 TEしく38) 31 0  I  

ポリエステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

6尺 X 2尺4寸( 波型〉

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレト防水工事選

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレトタイノレ工事選

議 耐酸モ ノレタノレ工事 各 種 床 工 事 ミ

大 阪 耐 酸 Z 業J i K

大阪市北区浮図 町82番地 電話豊崎@1333番

13 



L'S 型

パテ切リ不要ノ 。サッシュパ h

泊

四

ぺ

盆

目

加

引

品

h

、

西

2

4

H

L

F

江

o

u

ト

i
t
H

野

@

剃

S

V

駆

束

"

E
も

減

城

劃

副

E--v
廿

υ

・
ョ
.
，

一知
話

鋼

g

准

糧

国

築

制
‘・

妙シヂドメ Ｇｊｾ
G極量む

"・

スタンダードーメタルの大島化ｾ

ヱパープライトの大島 ｩｴｾ

谷樋Ｎ屋根 ｉｾ 是非どうぞ 52;三tiiL? 大 島 僻

タ 之 島 庇 ・ 用 化 挙 工 鵜 審 惑

本 社 工 場 ぇ 阪 市 城 東 区 野 江 東 ノ 町 4 T 目 電 話 幡 東 ③ 3619 ・ “ 81 ・8411

' 匝二 エ・ 大 阪 市 繊 東 区 古 市 中 通 2 γ 目 電 信 雄 東 ⑧ 8 8  1  3  

新 居 浜 市 西 原 町 電 話 2 3

〔広 島 営業 所 開 殺〕 官官 揖 所 名 古 哩 市 電( 中 )1025 ・広 島 市 電(3) 1582 出 廻 所 四 日 市 市 電

窓掛、鍛帳、 日除、 壁紙 室 内 装 飾 級 車、舗 床 材 一 般

東洋レーヨンの手イロ Y 鍛 通 と 繊 態 発 売 元

亀 井 f 株 式 曾 J社

大阪市東区南久宝寺 町四丁 目( 心斎橋筋)

電 話 船 場 (25) 1  353 -- 5番

経 験 ι ⑥ 技 術

I . C. コンべヌ{ リクγ ィド)

ゴ ム タ イ ル ス ボ ン ヂ シ ー ト

プラスチヴクラブ 7 ス7 7ルトタイル

太 阪 =1;，1父 え 建 材 社

大 阪 市 北 区 浪 花 町 三 五 電 話 豊 崎 @ 6

標 準 セメ ント 防 水 材 ・ 特許 二 ツ ポ ン |  

特許=ニッポシ防水液 ・急結液一号( 噴水急止)

施工指導並ニ責任模範施工

，黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所創製) セメ y ト防水材特許継実

施工場

{ 大阪管銀所) 北区芝田町 六 八 電 話北⑧7916

( 本社・工渇) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

御 影 ③ 2723

14  

風間い不安a .

佐村木商庖

実用新案

営業所 大阪市東区京橋前之町二 各種瓦茸工事t背負業

電 話 181 1 5 2 8



会iじGむな12争けはj

アリ号" ヌトシ p

: EIW. _、，ヲ・‘
ｖ スフ Ｇｐｽｾ ト

防水工事. 耐酸工. .

T  E  L  (34) 8157 ・8158 よ8159

昭和アル三の

欄 出 型 枝

働 一……容易
M・E・.l<.' Iニ作1'1. 、製品コストを下げ、軽〈 、美し〈、鮒ぴず、

¥Y・Y J 合金によって鉄鋼に匹 敵 す る 強度を持ちま す 。

' "  " ' : 三" / 敏弘!L I阜、建築、船刷、航空織、その他軽工 業や家I f ! i

2器具符緩めて広範l銅 に 使 用 さ れ て い ま す 。

ε ニウム 工 業に於て伝統を誇 る当事土IJ.、 l品新式

4甲t品織により、 伸 、将 、線 、 そ の他 各 種の型材を生

E し、急激にm大してきた桁 L l 、需要に応じて い

之、まj主の

， 

.，. 

建繁抑思待首孟A手L込色錠伎一一一一- 一一J .一-

2  孟刊a晶1..=1. - 固.，9  ヲ

蓄 三 宅 長 山 製 作 所

シリンター レバーハン ドル舘

押ボタ ン 式 シリン ターｾ

ア ン チ式 シリン ｾＭ 鐙

シ リノずーナイト ラッ チ

シリン グー摘 斗 錠

吾 種 高 級 彫 込 錠

アスベストパリヤ

益のきス: 群議 泉

11 
行 くを最 高 水 準

( 硬質石綿板)

製 品 のンメセ石 綿

社
A
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H

日

式

一
一

叫

株

H
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曽
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d

J
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区

若

-
P

北

電

S

司

市阪大

石

坂 本 式

板 本 式 |  一手|

営 難 種 目

スカイライト 坂 本 式 ベ y チ レ ータ一

連 続 通 風 装 置 一 般 建 築 銑 工 場

15 

坂 本 商 会 大 阪 出 張 所

大 阪 市 東 区 平 野 町 1 - 4 電 話 北浜 @4643 

本 社 東 京 都中央区日本編江戸繍 l ー 11(明 治 ピノレ)

電話千代田@7266・切6 9・9918

工 場 東 京 都 墨 田 区 寺 島 町 2 - 5. 0  

電 話 城 東 ⑧ 3 9  1  8  



高 式

高 式

高 式

匂ｾｬ｜ｄ ｅ 岡崎

民話

ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

ドアーハンガー

オ ペ レ ー タ 一

重 量 戸 車

一
一

一
一
一
一

所作

電話大阪 @ 1754(代表 )

製ーー 宅告・
.=.  fE司

大阪市東淀川区西中島町 7- 69 

株式会社

本社工場

-
J

 

、
.
‘

.  
叱

， 

ユシ

タ

ツサJ レ

J レ

チ

チ

ス

ツユノヤス伝 統 に

輝 く ア

新 規 製 品

完 全 密 閉 片 引 き 窓

ドJ レチス

優 秀 な

製 品

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

所作製建汎
株 式 会 社

@  2  9  0  3 ・4 4  6  1  花此電 話大 阪 市 此 花 区 窓 貴 島 北 之 町 1 1  

附 ｏ またヂベ ｊｾ

鉄材j ) : 少くてすみ施工簡易長絡納同1 ・ー仁埼 ・体育制の建築には

“ OR I MOT O"  DI A MOND T R  USS  

16 

設 Ｂ Ｑ の御 ｦｾ Ｇ ､ 質に応じ ます Ｈ ｨＢｴＡ ｌｌ は御 ｕ 由ですＩ

カタログ及び般計参考資料贈呈

考 案 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 究 所

東' 京 都 中 失 区 日 本 稿 現時 殻 町 3- 2 ( 水天宮交叉点 角) T PL  (67) 併43 ・7叩 7. 7062
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τご -

不 サッシ
ダ4dグ5; 

グ除。機械設備の充安 。蹴 任 製 作

|輔の
、. J o 卓越せ芯技術。笠轍暢夫

完全跡周猿琶

職鵡現不こ製作聞大阪支庖
特 許 453394

を御指定

御採同1" きいー
大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 町 中 三 ノ 四

nl 話 淀 川@ 1220 ・1454 - 6 ・4414 - 5

広 本社及 び 工 場 川崎市中丸 子一三五 電諮問園調布 ⑫ ＴＲＶＱ ｾ Ｕ
、......__

lJi 

ペイソト

圃圃圃 ‘ｾ＠ 山 ー 斌墜 塗専有

Ｂ，ｾＧ＠

J E' しし¥J N

特 長

・ ｬ ｬ Ｇ ｾ Ａｴ りで 肉 Ｂ 仕 上げが ＱＱＱ 米るＮ

・柚l子. ローラー. スポンヂでも1宣袋が'i5k]J

で. 張れたり流れたりしない ので-I<sRを汚

すことは殆どない。

・乾燥が速い〈指触30分〉 ので作業が容易で

ある。

・ゼリ ーj，i; のた地使用前111干の必要がない。

マヂック

大 阪〈車窓ペィシD 東 官
、

d

h

H

7
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貴洋式清掃用品専門庖女

信用 と品質を誇る庖

ｏｓａｋａ ミサシ ｾ ｋｙｏｔｏ

100万の建物を美しくする

食ユー ピー金属 マ ッ ト・五 輪 印 床 油 公

会ユー ピーゴムマ ッ ト・五 輪 印 モ ップ食

会 ラ イ ジ ゴ ム マ ッ ト ・五輪日] マット食

会カラ ーラインマッ ト・五輪印ワックス会

食ニュ ーライン 7 ・A ト・各 種 手 入 用 品 食

ホ ー ム ・ ソ フ ト ・ モ ップ 発 売 元

近代建築の玄関に

新しいデザインのマット

株式会社 水 島 商 庖

阿 I Z V S H I MA CO. .  L TI )  

大阪信 ・大阪市西区北猫江上通一丁目

T  E  L @ 3 5 1 4  

8 2 4 6  

京都庖 ・京都市中京区蛸薬師烏丸西入

5 3 6 3  

T E L ② 0 2 1  4  

工 場 ・京都市右京区西院松井町八

T E L ⑧ 1  6 9 7  
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ー

， 

〔近 . )

ー 友 工 難 株 式 会 社

大 阪 営 業 所

大阪市東成区大今里町655

大阪セノレ ロイ ド会館内

電 話 今 里 @ 8 0 3 1 - 4

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

大阪市南区長期橋筋 2 ノ20

( 日本橋電停前)

電 話 南 @ 4 7 1 ・4 7 2

京都出張所

京都市中京区河原町夷川下ノレ

電 話 ③ 3 2 9 9  

練式会社

木 下 檀 三 商 庖

大阪市西区江戸期南通 5 ノ35

電話土佐痢@5408 ・5486

稼式会社

久 保 商 庖

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

電話 北 ｾ ＰＷ Ｍ Ｘ ・ ＴＸＳＶＭＷ

タ テ パ ヤ シ 商 庖

京都市上京区大宮通四条下 j レ

電 話 壬 生 ⑧ 4 4 6 8

石 井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1

電話淡J l I⑤2697 ・2140

関

膏 盛 建 材 株 式 会 社

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

電 話 中 ② 2 2 8 1 - 4

青 盛 建 材 岡 山 営 業 所

岡 山 市 東 田 町 3

電 話 ② 7 9  1  1 ・8 1 6 9

膏 盛 建 材 福 岡 営 難 所

椅 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4

電 話 東 ③ 1 2 2 5 - 6

〔 東 海〕

練式会社

名 建 商 会

名古屋市中区宮出町41ノ 2

電話中@ 1329 ・2106 ・2817

合資会社

岡 田 建 材 庖

名古屋市西区西菊井町 2 ノ12

電話西 @ 01 2 1 ・2 0 5 7

和 泉 産 難 株 式 会 社

大阪市南区日本橋筋 2 ノお

包括戎ｾ 3 2 8 6  
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麻村サ‘ ソシュ互業株式

電 話 大 阪 @0342・1859.2854・5272・8016落

第三工場 大 阪 市 城 東 区 古 市 大 通2- 28 

第四工場 大 阪 市 城 東 区 天 王 国 町1- 171

包 話 名 古 屋 @ 4  0  0  6  

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 1 - 1 2  

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 [ f 1  - 11  

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 1 - 1 5  

名古屋市中区下日 置町2- 25( 日置ピル内)

余 沢 ・ 広 島 ・ 松 山

、

，

 a司

-.  

}  
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ｉｫ ら ｬｬｾ 建築 ｴｺｴｬ “偽揺ら ｬｴ ‘鍔

文信 ｾＱ ント株式会社
織

J." 

電話 @ 7371- 3

電話 骨 1351

本 社

支 庖

出張所

豆必

。〉浪建私一一- 1 易

言 全 コー

!  国ム
責 総 タ

E 長代 イ

工哩 ル F

円浪速建枚工業株式曾ピ

-

a

・
・

守

'

・

‘

 

ドアース チ ー ル サ ッ シュ・

- オペレーターシ ッ ャ タ ー

一 製 造 販 売 一

IIIIHM附 11柳欄酬Ul I I I I I I I I I 鮒棚IIIIIIIIIIIII欄 -

• 

本 社 ・工場 ・大阪市城東区野江中之町一丁 目九番地 電話城東@1171- - 3番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木挽鑓ピノレ六号館印7号室電話東京@4611

福 岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サンビル内) 電 話 福 岡① 8 4 6 2 番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番
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印

刷

日

山

川

山

⑧

 

話電

監
K Kケントク

大阪市東淀川区新高南通 1- 14

トを

自家設備一貫作業

1立

イ

防 錆 処 理

ポ ン デ ラ

大 阪 建 材 工 業 株 式 舎 社

グヘ

一

、J

電 話 ⑮ 代 836-839 ・830

電 話 堺 48∞-4801 ・1586

営 業 所

本社工場

出 張 所
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あろゆるシヤ") ターの

専門メーカー

本社・大阪工場 大阪市東淀川区田川: i i l l 6 J "日 38 ( 省) 代 37 - 8  565 

東 京 工 場 川 崎 市 新 丸 子 東 3丁目 1159 ( 屯) 047- 5350 

九 州 | 工 場 福 岡 市 榎 田 町 1 2 6 8  ( 屯) 2- 6708 

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 区 宮 出 回J 23 ( 屯) 24 - 4811 

営 業 所 高 知 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・ 姫 路

代 行 庖 全 同 主 要 都 市 ニ ア リ

日本建築協会優良諮明
セ メ ン ト 増 強 防 水 剤j

'1. - 9イ阻害

稼式会員土日本セメント防水剤製護所

本 社 兵I本県宝塚市 J:if? ヒの池J t 28 1  .，11 ぷ 'i:: f証 2 1 5 3

工 場尼崎市制 ｬ 彼 ノ ド ｾｉｊ 1  3  4  ｾι［ ， ｕＺｾ ｩｬｩＮ＠ ぬ 8544(  ｦｾ ｽｊＩ＠

出様Pl f 1包 括 東 京( 43) 0  8  7  4  flh台 ( 3) 0721 ・1，，!i 4{  ( 32)  1  3  3  1  

Aつfイ日月ZK工2I 11i 山 工 業 東 京ω5) 肌 - 3 ・'telii .r.! Jc fI，i l l f i J ω765' ) ; _ ， 工 粂 川U
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J I S 合 格 モ ル タ ル コ ン ク リ ー ト 用

ｅｾ ｩＵ翠彊 盟主主 ｾＭｊｾ 盟国 ｬ
責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

E謡言E M' 4 1%董蓮司1 E 1民E 司 / - J 監査主u

日 油 脂 化 工 社本社

取 締 { 支 社 長 矢 中 龍 次 郎 大 阪 営 難 所

.・・・・・・・・・，. .""，11111111111111111111111111111111111111111111111111 
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発
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‘ー長

高

層

朝日石綿工業株式会祉ぷ法三

大阪市北区神山町四 六

東京銀座七営業所- 東京検浜.名古屋岡山九州北海道

東京横浜山梨 .名古屋. 大阪.珂向門司乞成

電 話 犬 阪 ⑧ 2333諸説. 大阪営業所

社本
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接着剤はセメダイン附の

サンライトセメダイン

| 桝サイズ厚 さ 重冠(枚) {rll i絡 ( 枚)

3 尺 x 6 尺 6. 0kg ￥ 390 

1. 3分 ( 4 孫)

4 尺 x 8 尺 10. 7kg ￥ 85Q 

3 尺 x 6 尺 7. 7kg ￥ 620  

1. 5分 ( 5 うど:)

4 尺 x 8 尺 13. 5kg ￥ 990 

3 尺 x 6 尺 10. 5kg ￥ 800

2. 0分 (6. 5ヌ)

Ｔ 尺 ｸ Ｘ 尺 ＺｾＺ ｾ ｾＺ ｉ ￥ＱＮ Ｓ ∞＠

御 入 会 の 御 申 込 は ーー・・

「建 築 E 社 会 」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会
電 話 北 浜 ⑮ 9648 ・9649 ・9640大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 

硬質繊維板( ハードボード)

亘
製造元


